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嚢 に決定せ られ たる出版事業整備要綱に 基 く嘗局 の指示

により今般本曾賛行の曾誌 「建築 三枇曾」を建築事舎俊行

の 「建築雑誌、」 に統合し「建築さ枇曾」 は時局の要請上乍

遺憾昭和十九年三月放を以てー庭、) 努刊致 す こミミ相成候候

御諒承賜度此段曾告候也

附 記

1. 曾誌「建築と祉曾」に代るものとして建築皐曾曾員に非らぎる本曾曾

員に吉野しては「建築雑誌ー」本年四月蹴以降を本曾よ D配布致します

但し本曾曾員にして同時に撞築撃曾曾員の方には建築皐曾よ D配布の

「建築雑誌」 一 部を以て御宥恕願ひます

( 雑誌統合の主旨は用紙に極度の制限を加へるにあ D、従て義行部

敷激減、の結果皐曾曾員である本曾曾員に華社しては乍不本意上掲の

事情御諒承を願ひます)

1. 本 曾 に於て は事情の許す限 b 別に曾報を接行 し曾員各位の連絡 、通 報

に充 てる意闘であ D ます

1. I建築家必携」は「建築雑誌」に機織掲載の橡定であ Dます

1.  I建築雑誌、」に劃する本曾曾員の投稿は皐曾曾員の投稿と同一に取扱

ひますから直接建築皐曾宛御投稿を歓迎致します

枇 固 法 人 日 本 建 築 協 曾



建 築 行 政 と 生 産 増 強

決戦下に於ける建築行政の主眼鮎が生産増強と

防空施設の搬充とに置かれなければ主主らない事は

既l乞論を倹たえEい底であらう。生産増強に就ては

最近全閣に於ける建築工事の大牟を占める工場並

に其む残絵の大部分を占める努務者用住宅の建設

情況に徴しても明でるるが、然らば此趨勢に封し

賀際問題として建築行政面は従来如何に時局政策

I CIl. P感して来? とかと云ふ尉に就て一腹考察を加へ

て見? とい。

一刻一秒を争ふ生産戟綿の先踊をたすべき建設

工事が、今日支那事蟹前の二倍乃至三倍の工事期

聞を要し、生産増強上の一つの大きた塩路をなす

ととに就ては何人も之を否み得たいｾである。勿

論遅延の原因に就ては種々 2うらう、或る機械工場

主の話に依ると . 新設工場を計聾して締ての建設

左京急り努務者を入れて正式に工場が運輔出来る迄

陀五十除積の手続を必要としたと云ふととでるる

が、各種の統制法規の族出は愈々手績の煩裁を来

し. 九そ時代の要求とは反封の方向にあるものが

るる。又今日時局の合言葉の虫11 < 、使用せられる

資材努務難も事責文字通り計藍量が尚資材り絶慢

量を遁に越へて居る現献で喜うれ又その割営技術

の不凶滑の詩技術者は建設の責任者としてその専

聞の技術よりも獲得技術に大き主主努力を強要せら

れ、然も資材の部分的遍在を免れ主主い結A 却って

五に建設に劃してマイナスの作用をなして居ると

とも事質でるる。

勿論之等の塩路は逐次改善是E せられ行政簡素

化の措置が講ぜられつ. 1 . aうる。例へば甲乙造船促

世策として、戦時行政職機特例に依り海軍大庄の

指定する官吏が市街地建築物法及防空法に基く地

方長官の職織を行ふとととえにれ従来建築行政の

主流を左足 した市街地建築物法に就いては率先 して

戦時特例法が公布せ られ. 全面的にその簡素化を

期し、叉軍需舎祉法の制定に依り指定された軍需

舎祉に閲しては、市街地建築物法の一部及工作築

造統制規則の全部を油用したいとととなった。

倦て生産増強への我々の協力は畢党建築生産力

掘 井 啓
:.1.‘ 

dロ

を増強するととに外左足らえにい。従て建築生産力の

増強とそは現下陀於ける建築行政の窮極の目標で

ある。従て又建築の生産統制に闘聯を持? とない法

令の施行の如きは防空関係を除いて今日存在の意

義 を夫ひっムあると云ってよい。. ! l . 1 l ち生産の要素

を主主す資材勢務生産機構等に闘し積極的方途を講

ヂるものが自ら行政の主流を構成するに至るとと

は首然のととでるる。元商工省は先に工作物築造

統制規則の制定陀依り建設用資材の重賠産業への

振向け強化に劃期的措置を講やると共 f亡、土建施

工界の機構整備と云ふ新局面にE 歩を乗 b 出し、

又厚生省除努務者住宅の建設に或は土建勤害事者ｾ

傘下に有する努務報園舎を組織して勤努憧制の確

立を期する等、各省連繋の下に着々其の質績を穆

げづムあるととは我々の夙に熟知ナる庭で、ある。

然しながら向根本的危問題とては建築生産工業

と云ふものが今日園家に於て他の重妥産業の如く

潤立工業としての資格が認められて居らたい貼陀

新惣制になり切れない一つの原因が得して居るの

でZうろう。建築は増産の手段であって建築そのも

のが冷産の目標では友いのだと云ふ思想が建築を

綿ての産業に従属的に附随せしむる所以でるる

う。従て例へば各撞の資材が夫々の産業部門を通

じて二次的に建築部門に流れて来る。流れて来る

途中で営然建設資材を含んだ数量が直接の生産の

方にその全部が使はれて建設資材の徐量がさを撚友

いと云ふ検定工事はよく aうる例でるる。

工作機繊の製作は工作機棋そのものが目標に非

十して兵器を作るととが窮極の目標でるる筈であ

る。建築の生産も同様である。然も建築に関して

は其の資材の種類の極めて多いとと 、生産機構の

複雑主主とと等他の工業と著しく異つ? と特異黙を有

するのみ怒らす= 生産増強の先踊たる任務を有する

ととに深く留意され怠ければ左足らないと 思ふ。之

に闘する詳説はと 与では省略するが、上清部に於

ける建設事業に劉ナる認識の程度が凡そ之とは懸

隔のあるものであるととを承知 して中央の劃j きを

見る時、賭先輩の御苦勢に封し深く敬意を表する 。



不幸陀して戦時建築に劃する一元的綜合統制を

加へる強力左足指導瞳制の早急: 確立が今日困難でる

る友らば、速かに建築行政商に於ける各省聞の箪

なる連繋より史に一歩を進めて有機的に統合する

輩固定工る紐帯組織の貰現を希望するものである。

先に軍需省より土木建築業者に封し商工組合法

陀基く土木建築統制組合を設立せしめ全園の業者

の機構を整備すべき旨の通i撲と共に英の大綱が示

されたが、機構整備問題の如きは最 も生産増強に

重大君主る闘係と申ナよりも絡に英の緩心を衝く重

要問題で、 ibる。

申すまでも左足く土木建築企業界は、その性絡が

主として膨大にして機動性るる人的構成に依存し

て居れ業者の激に於て叉生産機構の複稚えにる鮪

に於て他の産業の比ではないりでるつ a亡、企業合

同を含めてその機構整備に就いては建築行政の新

局面として重視せられる問題で、2うるから、 関係各

省と充分なる蓮絡を主主し、地方鹿の積僅的努力と

共に業界の進取的協力が要望されてゐるのでる

る。倫との機構整備に槙いて組織に魂を入れ蓮替

を金からしむるは今後の問題であり 、その生産増

強に及ナ影響或は努滋報園舎との重要な開聯等陀

就いては稿を改めるとと L し て と ム に は 省 略 す

る。

然しながら建築行政界自身K 於て倫嘗套を院し

切れt;r.. いものがる払生産増強への協力に創意と

工夫を献〈鮪に就ては充分に反省して見なければ

なら友いと信ヂる、と L で云ふととは甚だ痴しい

次第でるるが、過般大阪府に於て大阪府工場建築

協合の鷲足を見た所以も工場建築の臨路打聞に幾

分で も貰せんととを期したものに外注らたい、一

部登表した工場建築の園面規準の如きも其の良否

は別として極度に種類の限定と具瞳化を計り以て

将来建築の工場生産化の前提たらじめんとの抱負

とキに手頓の簡略化を期し? と次第でるる。勿論斯

くの如き企て も一地方臆の施策に絡始すべき問題

でなからう。要は工場の念: 速建設に封する官民の

熱意を糾合し、その研賓の結果は直に之を賀行t亡

診さんととを期せんとしたものでまうる。最後の言

葉は誠陀蛇足であったが兎に角我々は生産増強に

消極的協力より史に積極的協力へ飛躍して行くと

とを期さ怠ければ怒らたい。

〈筆 者 は 大阪府施殻課長〉

曾
牛

口

今般常務〈編輯) 山口 正氏辞任にづき昭和十九年二月二十一日開曾

の評議員曾に於て叉常務 L主記〕景山正明氏辞任に付昭和十九年六月

五日開曾の評議員曾 lて於て夫々補歓選奉を執行致しました結果下記の

遁り嘗濯相成りま した

常務( 編輯〉

常務( 主記〉

赴圏法人

浅 新 氏野

尾 清長 氏

日 本 建 築 協 舎
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耐 乏 と 生 活 指 導

I  耐乏生活の理念

吾々はいま精進の年といふ切迫した情勢のさ中

にあれとの課題を前にして各自白職域K 於て、

如何にして之を達成し得るかについて夫々に覚悟

を新陀してゐるとと L 思ふ。

生活と云へば日常健めて安易に解され易く平常

的な意味に於ける衣食住の問題として解せられ易

いのであるが、民の意味に. : J I ; > ける耐乏生活はか く

の如く解揮されて良いものであらうか、それは言

ふまでない戟時下の閣民生活は同時に勤勢生活で

たくてはならぬのであるし. との量h努生活は現陀

首商してゐる生産の増強に最大の努力を携はねば

友らたいからである、 ｾｰ ち耐乏生活はたＱＺＧＮなる

消極的危無抵抗生活ではなくして、最も積毘的t . r .

合理的生活でなければ友ら主主い。さうして吾々の

持つ努働力の最後の一片まで生産の増強に傾倒し

得? ，やうなi浪費の麗除でなければならない。その

内容は最も目的に添うた生活でるり最 も効果的友

生活であるととと友る。

と L でヨたに問題と主主るととは耐乏生活K 於ける

目的の設定であって、との目的が不確貨で喜うれば

腰がきまらす示、ふらふらした吠態であって、以上

の様t . r . . J 1 t の耐乏生活のヌド悼を捉へるととは難レい

所で、助努と生活とを針比して見ると、前 :tfl'i. 生 産

増強の直俊的左足問題を. t - うて居りそれが生産の能

率と製品の良否とに及yf ナ影響K 決定的友もので

はあるが、 それは同時に生活の商に於ける合理と

不合理、健全と不健全とが影響する鹿が誠陀大き

い、例へぽ出効率の問習を取っても 、 それは作業

場の諸膝件 、 ｾｰ ちその軽重作業の別や冷熱作業の

如何管理状態の如何によっても違ふのであるが、

その生活環境の整備の如何、生活の管理組結及指

導の如何によって大きな相違がある。即一例を場

ぐるならばL寄宿舎に牧容するとしないとでは男子

の場合に約 5，%女子の場合には約20%，の相違が認

められたととがあり、職業再敬育をするとしない

とによっても 4- 9. %内外の相違のるるととが見出

好 豊 太 郎

された場合もあるのである。

ま? と同ーの寄宿舎に於ても各寄宿舎の察長や班

長の相違によって編著左足出勤容の相違のるったも

のが数ヶ月の指導良しきを得? と篤に最高りものに

仰衣陀接近して 、甲 乙の差が殆んど友いやうにな

った庭もるる。

とれ等は要するに生活の領域に於ける内容の充

賀の結果が職場に反映したと思はれる瀬著えにもの

と認められる、さうしてとの事は同時陀現に示し

てゐる努働業績の各種の様相が決してそのま L 最

高のものを現はしてゐるもので、はたくして、まだ

その限度を高め得る除カの十分に有するととを示

してゐるもむでるる。さうしてか L る潜在してゐ

る 労 働 力 が 倫 多 量 に 精 神 的 に ふ 身 般 的 に ふ 技

術的にも存在してゐるととを示すものであると考

へられる、とのととは害事働のエネノレギーが食料要

素のエネノレ ーギむ費形で2うれしかもそれは究局

に於ては太陽熱エネルーギの費形であるととろか

ら容易に理解されるととでるる。

との事は物理的主主問彊ばかりではなく他の精紳

力や技術力についても同様陀類推される。絞って

生活はたど箪に安易友勤努に封ずる休養の空間と

時潤と解躍すぺきものではt . r . く、之を出来る限り

より徹底し? と疲努の快復と、その利用とに用ゐる

と同時にまた之によって作業の断行に必要た意欲

や技能の向上に培ふべきととが必要となって来る

勿論とれ等はるる程度までは職場に於て行ふとと

が可瀧でるるが、喧騒t . r . 作業環境を離れて静か陀

之を反省し、明日の計輩、明日の創意、明日の新工

築陀ついて新境を開拓するととは如何ばかり吾々

の創造生活を豊かにしてゐるでるらうか、誠に測

り知れないものがある。東に青少年工の生活断想

をいろいろ調ぺて見ると、時局のために始め て親

の膝下を離れたもりがあれ職場内生活は始めて

の経験であれその中には暫々感傷の涙を呑むも

のがるれ或は作業の習熟の肉難のために撃洋の

嘆を懐 く も り が る れ そ の 他各種個人的の未解決
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な問題を抱くもりが相官にある。勿論とれ等は特

に少年工員の場合に比較的制著に認められるとと

であるが、それは充分に指導をして行くのでなけ

れば異に海身のカをもって後顧の憂たく職場にそ

の敢闘精神を? とぎらすととは充分でa ; るとは云へ

主主い。か L る精神力強化の問題は根本的にいへば

決して少年ばかりでは友い、徴用歩手務r ，女:r・多事務

者"I' L j於いて等しくある程度で認められる鮪であ

る。か L る不満足感が意識の基調となってゐる限

り、到底集中的左足作業の意慾を昂揚するととは出

来ない。然しその原因について考・をすムめると猿

期し主主い緩君主誤解や、認識の不足や、無定見や世

間見守む場合が相常に Sうり、ま? と同時に経聖子者側

に於ても同時に気のつかたかったととや、また改

善すべき果的古見出される場合がある。か与る問題

が懇談や賀行によって解決される場合はをく新し

い人生観、 J社舎観を奥へる契機とえl : t .  >>1] ，人のや

うえ足感を奥へる、之は精紳的左足潜在的' f . r . 意識を捉

へたととに友る需でるって. 感激と感謝とをもっ

て作業をす・る様に左足れば、出勤や生産の増加は極

めて顕著でるる。

とれ等の開係は技術の場合は更に著しい、それ

は技能の養成と習熟との関係によって敢て述べる

までもたい。之を要するに館力、精紳力、創意力は

之を遁1 E ' f . r . る生活指導を行ふととによって主主々 増

大させらるととについては疑ひの絵地がたい、耐

乏生活の根底は結局図民の中に潜在するか L る有

能なる力を限られた土地、時間、設備、資材、努

務の中から最大限度に護揚ずる庭に目標がある。

2 耐乏生活の象徴とその責現

かくの如く耐乏生活が積極性、合理性、合目的

性を内容とする以上は E誌に物資の利用について消

極的に物資の量的質的動的の面にのみ、その基本

的特徴を見出すととは区l難である。それはいはば

盾の反面でb って民の象徴等ろ之を基底にして示

される格勤精溺j 、能率の護揚、創意工夫の卓抜等

によって現はされるのである。乏しい物資をもっ

て消極的に議勧・として生きてゆくといふ1[犬態は何

人 もが之を質現 して ゆくに努力を必要としたい。

撚る陀それに伴ふ後者の課題が強力に負はされ

てゐるためにと. I . I ' L 具常なる科感性と精紳性とが

4  

負はされてゐる。

との意味に沿いて耐芝生活は初めから終りに至

るまで茨の道が奥へられてゐる到底坦々たる道は

漁期するととは出来ない。極めて至難なる障壁が

十重二十重に存在するととが望見されるのみでる

る。耐乏生活者は先づ初め陀蛍って之を十分に肝

K 銘じなければならない。

しかしてかくの如を重昼たる障僚の存在は殆ん

ど希撃を失はしめるが如き感さへも奥へ泳いでは

たい。併・しそれがるりとすればそれは薄去調行の

徒でるるばかりでは左足く、甚だ非科畢的である、

吾々の欲望に劃する各積の障壁の存在は常に吾々

を間続してゐる事責であるが、それらを個々に分

折硯察して見ると障壁の存在は常にその主観的な

要件によって現定されてゐるととを蛮見ナる。例

へば水泳の出来ゑいものに封ずる河JII の横断の如

き、初の無い動物に劃す・る垣根の存手Eの如き、と

れ等は水泳の能力、飛捕の能力を輿ふればそれは

障壁の障壁たる性能を失はしめるもむである。 4た

ってか L る主観的要件を強化して障壁を超克せし

めるとととたれば、と与に十分に障壁を突破する

ととが出来る。とのととは生産に喜子いても、生活

f ' C . j s いても鴬に繰返されてゐる欲撃充足途上に於

ける臨絡でるって、 しかもその突破の要件が極め

て近いととる陀ありながら之を超克するととが出

来歩にゐるととが甚だ多い。とれ等を個々 に解く

ととによって始めて震の増産目的在達成するとと

が出来るのであるから、耐乏生活にあっては、眼

前にある個々の問題を質際K 解決し之を貰現し行

かねば君主らない。た Y 理解するととだけで、はな〈

目前の障壁が取り除かれて、そとに新しい通路が

聞かれ、之によって必至的左足欲望.が充足されてゐ

るととでるる。E ! Dち耐乏生活の重要なる特徴は之

をたど理解されただけで放任して居るととでは無

意味であって質践によって之を質現するに a>る。

従って之を質践し賀現するととに封ずる異常怒る

努力が必要と友って来る。

との様主主場合陀於て何が貫践をと推進する原動力

であるかを知る必要がある、とれは多くの事買を

通じて見ると理解と意志とが相伴ふととが必須主主

僚件とえにるととが認められる。例へば日常生活の

規律にしてさへもが. 之をE 確 な時間的生活をす



るととは直面する場合、特に行詩一般に封ずる科

率的理解が不十分であれば、 日k f t : 般格えにる規律

生活を行ふととの繁維と苦痛に僻易する傾向が見

られるのでるるが、数日の努力による規律生活に

よって習慣化しさへすれば、後は努力を必要とし

たいやうになり、之を貰践したいととが却って甚

だしい苦痛を感歩るやうにたるととを理解すると

とが出来、 と与に新生活計査の可能性を知れ亦

之を質践しようとナる意欲を生じてくる、た r 無

理解のま L 陀放任してゐいて、た Y 命令だけして

ゐては到底とれを質現させるととは出来危い 、質

践せ宮るととの苦痛を味はせるまで、習慣づける

ならば事は既にその宇ばを達成したとと与なる、

とれを質践するには一般的友原理や原則が必要で

あると同時にそれぞれc 個別的念事情陀支配され

るととが誠に多い、か L る個別的左記事情が充分に

理解されるのでなければ、それぞれの障壁l乞つい

ての指示を奥ふるととは出来ない、と l f t : 生活指

導と君主育との明瞭君主差異が劃される、即ち教育む

場合に敬育者が必要でるるが如くに、生活指導は

生活指導者が必要で、Zうれしかも生活指導は教育

の場合よ b もより具鰻的えに個 k O生活事責につい

て明瞭な具線的知識と経験とを必要とする、そう

して各種の生活障壁に劃してよく之を超克し得る

方法に劃する理解を必要とすると共t亡、之を貫際

に賞って行くととが肝要で、Sうる、之によって被指

事者は貰践による新生活即ち耐乏生活形式む内容

について径々自信を深め、その慣債を知りそり賀

行方法に封す-る未知の分野を理解し. 確信をもっ

て質践に乗り出すととが出来る。加之人聞には先

天的に模倣の本能がるる、かくの如くにしてたさ

れる質践的行震に謝しては、その有償値性治冶認め

られ可能性治宝認められるに従って各々之を模倣し

ようとナる傾向が強められる。

5  生活指導者の要件

耐乏生活の質現に封する生活指導者' の任務が極

めて重要なるととは以上の記述陀よって明かえにる

を得たであらう。従って. l f i f t : 有能君主る生活指導を

行はうとすれば特に共の諸結についての倦まざる

努力を必要とする。

集闘は組織が2う れ 秩 序 が る ｨ たｾＮ Ｇ情緒や 、

衝動で、行得する群衆と大いに相異する黙がある、

。1: し、集闘の組織や秩序は之に理性と指導者・とが

あるが故であって、苦し之に雨者がたければ、最

も原始的、本能的主主群衆と化し. その結果は暴行

破壊等に迄及ぶととが多いのであるから、集園た

劃しては指導力を援めるととたし十分たる注意

の下陀各種の場合を想定して、常に組織と秩序と

ま維持し得るやう導ぴ〈要がある、初jへf: f 災害時

の所款の如きもその例でまうって、空襲火災等にし

ても之に感じて十分に平静を保って善所し得るた

めには、平素f t : : t - いてその防止組織及訓練につい

て格段の注意を必要とナあとの場合に於ても組織

の中心問題は下部機構に封ナる指導網の設定がは

たして十分で、2うるか否かが問題で、2うる。

併しとむ場合陀於ても最も型性的主主指導はその

原因を除くととに注意を向けるととである。即ち

鹿倒的主主制空力の獲得や火災の猿防に注意す・- o と

とはその有力なる方法である。即ち集聞に謝して

科率的な思考- 力を奥へるととにその注意を向けな

ければ友らない。

併し集困がか L る科皐を熱意をもってとり入れ

るか否かは築固に於ける理想の有無、それを得ん

とする情熱の有無が興って力がるる 、 とれ等は何

れも指導考が常にその集図に劃して之を得させる

ために各種の工夫をとらしてゐるか否かが左右す

るものでるって、集囲に劃して共通t . r . 講演、訓話

慰柴作業等を奥ふるととが重要とえEる、講演の内

容は時局問題及祉合経済、保健に封ナる平易t . r . 科

率的内容を持つものが望まれる . 訪11話の内容も極

めて具程的友生活事責に出琵する方が良〈 、特に

名; 降、登明家、優良工員等に取材をずるととが良

心慰紫に於てはその中f t : t . r . るべく感激や鑑賞を

味はひ得るものとし事術味の豊かなものを選ぶと

とが望ましい。

生活指導者は集図の個性とその要求とに際、じて

その必要たるものから順次之を奥へて、全集関そ

れは各自の職域陀於ける患位から順共陀小集幽か

ら大集闘に至るまで、全員がよくそむ共通の目的

と情熱とをもって行動 し得 るやうにならねばえにら

及い。

之がためには一方陀沿い℃かくむ如く集園を単

位として各種の方法を講歩ると共t亡、他方ま? とそ

の賞践の7状態を視察 してよく上記の目的が各員に

5  



徹底してゐるか否かを見なければたらない。全員

1 人残ら宇治宝真に時局の念を認識してその遁営と

ナる職域に最も全力を蓋して機能を護揚してゐる

か否か、との重大友る秋に上の空で足が地にっか

す' ! ' L ゐるものが居るかどうか. 居るとすれば、そ

れは如何なる原因陀依るもむであらうか、そむた

めに如何なる手を打つべきであらうか、生活指導

者は深くその内面に入って観察し、且つその遁営

なる施策をなさねば1 ' ; ; . ら主主い。特にそれらの中で

も保健衛生的方面についてはとむ必要が大? である

近頃の様に疾病による快勤者中呼吸器系統の多い

吠態にあっては、一方巌重なる規律を必要とする

と共に、他方ま? と疾病議防のために遺憾友き施設

を以ってやる必男がある。それ等に劃して早期に

鷲見し、早期に之を牧容ナる施設がより多く徹底

せねば1 ' : J . らない。( との場合試繋前に於ける重湯

又は飴湯の給奥は疲努の軽枕と著しく効果を穆げ

てゐるととも十分に認められるから甚だ卑近なと

とながら質践上のー資料とする〉

4 生活指導の基礎俵件

かやうに生活指導に営って指導者を得ると共に

また物的僚件を必要とする。特に勤努生活者を封

象とする以上、その住居? とる住宅又は寄宿舎D 必

要は極めて大である。之等の施設が工場から通勤

時聞の時間内に存在するととはその日々の出勤を

容易たらしめる之をより生活子訴事をするためむ一

つの重要左足忍撮黙でるる。

しかりみなら今之等の住居がよく内容と機能と

が整備されるたらぽ. 前述したゃう友生活指導の

理念により之によっτ 質現するととが出来る。い

ま寄宿舎を中心として主主主る項目を傘げると次の

諾駐がるげられる。

1)  各種の災害防止に封ナる組織及訓練を十分に

する。前越したやうに空襲、火災、盗難等に封

ナる人的組織及びそれに劃する訓練を十分にし

災害の登生及防止陀劃して些の遺憾なからしめ

るととを期す。

2)  集囲及個別指導を推進する。

前述し? とやう主主集囲指導を推進すると共に個人

的に指導し. その瞳性、年齢. 技能、教育程度

家庭事情によってよく内面的主主指導を主主し得る

やうにナる、かかる個iliJt単幕を平行ずるのでた
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ければ集閣の歩調は中身整はない。

3)  設備、備品の駐検を進め破損修理について右足

カ之を努め- o 。

一面技術の低下、努力の不足、代用資材の使用

のため陀、設備及び備品の破損は特に著しいの

で2うるから、よく創意をもって臨機の庭置をな

すゃう耐えヂ注意をナムめる、之等の設備等の

不十分不完全は精神. 身憾の南面に影響すると

ζ ろが大である。

的事務室の整理について更に制意をもって工夫

ナる寄宿舎の事務室は特に集自の見るととろで

eb t J ，その清潔整頓の妖態は全寮生に針して活

楼ー範とえにる、との貼からいつで事・務室の内部の

整頓については特に創意をもって工夫する婆が

ある。

む各種の統計及び記錐の整備

寄宿舎の管理を改善ナる具管的方法は何れも確

貫主主る統計及記録を基礎とナるもので喜うるから

現在行ひっ. 1 . aうる管理活動の結果は最も忠買に

それ等の統計及び記録の中に示されてゐると見

るととが出来る。従って之に基づいて過去を反

省し、その結果を見るときは必歩や将来に封し

ょく有効遁切なる方途を示し得るものとま象想す

るととが出来る。

6)  各趨厚生施設の抜充を主主ナ

努働時間の過大、官余暇時聞の遁E 利用を計らう

とすれば、寄稿合内の厚生施設がよくー磨擁充

されるととが必要でa ，る、例へば日用品の寅庖

理髪所貸出文庫む如きはとの意味の最低限度の

ものでるれ更に保護室が出来る友らば更に一

歩を前進する。

7)  寮長、班長、室長、勤務員数育を行ふ。

寄宿舎の管理は一方物的設備によるものであり

他方は人的主主管理組織によあものであるから、

それを蓮用する寮生の指導又はそれと密接に関

係をもっ人々に更に内容を深めた L めの教育を

進めるととは極めて肝要であって、寄宿舎の幹

部だけが指導精神を十分に持ってもその手足た

るべきとれらの人々の聞に十分なる内容がなけ

れば、一面に於てその十分怒る管理活J t i J a : 破壊

するものとさへもいふととが出来る。之等は最

も炊事場. 又は寮婦等の勤務J伏態にも密接なる



関聯を持ちイ資材の節約. その調理の成果、舎

の清潔等に不可分の関係が詰うるから 、之を時々

教育してより有効なる寄宿舎活動の出来るやう

にせねばたらない。

8)  巧轍主主る管理活動を確保する

以上のやう左足管理を賀現しゃうとすれば、舎内

の設備、職員傭員の個性、寮生の身檀精神互融

合j伏態陀妻せする庚汎友る了解とそれを遁時陀適

法をもって選管する技術的責行を必要とする、

之を行ふととによって真に寄宿舎をして生活指

導の誠鰍たらしめるととが出来る。との鮎にゐ

いて寄宿管理者は主義々自己の力量とその管理技

術の深化に向って努力するととが出来る。

S  動車事と生活指導との開綿

今日の欣態Kaうって如何左足る勤努が要請されて

ゐるでるらうか、時を貸ささ・る勤害警の腫制を確保

するために生産の量を最宍限度に現さんとし. 更

に之を効果的主主らしめるために創意と工夫とが要

求されてゐるのでるって、とれが震には作業場内

に於て次の諸鼎が肝要と主主ってくる。

1)  各人に具煙的友生産目標及作業閏標が奥へら

れねばならえにい。

工場内の一人一人が民に本気に主主って仕事を主主

し得るやうにするためには、各自む責任範闘を

明瞭に意識させねぽ左足らない。それが不明瞭で

るり不催であるときには勢ひ作業意欲が昂揚し

てくる。しかも如何主主る作業陀ついてもその様

式方法について工夫改善の除地が蔑され. ζ れ

を行ふととに興味と感激とを生じて来る。しか

しそれは全く指導の如何に依り、指導宜しきを

得左足ければとムにまで到達せ歩、して混迷と不安

焦燥と不快との聞に低迷するの外はない。各自

の作業力と作業能力に膝ヂる職場配置によりと

の黙を緩和する。

2)  勤t替の神聖性、厳粛性、倫理性を抱擁させる。

多くの場合主助努K 封して本腰K 1' J : らないのは、

勤努を生活の方便と考へ、生活は衣食住に本鰐ー

あり 、勤努はそのための手段と解せられ易い所ー

に起るD 併し真の勤努の意義は人聞に取って、

第一義的なものでるって、 ＡｦｩｉＩｾ 容とそは生活白木

躍であり 、衣食住がその方便であるととを認識

せねば友らない。勤努を遇して始めて人格は練

磨され、その紳性は護揚され、その道義は全 う

せられるのでるる。自ら額に汗して働くものは

一夜備の祈祷を放すに優れりといはれる。働く

中に民理を殻見し、その中に腫力を強められ、

その中に人聞を知れそむ中に祉: 曾園家を知る

ととが出来る。。働くととは求知、求道の遣で

あるととを明白に意識するやうその勤努の観念

をー愛せねばならたいο さうしてとれはた !...K

観 念的に迎解させるばかりでな く、自ら動費替の

「ドに瞳得ナるやう指導せられねばならない。

3)  作業環境を整備する。

作業の能棒、作業む創意は工場内の環境の整備

と密接なる閥聯がある。熟練作業に従事し得主主

い少年工、就役エには努めてかムる環境整備に

常らしむべきでるる。かくして工場内は勿論.

工場外部に喜子いても、材料又は破損器具等に よ

りて雑然としてゐる多くの工場はより環境整備

に努めさせるべきでるる。

多くの徴用工員の共通む心理!は折角はりきって

民間工場陀来てゐるのに仕事 l乞徒らに手待ちが

多いといふ! 爽撃である。より仕事の段取りに注

意し臆念的廃置と根本的鹿置とを考へ一人の遊

休努働力も左足いやうに計霊的、組織的な整然た

る作業胞系を整へる必要がある。

4)  一組長の所思工員1放を出来るだけとかくし、そ

の閥係を成るべく師弟関係1 ' J : らしめるやうに誘

致する、組長封工員の関係が命令服従開係でる

る場合には到底有機的な指導開係が成立しない

のであるし、その鍛が多くたEればなるほど個人

的接燭の機舎が少くなり 、機械的関係となる恐

れがるるから出来る限り各績の方法を講じて雨

宥の開係の師弟関係K 1 ' J : るやう各種の方策を講

歩る。組長を通して作業場の講話叉は訓話をな

さしめるのも方法でるる。

5) 昇進. 給奥を十分に技術、努力、人物と遁合

させる。勤勢が以上の如き内容をもっ以上は昇

進孔袷奥が紳の如き叡知をもって最も 公平に夢事

務者む{ 買賃が測定されたものでたE け れ ば主主ら

ない。それが不公平であったれ叉絵 b に奮慣

に捉はれてゐたりしてゐたのでは決して十分友

不平不満たき生活たらしめるととは出来友い。

生活指導ー宥はとの聞の機微を最も良く了解 し、
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最も遁時十亡遁法をもって虞の有能者と努力者a と

を蛮見する要がるる。と. l . tc金工員の注目が抑

はれ之を遁随せんとする風潮を作興するに到ら

しめる。叉各自に取ってもそ e:>A:lE;/'.( る努力が

充分化認識された時ほど喜びを感歩るととはな

い。とれがためには各自の職場に於ける作業の

献態と製作む結果とが巌重に夜祭されるととを

必要とナる。

6)  作業場内陀於る厚生施設を撒充する。

作業場内叉は之に接近して現在数室、資居、暗

務室、食堂、休憩室、更衣室、洗面所がるるが

それ等が生活指導的に配置され、利用されるや

うに主主らねば友らたい。即ちその接飾. 採光、

換寄託、整領、運替については充分陀管理上の注

意が平行せねば左足ら君主い。との票占からいって現

場努務の矯営者の中に厚生施設的感覚を持つも

のを参加させるととも一方法で2うる。更に金工

員が集合し得る庚場は甚だ有効であって、共同

組操、講演合、音縫合等は之を利用して最も油

切に用ひられる。

6 結 語

さて以上に述べたととろに依って耐乏生活の王盟

念、耐芝生活に於ける障壁の打開、生活指導者の

要 件‘ 生活指導者の基礎僚件、勤努と生活指導者と

の関聯について犠々考究を進めたのであるが、之

によって明かとなった駐は。耐乏生活の中心は建

設的に勤努の意欲の昂揚に努占うるべきであり . 之

をせんがために生活だけを基底として働きかける

べぎでは友〈、より中心と放るもむは勤勢でるり、

生活はいはど二次的主主位置に止まる。従って勤努

意慾を中心として昂めるべきものはその中にかム

げられてゐる生産目標の指示、生産環境の整備、

生産計査の腫系化とその遁lE;/'.( る質施. 昇進給興

制度の遁E 化等で2うれ更に之を推進するための

衣食住にゐける生活・指導が推進されるととを必要

とする。との場合いま寄宿舎を例に とって各種の

管理技術的問題を考究するととるがあった。之を

要するに勤夢警に於ては最高の能率を強揚 し得るや

う生活に於ては最低の物資をもって之を保誼し得

るやう努めるととるに耐乏生活指導C 中心の課題

がるる。との場合生活指導者の任務は重〈且大で

るる。さうして重要なる模子は指導者の意識を煙

する下位の指導者暦によりとの理念が彦透し徒ら

に目前む小節約のために他日の悔たからしめるや

う致防の 1匁は治療の10匁に勝るととを十分に知

らしめ、現存する設備と資材とを最も技術的に利

用し得るやう各種の方策を講じて、徒らに精神的

主主摩擦を生じえにいやう敬育指導を全面的に推進 し

て行くととが撃まれる。

( 筆者は 海軍省婦託、若手研毒事奥〉
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大阪市の都市疎開に就て

( 1 )  

最近行はれて居る敵闘の空襲方法並に其の規模一

等に鑑み. 之の針策として都市の疎開が、昨年 9

月の閣議に依って決定を見たむでるるが. 近畿地

方行政協議舎に於ては、既にその調査立案蓮絡機

関である防衛専門委員舎に都市疎開に開する部舎

を設置し、都市疎開む可否、都市疎開の範囲規模

並に計輩、立立にその質施方法等に就いて調査研究

を重ねた結果、大田各の概案を得て居たので1 b る。

従って此の場合 、閣議決定はも唯阪神地方む疎開む

責施を促進せしめる事に於てのみ. 効果的であっ

たと云ふ事が出来ょう。爾後、計壷の質施化は念

速に進捗し、昨年末の府舎に於て 7，400高闘を超え

る大阪市街疎開事業費の決定を見、既に府市ー憾

となっ亡着々疎開を質施しつムa ; るのである。然

しその計霊の概要. 並にその質施方法及質施機関

更にその進捗i伏況に就いて述べる前に、阪神地方

に於ける者s市疎開の根本問題、即ち都市疎開の可

否、都市疎開の範箇規模ー一一之は防衛専門委員舎

に於て充分に検討されたものであるがーーに就い

て一言する必要があらう。一一都市防空の側から

言へば. 都市疎唱は絶望オ的に必要不可棋のもので

あらう。然し大東m! 戟守下に於いて、特に生藤 ) J

増強を最も緊要とナる今日、果して質際問題とし

て生産力; 精強陀髄慨を来ナ事えにくして、防主主的に

有効' f. J .者s市疎開を行ひ得るでるらうか。叉、防空

的に合目的々に都市を疎開ナる震には、如何の程

度比疎開ナペきであらうか。又虫日伺主主る形態、如

何君主る構成を以て疎開すべきでるらうか。之は防

空者f¥市計霊の課題である。都市計聾に於ける産業

構成職業構成乃至は人口構成の問題である。従っ

て斯くの如き防空都市計霊的要求は、園土計霊乃

至は之を構成する単位地方計霊の要求と全く合致

して居ると云ふ事が出来る。何故主主らぼ園土計霊

も亦、圏防園家建設を目標とせる人口並に産業の

合目的々再編成を企闘して居るからである。

近畿地方の地方計葺に関しては、吾々は既に近

畿地方計霊協議舎に於いて、既に数年来調査研究

山 田 正 男

ω結果、閣土計撃のあるべき方向に準醸し、概略

の成案を得て居る。 此の意味に於い七、近畿地方

全般に就いては勿論、阪神地方並に その諸都市の

人口並に際業の構成陀聖母しても、成案a : : 得て居る

のでるる。之に就いては、従来しばしば護表した

底であるから、此鹿では述べたい。具鰻的C 数 字

はさてゐき、斯かる圏土計霊乃至地方計霊の要求

とそ、防空都市計霊的要求に他なら左足いと云ふ鵬

を指摘するにと Y める。

此の園土計章、地方計重、者f¥市計霊の一貫し? と

要求は、従来人口並に工業の地方分散と呼ばれて

居るものである。之は著f¥市を過大化なら しむるも

むは、此庭に無秩序に集積する工業と人口との相

欄作用でるると云ふ賄に注目し、都市に過度に集

中して居る、又将来も集中せんとする工業並びに

之に附髄ナペき人口を、全閣の各地に計霊的に移

設し、配置する事に依って、過大都市の改造一一

過大都市の1) 、都市君例じをはかり、都市の温大化を

規制し、都市と農村とをより均等に配置し. より

緊密に融合せしめ、斯くして関土の合目的 k 再編

成を達成しようと云ふのである。虞の意味む都市

疎開とは斯くの如きも のでなくてはならない。

者f¥市疎開の根木問題は此庭に存ナるのでるる。

都市の際業一一工業を規制する事君主くして合目的

. k ' f . J . 都市疎開を行ひ得るものではたい。産業と人

口とは不; 可分のものである。之を切り離して都市

疎開は考へ得ない。工業の規制とは、積極的には

工場の地方への移設で② h 消極的陀は工場の新

設、披張の抑制でるる。之は都市疎開の側に換言

ナれば、工場む疎開でるる。工場を疎開さヘナれ

ばそれに附随して居る人口一一工業人口並びにそ

の家族一ーを疎開し得る事に左足る。従って面積的

には之等を牧容して居た建物、家屋を疎開し得る

事に充足る。逆に之は工場を疎開する事が出来左足け

れば. それだけの人口及家屋を疎開し得君主いと云

ふ事を意味して居る。特陀生産増強を最も緊要と

ナる今日に於いて然りである。以上は都市の主要

産業である工業に就いて謹ぺ? とのでるるが、象校、

9  



合枇、事務所その他のあらゆる都市的諸施設並 l亡

その附商人口に封し て も、全く同i僚の事が云ひ得

るむでるる。斯くの如く考へれば、都市的諸施設

の疎開の可否とそ、貫際的の都市疎開む可否乃至

は規模を決定するものと云ふ事が出来よう。何と

たれば、統制経済乃至は計霊経済の進展に仲ひ、

企業整備、就業制限、或は徴用等の各種む人口施策

に 依 仏 商 業 乃 至 は 無 業 人 口 の 中 の 多 数 が 既 に 工

業人口に移行して居るものと強想されるから. 施

設の疎開と無関係に疎開し得る如き都市人口は極

く徴々たるものとしか考へられ君主いからでるる。

〔現在家燥の中む誰かが. 綿動員業務の何れかに

開興して居友い場合は、務でZうる。〉勿論家族が分

敵して疎開ナる場合を考へれば、問題は自ら別で

ある。一一而も之は恒久的左足都市疎開の取るべき

方策ではない。之は写る退去乃至は避難以外の何

者でもないのである。

それでは果して都市的諸施設は、如何の程度に

疎開し得るであらうか。数年来、園土計壷乃至は

都市防宰的措置として、工業規制並陀拳校規制が

行はれて糸? と。然しその効果は皆無とは云は主主い

迄 L 極めて微温的でしかたかった事は何人も認

める J1&でるる。而もそれは戦時下止むを得泣いむ

である。唯吾々園土計霊乃至は地方計輩、都市計

霊の携営者の過去十主主年来の熱烈なる叉猿測的な

る要望にも拘らすヘ斯かる措置の宜施が戟宰D 控

過に劃して、富余りにも逗き陀失したと云ふ事は極

めて遺憾に堪え主主いむでるる。況んや、最も; 犠烈

左足る戟局の下に於いて、生産増強lて一刻を守ふ際

工場の疎開は全く不可能主主事でるる。. i r ! に叉、戦

時下建設資材の緊姿梯底の際、他の諸施設と雄も

移設即移築と云ふ鈷に於いてその大規俊ーの疎開は

困難でるらう。況んや一般家屋の移築に於てをや

である。

此庭陀今日の都市疎開の最大の難闘がるり、矛

盾が存するのでるる。生産増強の一刻をもゆるが

せにし得ない現在、産業並陀都市の諸施設を放置

して置いて、人口のみを疎開せんとナる事は、 RP

ち生産増強を阻害する以外の何ものでもない。そ

れにも拘らすヘ都市疎開は、現在の、戦局段階i亡

於いて、都市防空の最も緊念え主要求なのでるる。

此底に於いて、都市疎開は最早皐なる閣土計霊乃

至は地方計重、都市計霊叉は将来的左足防ささ都市計

1 0  

叢のみの問題ではなく 、2事ろ今日の戦苦手、に直面し

た現貫む者IS市防空の問題主主のでるる。それは前者

の如き計霊的疎開ではえにく、緊念的非常措置でる

る。都市は最早後方の基地では左足く、前総訟ので

るる。都市の疎開は前棋に於ける戦列の疎開と他

及らないのでるる。

( 2 )  

それでは如何にして一一斯くの如く園土計壷乃

至郡市計霊的に矛盾した一一都市疎開を. 念速に

且つ有効に鞠一一現在の事態に劃しても、亦将来永

遠に一一貫現ナペきでるらうか。それには各種の

臆念的措置を取るより他ない。

付) 疎開m. 城

之はｾｦＧｃ阪市申地方陀針しては、大阪、紳戸、尼崎の

3 市の1i l 1 i : 械が指定された。地方針重量K 於いては、過大

都市規制の封書写としては、京阪市申 3 市の直接勢力関で

ある、 ｆ 斤鱒京阪市 ｉｾ 地方一宇野の言者都市を包括した宏 Ｑ 凡な

風域〈商積約2，000方粁〉を考へたのであるが、之は過

大都市規; ' J i 1 l f ' C衡する地方計重量乃至は都市計盆技術的な

一手法なのである。然し斯かる計重量的疎開と異 P、今

般の如き非常措置κ 於ては、法の主旨 K 鐙み凶来得る

限り絶間を極限すべきではあらうが、貧際的十ては行政

区劃を超越して、夏K 堺市から紳戸市に至る一帯の市

街地K 針して指定さるべきではなからうか。之は前越

の3 市以外の阪市申問の市街地自身の疎開のみでなく、

前述 3 市からの縛入に依るそれらの過大化の防止に貢

献するでゐるう。

何 人 口 疎 開

前述した如き理由 K 依 P 、或る程度の家族の分隊も

止むを得まい。然し大阪市の人口構成並に産業構成か

ら既約ナれr . r、疎開可能人口は僅かに 0; 契陀過をない

であらう。而も生産帯強に依る工業人口への移向を考

慮すれば夏K 微々たるものであらう。家族制度破撲の

慢れなき限り、生産量酎:!Af ' C 直接関係のない人口は出来

得る限り 疎開すべきであらう。大阪市K 於ては災宅害時

に於ける宴退去人口乃至縁故退去可能人口は約0 0高

乃至。。院である。之等の人口は出来得る限り疎開す

る事Y亡依って、後述する建築物の疎開を側面に於いて

助長すると同時陀、建築物の疎開陀依って惹起される

局所的な人口密度的過大イヒκ 依る空軍基の被管を較減ナ

ペきであらう。

地方青十貨に於ては、生産機充と過大都市規制と の聞

滑なる誕生行を考慮し 、前越せる虫日吉宏汎なる規制m. 城

に費し、そ の総人口を現在程度 K 抑制すると同時κ 、

その区域内に於いて、産業並K 人口を移置貴乃至置換す



る事κ 依って、 ゾミ阪市の中心部の人口密度を 20
0

，0程度

低下せしめんとしたのである。之は約757 . 誌の人口の疎

開在意味するので£る。今回の如童非常措訟に依って

斯くの如室効果的ｾ字に塗せんとナるには 、 ｩｩ 然縁故

退去可能人口の疎開陀倹つ他ない。

例 施 設 疎 開

生産増強と直接蹴係のない施設: ; 1 : 、勿論企業整備に

依る整理統合を倹つ迄もなく出旅得る限り 疎開すべき

である。之κ 依って人口疎開並に後越する建築物に疎

開を側面から相閥的 l亡助長ナる事が出来る。然し) O _'際

問題として銃κ 企業整備は相笛準捗して居るから、書生

P期待出来ない。

伺 家 屋 疎 開

戦時下建殴安材]jzぴ労力の扮底して居る今日、而も

疎開ＱＷ［緊急性 κ 鑑み 、家屋 の急速な移ｾｾは殆ど不可能

である。従って家屋疎開に依って移締ナベ主人口は、

生産品曾強と関係なき限 P 、、出来得る限り地方κ 締出し

疎開すべきは勿論であるが、その徐の人口は市内又 lま

近郊の何虎か) ' CJ次容しなくてはならない。それにはg J ; :

家の斡旋、事事股幾せる底錦、事務所、倉庫の改造、或

は料理屋、貸座殿、放舘等の徴用が考へられるが之等

のl紋容能力の犬小乙 k 、署長屋疎開の規模も左右するも

のでゐ P 、又収; 容方法の良否乙 J号、家屋疎開の成否を

決定するものである。此の査もには前主主せる如在大規模

な臆念的人口疎開の協力が不可告たである。又生産増強

を阻害しない銭に泡) ¥: 1J駆除等を考慮して、巨匠他国な住

宅の交換分合を行はな〈てはならない。又上越の如き

牧容方法は極めて臆急: 的措置であるから、之と並行し

て郊外κ 住宅の移築又は新築主行はなくてならない。

現在大阪市のｧｊ［Ｚｾは依かに ＲＮＰＰＰ 戸程度 κ 過ぎない。

此の他κ 倉庫、事務所、脂綿等の改: 逢を行つでも僅泊、

数千戸に塗するに過ぎない。故K 大阪市κ 針し効果的

な家屋の疎開を食施する総K は斯くの如き宏飽閣なE信

念的措置を調理じな〈てはならないと同時に、大規模な

住宅経径を行はな〈てはならない。

それでは大阪市に費して最も効果的な家犀疎開を行

ふ震には、如何の程度の規模の疎開を後、施ずべきであ

らうか。又果して如何の程度の疎開を賞施し得るであ

らうか。家屋疎開の主要目的は、防) < . ｭ ｬＡｾの形成、重要

施設の災焼防止、交通安衡の確保、家康 の建蔽率 の低

減にある。昨年末閣議決定を見た如〈 、疎開空地帯及

び疎開空地 〈重要施殻疎開g J ; : 地、 交通疎開空地、並κ

疎開小空地〉を市街地の生産的重要度並陀人口密集oc

に熔じて合目的 k 配置すれば、 現在の約 15
0

/ . の家庭を

疎開しな〈てはならないと云必要事になる。然し斯くの

如き大規換な家庭疎開は 、 たとへ大規模な人口線開 ω

協う1が可能で、あるとしても 、 短時日の聞に貧現し: 得る

ものではない。而も大阪市κ 於ける賞、燃は上越した ;ifi

りである。現在大阪市の市街に謝して魚、施 されて居る

室長屋.疎開は比の中の最も緊要且つ緊急なるものであ

る。その疎開完成の目標を本年の中頃とすれば、 .'1it7i必

言十王まはその最大のものと 云ふ事が出' * ょう。

( 3 )  

大 阪 府 に 於 て は 上 述 の 如 き 調 査 研 究 の 結 果 家 犀

疎凋の緊念性を考慮し、最も念速に貰現可能t . r . 又

闘 土 計 壷 乃 至 は 地 方 計 壷 、 都 市 計 壷 の 見 地 か ら も 、

叉 都 市 防 昼 の 見 地 か ら も 、 最 も 効 果 的 な る 第 一 次

的 の 緊 念 的 市 街 地 腕 開 事 業 草 案 を 樹 立 し た の で あ

る 。 従 っ て 此 の 疎 開 事 業 の みK 依 っ て 完 全 な 都 市

防 空 的 効 果 を 期 待 す る 誇 に は ゆ か た い で 、 あ ら う が

最 も 質 際 的 陀 し て 最 も 効 果 的 な も の と 云 ふ 事 が 出

来 ょ う 。 従 っ て 今 後 欣 況 の 如 何 に 依 つ て は、 更 に

宏 範 箇 の 瞬 間 の 質 施 が 必 要 と な るかも知れない。

勿 論 之 に 就 い て は 、 大 阪 市 の 市 街 の 生 産 的 な 重 要

度 、 或 は 人 口 の 密 集 等 に 就 い て 具 賠 的 及 説 明 を 並

べ主主ぐてはならない。叉具髄的主主計壷陀就いて鯛

れ な く て は 友 ら な い 。 然 し 何 れ も 時 局 柄 遺 憾 乍 ら

紙 上 に 護 表 す る 諜 に は い か な い 。 唯 、 大 阪 市 の 市

街 地 の 効 果 的 な る 疎 開 計 霊 の 立 案 に | 捺 し て は、 大

阪 市 の 工 業 自 悼 の 特 質 並 陀 之 が 我 が 闘 の 工 業 構 成

上 占 め て 居 る 枝 容IJK注目し君主くては主主ら主主いと云

ふ‘にとｾめる。

大 阪 市 の 市 街 の 蝶f規 事 業 は、 その緊急: 性に鑑み

人口疎' 渇の積僅的勧奨κ 先 き立ち、 昨 年 末 の 府 合

に 於 い て 十 八 年 度 並 に 十 九 年 度 の遁 加 珠 算 として

種 >3IJ 昭 和 18 年 度

箇所ｾ 商 務 戸島主

卒 米

疎 開 g ) ; ; 地 帯 90，α xコ α )(J 

交 通 疎 開 空 地
23，5οo ∞o  

喜 重 要 施 設 疎 開 空 地 7  
148，600 0 ，0∞ 

警 疎 開 小 笠 地
4，5∞ ∞ 

計
266，600 0 ，0∞ 

種 月。 昭 和 19 年 度

箇所要文 面 積 戸車主

卒 米

疎 開 主 主 地 帯 5  357，000 0 ，0∞ 

交 通 疎 開 空 地 2  6，600 
∞ 

書 館 施 設 疎 開 釧 4 70，2∞ α )(J 

主主 疎 開 小 笠 地 1，700 
∞ 

地

言十 702，100 0 ，0∞ 

往左〉 現地首 ｉｾｪ 訟のが ｩ 娘 、 戸般は約 ＲＰ Ｐ ，Ｐ 増加Ａの官設定なり

1  1  



。事業としたので、あるが. 事業の本質並に緊念性

に鑑み、府市一睡となって質施しつムるる。但し

費用分婦の形式としては. 市は用地費の大部分を

負婚する事となるでるらう。工場周謹む疎開宰地

に劃ナる用地焚は、寄附金叉は受益者負揖金の形

式でその大字を工場陀負櫓せしむる致定であるか

ら. 府は結局地上物件の補償費( 又は買牧受〉を

負携する事とえ足るのでa ? る。

大阪府は疎開事業達成む露. 府に別表の如き都

市疎開質行本部を置き、府市直接の開係者を以て

組織し疎開計壷並に疎開事業む念速且つ幽滑走主る

途行を期して居る。指導部に於ては都市疎開に t蹄

ナる全般的感蒙、開哉、宜停、指導を行ふ他、特に

人口疎開む勧奨. 家屋疎開に倖ふ移輔先の斡族、

職迭の斡旋、荷造. 改造費材の斡旋等を機首し、

事業部に於ては、都市疎開計壷の調奈立案、各種

補償の調奈決定、家屋疎開事業の貰施等を携嘗し

て居る。筒、都市疎開事業の貫施の魚、南北ニケ

所の都市疎開工事事務所を設置して居る。 ( 1 月

24 日稿) ( 筆者は 大阪府都市計査課技師〉

細事業費約 ＷＮＴｾｏ 高閣の決定を見たのでるる。ネ‘

事業はその本質上都市計壷事業として施行ナるの

でるる。その概要の内謹は別表の如くでるる。然

しヌ幹事業の完成目標時期は本年の上牟期であるか

ら、質際問題として年度別は皐に珠算経理上の問

題に過ぎたい。斯くの如き事業の緊念性十亡鑑み家

屋は原則としてすべて府又は市に於いて一括買牧

し、一括して除却する方針で・ある。爾来、鋭意戦

時二Ij 式に依りて調脊を進めた結果、近く防空法並

に都市計筆法に基く諸手績を完了ナる議定である

が、念速えにる疎開の賀現をはかるf号、阪に疎開空

地指定の地区に謝しては、各地直共その範囲を明

示し、可及的速かなる移輔を襲撃したのでるるが

所在の市民の熱心なる協力に依って、既に着々移

輔が行はれつ L ある現状でるる。家屋疎輔の達成

の成否は、専ら斯かる移輔の国滑t . J . る進捗の可否

陀か ι って居るから、目下官民一砲となって移縛

C 斡旋に全力を傾注して居る。街、本事業費は其

の後の内務省白方針並に闘庫補助率c 決定等に依

り相等の修E を要する強定でるる。

向. 又、本事業は防空法の規定に基き. 大阪府

疎
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建築用材としての合製材に就て

一 . 緒 言

今や大東亙戦舎は三年目む決戦段階陀入ってよ

り必死の形相の敵米英を相手に前棋の将兵は勿論

「銃後」ならざる戟ふ銃後は奮闘しつつあります戦

局は刻一刻苛烈を極め木材の需要は航空機の増産

に或は海よ補給路白木造砧建造陀増大の一途を辿

りつつあるが、圏内森林資額は之が潟僅度の利用

開穫を促進せられーの物を三にしても草誌に勝たん

ものと努力しつつあります。努力、運材用の資材、

各種の運輸機関等む生産能件の逼迫は次第に圏内

む需要を制限するに至ったが、政府は諸に於て増

益の針策を講オやると共1'[ 利用の合理化泊、費規正、

重要用途への優先的主主配給を賀行しつつある事は

御承知のj A りで例へば兵器用材、生産力抜充工場

用材及此が設備に必要注? ) 木材等は此れである。

従って一般民需用木材の出廻りは不図滑なるか叉

は入手困難友る陀至り此が技術的の封策として、

例へば害事務関係家屋の多量建設を阻害する材料の

質的依陥の改良、作業技術の簡易化一一軍純化に

依る能率化、組立方式C 採用む問題等の内資材の

改良叉は木材の取得む如きは伸身の問習であるの

で首試職場にては新建築法とも言ふべき従来に徐

り見られ主主かった工作法を完成しました。最近む

如き j伏勢では大材は進んで重要用途へ泊用せられ

るべきでー郊の装飾的又は好屋建築的製材木取等

の事は慎むのが!s: 嘗と考へられる。首試験場は昭

和十三年系金属類を使用する( デベル、テコ接合月-

C 如き〉事のなしに大材を作る研究に若手積 k の

試験の結ー果を基礎として間口十四、五問奥行五聞

の工場建築を建設し質地試験に移って、蟹形等の

各般に渡り研究して居る。木建築は間伐材其他の

小材を合成樹脂にて接着、所要の大材を作り 試用

せるもむで其の試用犬材の名は「物理的」陀申し

まして鈎| 合せ製造せるもの主主る故に「合製材」と

申します。此合製材にて作った例としては陸梁、

荷持桂、出入口樹、ゴ二重量等に及んで居ります。次

に其例闘を示せば、( 下の:imり〉

須 藤 喜 八 郎

術此建築は金属の節約C 意味で、陸梁、合掌と

吊束耳東を修着、母屋の接手も相眠法にて接着、陸

梁接手の嘗板も接着、金属 ボールトを使用して居

りません、金属ボールトの代りに木製のポールト

( ナット、ハナイ〉を使用して居ります。それから

木材の長さ方向等の接手の仕組も鎌接手、大栓接

手等の複雑1 ' : J . . 組手を止め筒翠えに相眠法等にて修着

せるため一人一日五十組程度迄行ふ事が出来るが

従来の鎌接等にては一人一日十組程度でるり修着

するととに依り時間む短縮にも主主り大工の手問。

節約K もたる、史に作業の皐純化K 依り鎌倉時代

よりの道具技術的友熟練大工の必要性の減少とな

って居ります。一方木材C 手持品の無い場合とか

節約む篤l ' k 吊束を孟宗竹を害IJ って使用しました、

防腐の意味でクレオソート庭理をして費形と裂け

を保護するためポールトを通す部分の内部に巌木

をl参着してあります。

二、嘗場合製材の長所、短所

「合製材」は合成材、改良木材等の名のものと

説稽せられるも後身の合成材は別名、強化木材と

か積唐材とか申ナもむで此が簡皐君主る解明をし度

いと思ひます。積居材は「プナ」とか「カパ」等

のペユヤ皐絞を十数枚位宛積み重ね. 名箪板相互

の聞に「テゴ、フィルム」挿入又は液j伏或は溶液

ｩｬｫ ｃｚＩ 尿素樹脂を草仮に塗布し熱麿叉は冷ｾせるも

ので強度は素材よりも可成向上するも吸水性は大

でるる。上記のぺ= ヤ鼠板を接着ナる場合皐板に

ベークライトを含浸さゼて、乾燥後熱墜して作る

事もある。製造監力は平方糎嘗り 二十砥位である

が強化木材は製造底力が二百庖位である。強度は

一例を申しますと曲強度で三酒乃至四砲にも及ん

で居ります。嘗場にでも研究改良中、前者の合製

材はか友りの厚さの材を勝着したもので耐水性吸

潟性に於て少しも心配無( ( 夜化後〉従来の惨着

聞に快黙とされて居った性質もー費し、合製材一

的| 合材として貫用1 ' C 1 ' : J . . って居る。例へば航空機の

築 桁、兵器、造給関係の重妥資材として藤周は庚め

1 3  
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( 斗木材の紙製占たる節、虫孔等む散布一一危険

容の減少

同 E三木の虫11 き狂ひの減少一ー障すf両部の髄によ

られて居ります。銀此の材の特徴とも言ふべきも

のを穆げれば

( →所要断問、形I1犬、長さの部材を得られる
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る水平勢陸訴の，減少

同 断 面 を 減 少、鮒員し主主いで接合出来る

同大主主る元感力がなく繊維の通った瞥曲材を

製出し得る

( 六) 梁も剛い梁を作り、稽手仕口を充分剛に1 ' ; r .

ナ事が出来る、 ラーメンカ泉を遁用し得られる

作) 小径材、間伐材等の利用等

ヨえに短所としては

( 一) 腰着力に影響を及ぼナ因子が多いから十二

分に注意して施工の必要が通うります。例へば接着

面の組なりや精怒りや叉其の面白凹凸，木材の含

Ｗ Ｎｫｾ 匹、接着面聞の繊維む方向、鹿搾力、時間勝着

型車jの種類等である。

(ニ) 時日の経過に伴ふ勝着聞の老化

Ｈ三Ｉ木材の乾燥吸潟、膨張ｾ縮に伴ふ部分的制

離の虞がある、若し右合製材の修着剤] にカゼイン、

大豆、グル 一等のもむを用ひたる場合は遁首に耐

水聞を以て慮理む必要あれ倫合成樹脂を用ひた

る場合遁嘗に弾性を附興するとか弾性Z容を近似な

らしめたい場合は例へば澱粉蛋白質等を注加する

等の庭置をする、今後は接着剤設計施工等に付て

研究の自余地を認められる。ヨたに書残した献結とし

.て

同 地震風墜等のタトカ一一国崎重に依り接着剤

聞の振動容の差に基〈剥離の虞がある。勿論街;搬

に劃しては可成肱性告と示して居りまナ。

三、腰着合製の工作法

施工は

(→ 接着せんとする小笹木材・は含水牢が可成内

部迄一様且充分に乾燥 ( 15%内外〉ずる事が必要

でるる。

( ニ) 接着すべき商は卒滑且平行ならしめるため

機械飽一一手飽で仕上る、此は接着剤の潮らえEい

望号でる る。此があると接着力不良にたる。

t三) 接着すべき樹種材質が異る時、叉木目木取

む異る場合織維の走向が異たる場合、以上白様えに

場合は木取組織繊維C 走向の同ーの時に比較して

其の接着力が劣るものである故に斯る場合には接

着面を ほ Y 閉じ様主主7状態組織にするため「サンド

ペーパー J [ " " グライン グーJ [ " " ベルトサンダー」

「サンドプラスト」等に依 り摩擦する。

担) 小径材程内勝力 の悪影響はないが作業

経費の割高等になり其の折衷結を遁蛍K 見出ナ事

も必要でるる、大僅材ーにても短尺物は内臆力の影

響は殆ど主主い。

同荷重に劃する; ; f : 材内部に於ける癒力分布は

上下表面程大主主る故に外表又は共に近き個所には

比較的強き木材を用ひる事が望ましい。止t場合は

樹種等が具なる場合は( ニヨo . I J ，' g 理をするか更に木ボ

ールトを打込む。

中町) 和小屋竿む荷重の来る真下の部分に木材の

糟手等を持ち来さたい様に加減ナるb

同上下隣接の糟聞は同一断面に来ね様に注意

ナる。

ω 木材が用意されれば勝着剤〈尿素系合成樹

脂〉を算出接着函に刷毛、ローラ ー塗布機にて塗

布後、材告と重ね合せ塵締機に入れｾカが ＱＰＭＲＰＺ 低

位卒方糎首りに加へる。樹脂は平方米首り百四十

瓦乃至百七十瓦塗布します。右尿素樹脂は硬化担割l

を力日へると常温で硬化します。硬化剤は樹脂の 3

% 乃至1 5 %の量を混合、接着を一時間以内で完了

する様にする。夏と冬とに依り硬化剤の量を増減

させる必至惑がるる。多量に合製する時は別々の容

器佐用意する。

四、合製材の強度一腰着力試験

建築む基礎になる接着力試験は接着面積が20粍

平方になる様に片面勢断ｾ施行試験機織は「アム

スラー」木材試験機でるる、試験片む形は次の如

し。

J  

. .，: ‘ I>! i  

2- 0  ，.，. .  IQ__， 
一 主主ご14

ｾ ｉ キ
ば| ゐ

3  0  ｾ崎 ｖｌｗｽ 寄ｾ
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其結果は腰着商より剥離したものは少く材郁よ

り努E訴されて居る。次に試験結果を種々む因子陀

より異る場合を考証げれば

( →接着面間の繊維走向と勝着カとの関係

此は陸梁と吊束J l ' t 束、合掌と陸梁、合掌と吊束

耳東相眠法に依る接手の部分菜他の部材に必要君主

る基碕試睡である。

第 一 表

樹 種 問7 ア 事 制 問 万1闘 が 明| 脚 力

| の君主 i 繊維方向 I  kg/ cm
2  

I 卒 均

杉

45 〈卒行〉 0度 33. 2- '42. 8 37. 3 

30 〈直角) 90度 16. 8- 39.0  25. 0 

結

20 〈卒行〉 0度 81. 4・ー 114.1 99 .6  

32 Cill 角) 90度 47.5 - 61 .9  55. 8 

ひめし

367 〈卒行〉 0度 95.5ー 140.7 111. 0 

やら

62 〈直角) 90皮 64. 6- -85. 5 70.5  

50・ 45度 86.3ー 112. 4 94. 5 

( 弓耐水風化等による比較試験

杉材の枕木、三枚合製したもむより試験J十を採

取して共の腰着カを試験した結果は

第 二 表

供試材の虎置 | 試除片| 脇着力の |豚逼「却

| の 鮫 | 範 圏 l卒 均 |

考

屋外の池K 浸 水 !

i  45 1  34. 6- 63. 4 139. 8 
した場合 !  

380日間浸水

直接屋外の土

日暴露した場合陀 I 45 I  24. 4- 64. 7 I  38.9  I  430日間浸水

室内 K 放 置 L 1::

易合 1  45 I  34. 0- 60. 5 

方の装置で

試験す

1 6  

正 所 側

( 司歴締時間と鯵着カの闘係

同一僚件たて接着した場合其盤締時間と l惨着力

との闘係は第三表の如くでるる。

第 三 表

Ｇ膝 τ 干 ｬｩ 主蕗 ｲ 蕗完ｾＱｊ万一 ｼ 手一斉 Ｑ Ｑ 牌

時 間 片 | 範 囲 Ikg/c m2 1 四

考

10時間 15 94. 3- 143. 5 111. 1 

20時 間
ｾ四 ＲＰｫ 笛時 ｧ Ｏ 間ゐ ＺＺｭ のる 2  渇合には 16

15 93. 0- 167. 9 129 .4 以 上 の も の

も 強 度 不 整

30時 間 15 124.3ー 148. 7 135. 5 

30時間以上は窃度予寄

ー と な る

40時 間 15 126. 3- 177. 4 144. 9 

倒木ネデ、釘等に依る勝着試験

此は始め「シャコマン」等のm締機に依る接着

力と、木ネヂ、釘等のｾ締 ｦ 亡依る接着Ｚカとの比較

を行ひ、i ( 際1 ' L f f . 医用せんとナるもむでるる。ぺ=

ヤ合板、厚板等に感用して「シャコマン」等に劣ら

主主い接着力を示して居る。唯今後の研究は螺子と

螺子とり間隔〈ピッチ〉が問題でるる。現在

某製作所にて優秀なる結果を牧めて居る。

同建築用梁材其他の部材に使用せられる

木製ポールトの貫際試験を行って次C 結果を

得た。

側 関 | 銅



木ボールトの大きさは直径平均 2 樋 5 粍長さは

8糎 5粍以上でるる。試験機はプムスラ - 3 0埴強

弱試験機である。南面勢断でるる。

木製ポーノレト試験結果表

l 合 水 量 |抗 力 | 踊 査

樹 種 | 卒 均 Ikg/cm' i  I 備 考

ひめしやら I 9. 5号も

か へ で I 12. 9
0

; "  

み づ め I 13. 0
0

; "  

襲 地 I 13. 9
0

; "  

検い ＳＮＶｾ品

槍 I 14. 0μ 

樫〈カシ) I  17. 1
0

; "  

渠 I 18 . 1
0

; "  

槻( ツヤ) I  14 .7 % 

勝 I 14 .0 %  

隙〈クヌギ) I  13. 3
0

; "  

438.28 I  試験片の裁が 10ケ

3 5 5 2  I 試片数 10ケ

447. 3 I ゲ

256. 7 I ク

149. 0 

505. 2 

ゲ 10ケ

ゲ 10ケ

524. 8 I 試片数 4 ケ卒均

277. 7 I ゲ ゲ 4ケ卒均

257.8  I ゲ ゲ 6 ケ

255 .2  I ゲ ゲ 10 ケ

ＲＸｾＮＰ＠ I ゲ ゲ 10ケ

但し合7]( l ! i 容の差に基く強度の修正式は次の如く

である。 σ=σ 。X 1 0 -
mf

l ogO' =  l ogO' o- mψ ， 0' は強度σ。は絶乾の時む強

(21頁森川規短氏論文より続く) 化が要請され閣

民個々の私的食生活は、その食内容に於て、公的

化されて来? と。とムに食生活の協同化が必然的に

問題に主主って来たのは公的食によって園民祭聾を

確保せよと云ふにあるのだ。私は公的食の重要性

を説いてｾをた一人であるがＮ未だ自分だけ旨い物

を食ぺて行き度い連中には判ら主主いととだが、其

c 目的のため陀工場食の給奥から中小工場の共同

蚊事へ. 暴投の給食から、農村の共同炊事. 隣組

の共同炊事と云ふ形に於て成長し始めた。

私がとムで主張した意見は、一徴用工も一重役

も同一食堂で同ーの食生活即ち公的食によって.

との大決草誌に突貫せよと云ふむで、をまる。勿論との

主張は夙に賀行されてゐるととではあるが. 公的

食の虞の意義を悟ら十して、公的食を賀行しては

何にもたら左足い。策撃を維持し、健康を高め、努

働力を昂めるための食内容の保詮をも公的に保詮

づけられ. との血との肉は、 その元祭は皆の者が

同ーの歩調に立ち、飢餓来らぽ飢餓も共にし、玉

砕す る白木精神をとの食生活の上にも質現せよと

叫ぶ次第でるる。 (3. 15) ( 室長者は 千童話時五技師〉

さ， mは貫験恒数

_  l og0' 2一l ogσ1

但し m =  ｾｾ＠

' >" 1- 1"2  

σＲ は含水率的の時の強さ、 σＱ は含 Ｗ｝Ｈｾ 事的の

時の強さとしまず。例へぽ粟のmの値は巳旦03で

ある。木製ポーノレトは金属類節約の意 l床で行った

ものでるります。

結 び

以上にて大約合製材と修葉工法に)沈て述べまし

た川合製材に依り多量建設を阻害する質的快陥の

改良と量的の不整備の補充を震し得れば結構で、あ

るが更に惨着技術の内現場作業の簡易化一専門化

ー或程度の素人化に依り作業の迅速を期し得る左足

らぽ幸である。叉組立方式の採用も可能友りと信

す・る次第です。工場建築に、住宅κ. 一参考資料

となれば幸である。

術建物の荷重に依る携み等の事と質物の模型試

験、跨着剤の耐久性を調査研究して居りまナ。

( 筆者は 農 商 省 林 業E定政場技師〉

( 28頁川喜岡煉七郎氏論文より観< ) と去莱をよ

そってもらひ、最後のフタをかぶせると、 ( 1 ) の

如くなって、タトへひき出されるのである。

次次へと連続して列車のようにやってくる運搬

車陀、かくして、短時聞にゴハンもゐ茶も盛られ

各班白首番はフグをるけると同時に各工員はとれ

を受けとるから. 極めて新鮮友達うたムかいものが

忽ちノドへ通るワケでるる。

×  ×  ×  ×  

今や建築家の創意と工夫は、生産増強に挺身す

る全国民の金生活にかくの如くくひいって、その

人格性 ・園家性・技術性を高める文化的君主仕事の

重要左足一役をかつてよい筈でるる。世紀の試練の

ルツボに投げとまれたとの組閣の生産活動の直接

主主一役を立涙に朗らかにかつてよい筈でるる。

〈筆者は 大阪府産業報園舎帰託〉
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勤務者食生活指導の要勃

実に封ずる感謝報恩の念

勤労者がともすれば、忘れ勝ちの食感謝の念の昂

揚とそは 、食糧識に勝ち抜く基躍ともなれば、兵

器増産の要諦でもあると信歩る。私は日本人の一

番傘い麗はしい姿は食生活の中で¥箸をとりて感

謝し、箸ーを措いて感謝す る三度三度の儀躍は、野種

主主米英人には主主い生活でSうると思ってゐる。吾々

はー粒の米を菩藍と云ひ阿摘陀とも云ひ食を寧ぶ

心は省ーから先輩の数へた家庭教育のーであった筈

でるるのに、食を主主ぶ心の失せたために現今の如

き食生活によって食科率化健民食生活を忘れた生

活を長年つ r けて来たのである。そのために不健

全ゑ心身の日本人が出来たでは泣いか。物を傘ぶ

人等の豊かえに人棉と肉盟の健全左記事責は誰 もがよ

く知れよく Ｇｬｾ Ｇ 得てはゐるととだがＮそれが仲 ｫ

日常の生活の中に忘れ勝ちである。勤努者が如何

に荒い! i j J努の作業にあるからと云ふて、せめて食

堂陀在つては冷静な日本人陀立ち返へれ食感謝

の責践を希望したい。また私はとの食糧事情の重

大性にるって、食感謝の念昂まる底陀食糧解決の

鍵がある。以下連ぶる庭の諸相もみな食感謝の念

から琵露ナるものでるる。如何に満腹すればと℃

食感謝なき食に心身を慰す柴養のあ り得ゃうぞ、

科李ナる指導あればとて食感謝たき所陀科率的解

決はるり得ないと信歩るものである。

岨 世 間 の 徹 底

j主食の戒と腹八分聞は先哲の遁せる千古イミ械の

栄養訓でるる。日木的迷食にメスを入れた日本人

に工業より身を奥ゼる佐藤毘太郎氏 Zう れ 洋 に 於

てもロックフヱラ ーとフレツチヤーの如き金満家

がある。何れも一代に豆満をたしたが. 人生前後

の蹄結は食陀よる健康長寿でるった。我が閣の勤

夢害者の大食と速食は消化器病と短食と大食し乍ら

嬢小にして不健康1' . J . 工員 を つ く り 上 げ て 来 て ゐ

る。食感謝の昂揚されるととるに 1即時生活の質践

が約束され. 健康生活が達成されるのでる否。放

に自↑Ａの食感謝の儀雄と共に工員の食 三 ｾ Ｎ 時間の延長

1 8  
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を工場経畿の決戦食生活上の胃頭に提唱したい。

鞍寄喜味集金活の教養

美味以て栄養足るの思想は、つひ K 凶民的美l床

に溺惑するの習性を護ひ糸った過去の日本食生活

は多数の医l民を犠牲に供し. 墓標の重立を徒らに多

数十亡して来たのでb る。

私は美味を迫ふ閣家は亡び、栄養美味を求むる

園誌は興隆すると提言するものである。例へばフ

ランスはフランス料理と云ふ麗しさ料理に肉髄精

紳あ亡し、亦支那は舌の封象として勝れた支那料

理 によって重良の山中 i亡気息奄々た り. また香り

高き美味 しき西洋料理の味を紫しむ米英は何れも

美味の舌鼓を打ちて自ら墓穴を掘るの1琶を敢へて

なし来ってゐるでは君主いか。

勤努者にして極度の疲努と食慾の土曾犬は途ひに

美味を i皇ふて飲食の恭傘をする者多し、そのため

に食は勤努符のつきものとえ主れ花柳病と消化器

病と肺病と短命もまた勤努者につきまとふ不健康

の敵となってゐる。美味を迫ふととは道徳と食感

謝を忘れ. 心身を亡すととム主主る。

私は白い米を捨て玄き米に民の米の味を知り .

皮を剣ぎたる野菜の l床を捨てム皮付の野菜果物に

ｾの ｬ 床を知れまた鯛よりも鰯と云ふ考へ方は 、

とれ戦争味柴であると主張す るものでるる。再建

濁逸は玄きパンと皮付の食物に立ち上り、吾がジ

ヤングルを征服した我が日本兵は草を食み、美味

を柴しみつ ι 戦った筈では危かったで、は主主いか。

我が到J努者は栄養ある食に真の美味の魅力を悟

り、 自主的味幾の教養によって職場に戟はん哉で

ある。

主食偏重主義生活の是正

米の大食と米がなければの奮日本食習性は、大

東亜の日本食として改装 され主主ければならぬ時が

来たのでるる。勤3害者が米を大食しつ L 腹鼓を打

った奮勤努食生活は 、今やそれを許さたい。また

それによって食糧執の勝敗を決せられる岐路とな



ってゐるのである。

我が勤努者が飯茶碗をもって器用に箸を採り午

ら飯を大食し. 副食物の貧弱t J . . 策要をとりつ; . iiiJ J  

努に服する生活は、病院と審師と繋屋を大繁昌さ

せる主因がとム 陀在ると云ふも過官ではあるま

い。と; . t L 於て、勤努者の食生活を改善指導する

に常って、険米流の主食たり 、副食たる観念を捨

て全部の食を主食物観として食生活をなすととが

現下の食糧事情に於て、最も営を得たる方策とし

て耳をへて提言するものでるる。即ち、野菜、苧、卵、

魚を米姿パンワドンと共に等量に嬬取する習性に

改められる必要がるると云ふのでaうる。とれを例

へば、勤努者食の通弊として飯の大盛と漬物と味

噌i ' l ・と茶葉だけの、芋だけの副食物は如何に満腹

ナればとて、 勤努者の祭養l久保持されたかった筈

である。私は いつも農民に叫んで来? とととである

が今まで、の飯炊釜は明日から芋や野菜をどっさり

炊く釜に改めよ、副食物を炊いた釜で飯をホンノ

少々炊く生活は農民を張くし、農業生産様式が祭

養率的に修正されるとと だと指導して来てゐる。

その指導陀よって、死亡率ト病気もぐんと減少

して来、健康児もどっさり生産されてゐあのは立

波注祭養改善が出来た詮左である。

との主張たるや、日本食の大革命で喜うるが故に

軽々しく行動すぺきではないが、ともあれ現下の

如き米穀事情に悩む際、節米の第一主義は副食物

を主食物主義生活に改めるととより他に方法が左足

いからである。私は勤努者の祭養問題も飯を減じ

て副食によって腹をつくる生活をなさしめるとと

が作業能率陀好影響あるととを知ってゐる。米澱

粉の過食は常に勤努作業陀は悪影響が2うるからで

ある。甜J努者にオカズを多量に奥へる控室奇と工員

がオカズを多量に欲する食生活の教養の重大性を

工場管理者十亡強く提言して置く次第で、ある。

食糧白化食即白禍食の認識

闘民栄養改善の第一義は白米と云ふ食糧の由化

食を日本閣から追放するととでるった。白米K よ

って園民の元気と明朗に影響するととろ多大であ

れ 勤 努 者 の 健 康 もーに白米の白帆食によ って健

康障碍の最大を占めて来たので、るった。米の由化

は一人米のみではなく、吾が日本食のあら ゆる食

糧の由化流行し、うどん、ばん、苧と野菜と果物

の皮剥ぎから、さては魚の刺身、肉の鍬欝身は白

米に等しい白化食と主主れ長年親しんで来た日本

食に何等の反省が左足かったのは不思議と云へば不

思議でる る。との故に食糧王園た る日本は世界の

食糧豊庫K 在り乍ら、闘民は由化食によって多数

の白腕食に苦しむ園民主とっ く り 来 た っ た の で あ

る。

現下の食糧事情にあってさへ、食糧由化袋 J 砕流

行し、東京都にでも一日に二十寓人む厨丁を算し

戦前十亡二倍すると云はれるのはげに恐るべき策費

損害忙して、食糧戟の恐るべき事態を招来しつム

あると言は曾るを得ん。私は食指導に於て厨介成

分の認識を大いに説くとと としてゐミ5が、豚公や

犬猫が肥るのも 、との素晴らしい祭養食糧を日常

食べてゐるからだと云E人工場工員が蒼自主E顔を

して痩せ細るのは強度の勤努のために院するとと

は出来危い。勤努者が 美 味を遁 ひ、皮高と剥ｾＮ，とあ

食物に親しむ所に大原因が潜んで、ゐるととを大聾

で叫んでみたい。厨介の成分は蛋白質15瓦程度を

含み、竹輸に相賞する。カルシウムは 5 瓦以上を

含み食糧中の王座を占め。カ ロリーは 305 にして

油揚叉は白いんげん豆に相営する豊富主主祭養債

を持ってゐる。かるが故に豚は太 ると云ふのでる

る。

近時工場食に於ても芋の皮を大根の葉を用ひ、

決戦食態勢l ' L. l l . pm複する様式に改善されつ L はある

ものい未だ工員にして無理解のために、とれを

賀行ずるととを盤へてゐる向もるるのは食生活指

導が十分に友されてゐないからでるる。皮も骨も

葉 も臓物が全部食糧であると云ふとと、皮を剥い

だ公定慣格で物の賀買がたされてゐるのでは友い

ととを再認識すべきではないか。策養指導者の所

夜する工場事業場に於ては、とれら麗棄鹿分ナペ

き食糧が巧みえに技術により食用化されつ ムあるの

は震にうれしい限り守ある。

動努と遁食主義生活

園家の食糧を高度消費に重黙を置くととは、現

下の食糧事情下に於て極めて重大事でるる。不要

主主食糧を苦手J努者が消費した所で、そとに園家的意

義はない。と; . I ' L 高度生産率の増強を要請せられ
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る時、勤労者ーの柴養は先づ第ーに考慮せられねば

左足らぬが各工場事業場に於て食糧の高度消費化を

主主す向は極めて少えにい。勤夢与はヱネノレギーの消費

であると云ふ鮪に、ヱネルギー源? とる含水炭素、

脂肪食は重要であれ蛋白質の過剰は疲努度を増

すと云ふ賄に重黙が置かれ. またピグミン類に於

ても A. B} . B
2
. C等の消費も増大する。とくにヱ

ネノレギーの消費に封し、合7k茨素の消費にピタミ

ン H群の相営量を供給すべきで¥場合によっては

B 剤の補給も考慮すべきでるる。筋肉努働高熱作

業考陀劃しては酸度高まるために、アルカリ性食

の主要性があれ読菜類の供給はアルカリ性とピ

タミンを相営給奥ナペき食糧と友る。石次の多量

概取のためには魚粉類、馬鈴薯、野菜類の皮葉類、

根菜類などが考慮されねばならすヘまた尿中皮下

食盟排出の多量は営然、十分左足食堕の供給が必然

的に起る。 B1
の揖取は作業能率の向上となると云

ひピグミン C の供給は疲努度回復に意義がるると

云ふ。とれらピタミン類の供給は野菜類として葉

菜類と大根等の多量補給を眼目とせられたいむで

ある。蛋白質の温量は疲努度を増ナが、不足はま

た瞳肉消耗を防止する黙に不利がある。以上の如

く勤勢者祭養は、とれらの諸黙に留意されたる食

生活指導と祭養供給の重大性を強調し、闘家的食

糧消費を考慮し、震政者もまた兵器増産に挺身す

る勤夢害者の食糧配給に童話的配給を祭養皐的に基

礎が置かれねばならぬととを提唱するものであ

る。

食物の量と質的配合の遁正化

食物はその量を確保するととは勤努者に針し℃

重大で、はあるが、前越せる如くその配合と云ふ黙

に充分なる考慮が梯はねばならぬ。私の調査によ

ると戟前( 十二年前〉と、その後の現況は工場食

に於て蛋白質とカロリーは何れも低下してはゐる

が、質的にみた場合は主要食糧の不足は他の食糧

を豊富に掘る開係から、戦前より現況は質的陀勝

れた祭護法が採られてゐると云ひ得るでるらう。

栄養は米と豆と鰯と大根を策費の四天王と云ひ

その量と質が確保され L ぽ日本人の栄養は完壁で

あると構されてゐる。米と豆だけ、米と鰯だけ、

或は米と大根だけが量的に確保されては、策差上

の歪と主主り、勤努者の栄養の質的確保は全からす=

2 0  

である。でるるから食指導に立つ者は、栄養の技

術的考躍が携はれ. また食を受くる勤努者も空腹

だから腹一杯奥へよと騒がしめるやうな祭養管理

は巌に戒しむべきと ξ である。私は人聞の栄養の

門口でるる歯の説明をしてゐるが、それは歯列を

眺めた時、その中切歯側切昔話四本は野菜類を、犬

粛の一本は肉を魚在、小臼簡と大臼歯の五本は穀

類と豆類を嬢って、 PllP爵する歯である。放に穀類

だけ野菜だけの献立は不適でa ; ! J . 肉余、を錆L食 す

るのも不調でるるわけである。食の内容はー食ー

食に於て繭列に感じた献立配合の遁食を安蛍とナ

る所以にして単に腹膨くる L に任せたる勤努者の

食bt 今や再検討が行はれて然るべきでるる。

科畢的調理操作の重大性

勤努者の食は奮態依然として大釜に一杯の煮付

物、 y-] 物、漬物と云ふが如く料理して供給されて

ゐるのが質態 eaうる。殊に燃料. 厨房安材の不足

はいよいよ非科率的料理によって勤努者の祭養は

低下ナる。上越有効なる祭養的技術手段治帯ぜら

れようとも. 科皐性主主き調理に於ては、食目: 全く

慣値低落するととは誰しも知ってゐるととである

が工場食に於ては、それらの栄養技術的闘係がそ

れ程. 真剣に考へられてゐないのは勤努者祭養確

保の賭から気の毒なととであ.る。

澱粉性食はよく煮熟するととを原則とし. 蛋白

質、脂肪食も、また前者と同ーに取担ひ、無機性

食は粉末細挫する等可及的器椀的操作を加へて易

消化性とし、且つ煮熱するととも必要でるるが、

ピグミン類食は B. C類食品に於て高熱操作を避

けしめ燥める、揚げる、生食等の措置が講ぜられ

ねばならぬ。叉位上に於ける撮作として、繊維素

細断の必要から輪切、繊切れ卸し、操作揺るな

どは最も大切な技術的問題であらう。とれらの食

技術管理も勤努者祭主主として、決戦下に於ては工

場管理者の留意すべき問題の一つである。

動吉事者鑓養自給態勢の確立

閣民栄養は他閣陀他! 際陀他郡陀他村に依存すべ

きではない。見下の祭養陀生き、作ら F れば食ふ

べからで夕、日木は日本の食に生きると云ふ、日本

食性格の要請が昂められてゐるが. 未だ他に依存

ナる食生活が脆し切れ主主いで¥圏民祭養は確保さ



れてゐ主にいのでるる。過去の祭裳自給は柴護身p，的

にみれば計藍性は無視され、た Y 食糧を多く作り

育て、穫ると云ふ幼稚主主生産に放任されてゐた。

足らぎるは他に依存すると云ふが如〈、閤民柴養

む遁正化は前途遼遠の感が深かった。

今や吾が園は吾が血吾ーが肉を栄養ナる柴養母量的

生産性への自給栄養の圏家態勢が強化される時、

工場事業場に於ても臨時栄養生産への新しい性格

を持つべき工場管理が重大となったのである。ラ

パウノレの第一線将兵ですら、野菜を作れ鶏を飼

ひ敵と戟ってゐるではたいか。工場却j 努者が食堂

に臨めば据膳で給食される呑気左足工場生活は今や

それを許さない。豚を飼ひ、卵は鶏を飼ひ、野菜

は工場自替の菜園での生産がたされて然るべきだ

が. 未だそれを貰施ナる工場の少たきを嘆すコるも

のでるる。とくに私はとの際、不足する資源、とし

て早念に質施して欲しいのは、薯類と豆類と胡麻

と、ひまはれの作付を希望し、とくに豆の生産

は絶望す的確保ナペき食糧だと信じてゐる。

一人営りの一年に生産ずべき食糧の範囲は( 成

人一年一人〉豆 7 〆以上、薯類36 人 根 菜 類16 人

葉菜類15人 菰 架 類 7 人胡麻類1 . 5 〆、生鮮魚介

類 2 〆以上、食肉卵類1 . 68 〆以上、とれだけの食

糧が確保され L ば栄養計壷は達成されるが、その

三分の一位までは、自給計聾による生産が工場自

躍に於て及されるととが希望される。

非 常 食 の 確 保

非常食とは空襲とか、不作とか、いざた備へる

食のととでるる。私は工場勤雪害者にも、昼襲必至

の現段階に於て非常食の準備が必要と考へられ

る。非常食とは貯臓の利くもの. 煮たり懐いたり

せヂして、そのまム食べられるもの、嵩ばらたく

て持ち歩きに軽いもの. ナとしでも栄養慣のある

もの、飽きの来たいものを目標として. 工員の必

要殿量が確保されたい。妙、り米. 千師、土品、りぢど

ん、乾パン、午妙り、薯類、境餅、乾燥野菜、漬

物類、乾物類む一切、とくにそれ等のものが友い

場合は味晴、醤油、堕だけでもよい。長期空襲の

ために食にあり附けない時の工員への一時的飢餓

を抑制する心得なども、常に心得と訓練をえE しゐ

くぺを要がるる。即ちその方法とは次む如き事柄

でるる。

1 . 甘いもの、苦いもの、辛いもの. 酸いもの等

を飲むとと。 2. 題草を飲むとと。 3. パラピン、ゴ

J 、、茶等をかむとと。 4. 鴨下運動を繰り返へナと

と。 5. 冷水叉は茨酸7Kを呑むとと。 6. 酸味のもの

を呑むとと。 7. アルコール性飲料水を呑むとと。

8. 腹を強くしぼる r と。 9. 腹壁を軽〈叩くとと。

JO. 寒さに首るとと。 11. 全身叉は腹部に冷水を注

ぐとと等が、その心得ーであるが、飢餓時は心身を

勢し友い様、安静を保つと長期に耐へる。肉腫と

精神を努ナると却って早〈死を招くととになる。

肥満者は永〈飢餓に堪へるから努作に従事する必

要Zうる時は、肥満者K 留めるやうにナる。飢餓が

長く槙き、突然、酒、茶、コーヒヘ煙車等の刺

戟を奥へると害に怒る。また飢餓から直ちに普通

食に移るととも危険が伴ふむであるから、澱粉質

の流動食、〈例へば重湯、薄粥、葛湯〉等から徐々

に始めて閤形食に移行するととが原則で2うる。

以上の如く空襲に際して. 工員をして狼狽せし

めるような工場経替でるっては注ら歩、とむ非常

食に閲する知識と準備を常時から整へやくべきで

るる。ま? と、空襲による被害のために食事が出来

存くたるととを激定し、欽含出し班の編成も出来

得るよう組織し置くととも重ねて重要事であると

とを附言して置く弐第である。

公的食生活への態勢

生活を衣食住と云ふが、衣と住は公的生活であ

払食はひとり私的生活である。1 ! Pち園民個々む

食生活は、み左足. その食内容を異陀し、口舌c 欲

ナるまムに、個人的、満善的‘ 秘密的、享業的に

して、その食は美食あれ大食2うれ小食i f > tJ. 

肉食i f > tJ . 菜食あ仏等守、祭整過剰、不足、偏

食、と云ふが如く千差声高別C 食生活を瞥んで来た

のが、香人の過去の食生活である。とのために私

が以上述ぺて来た諸種の食生活む間違ひが、食糧

確立の日本園陀於てナら圏民祭整上に思はしから

ぬ事態を醸成し、結額病死、消化器病の多数と柴

養の直接的関接的陀影響する諸積不健康な図民を

つくり来ったと云ふのふ私的食生活の不合理に

基づくものだと云ふのは極論でもあるまいと思

ふ。

大東亜戦の勃裂によって、今や大決戦の現段階

陀於て、いよいよ食糧統制の強 ( 17頁へ続く〉

2 1  



決戦態制- 工場管理- 工場施設

建築は今や、桂端に重黒占的陀、生産の方へ集中

されてゐる。関家のすべての技術が、必隣のため

に動員され. 闘民の大部分が生産に集中されてゐ

る! 母、それは嘗然であるが. しかも建築は生産戦

の覆ひであり、外皮であれ二義的左足ものだと.

どうも見られがちでるる。建築は各方面から相営

量の資材をもちょって、組上げ綜合してゆ C もの

だけに、資材の不足は. まとと院致命的主主その情IJ

限とたる。

しかもとの極端な制限が、各方面に建築の戟時

型、とよばれる標準化を、多量生産む機械の型の

如く、研究せ宮るを得ぬ機舎をつく t aうげ、建築

家は、空想的左足設計技術屋としてよれとの際あ

くまで現質的危現場的詳細間的技術を中心として

轍密主主内容的研究と責践の時代にいったと考へる

ムキが多い。

しかし一方、建築むるくまで綜合的な計霊性は

との抜大され、尖鋭化された生産む場に4甘いて、

との機舎においてとそ、一段とその範閣をひろげ

て活躍すべき舞蓋吉ともったのではあるまいか。

その庚汎に渡る計霊性は、一見「建築」といふ

範をとえた如く見えようが、例へぽ、工場寄宿合

の設備と管理の聯闘に工場作業場の環境管理の問

題に、或Eλ は今迄ずててかへりみたかった給食施

設の経管む隅々に至るまで、建築家として新しい

眼をひらき. 今日まで練磨してきたとの綜合化の

ワデをまさに見せる時ではるるまいか。

各工場、舎祉にゐけるイワユノレ管膳課なるもの

は. 重役、経管研究家の合議によって決定された

問題に、そのまム桂をたて屋根をのせ、叉その内

容である設備や配置の問題は、各職場の技術者、

機織屋、炊事夫にまた一任される有様であって、

殊に経営管理や工程技術の如きは 『何ぞ、皆膳屋

建築屋、大工のa ，デかるトコログ・・・」と、我も

思、ひ彼れも相手にしたEかったのである。

かく建築を、せまく細く考えるトコロに、時代

の推進ともにとりのとされがちた建築設計家の穴

2 2  
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がある υ … と、少くも筆者は考へるのである。

資材の不足主主ぞ、その内容である蓮畿管理の如

何で、充分克服でき、遅うる時は建築家としての立

場から、彪大友建築計霊をとるへて、: I A J 1/ r ; に縮め

て、その内容の計霊を額密K 管理設計して、それ

と殆んど同じ効果をあげ、或ひは、農家を集めア

ノξ ート料理庖の一部を改造し管理の工夫によって

寄宿合を何棟も建てる代りをつとめる… … 主主ど.

とむ際計霊的主主「創意と工夫」は、あるときはせ

まい専門家としてのプライドをすてでも、おムら

かな気持で、ゐしナムめねばならぬ時が多いC であ

る。殊瓜生産む増強と直接関係する「人と時間

と機棋のワリフリ」… … と「設備」の改繕の工程

管理、作業改繕陀接関して、建築家の手腕をふる

う事は、既に作業研究の改革者建築家E ・B ギル

プレスの前例を見るまでも左足〈、我々に許された

新しい技術部面の開拓であろう。とれはたしかに

機械の専門家よりも、常に線髄の生活的左足綜合と

計壷を仕事とする建築家にー居酒賞主主仕事である

と思ふ。

x  x  x  x  

しかし、との問題について深く論歩るのは別の

機舎にゆ歩って、と L では最近の工場管理. 努務

管理の上から問題とえ主る「工場施設J ( [) 提案、を 2

ＭＳｾ げて、建築に於けるか ｌ る一つの方向を Ｑ 暗

示するにと r めよう。

x  x  x  x  

議舎では. 各・重要作業場の24時間、 B 交代制が

問題となってゐる。ととで問題とたるのは所謂第

3 の交代組一深夜組ーの管理と、 「遁ひ」であろ

う。太陽と共に起きいで太陽の淡すると共にやす

むのが、疲苦替の上から見た我々人聞の勤努の理想、

であるが、決戦態勢はまさにとの逝告とあへてさせ

るのである。そとに問題がある。

さらに必至と左足った空襲がるる。敵刑の例に見

る ま で も た し 運 績 爆 繋l丸屡々交通を遮断し、

協力工場からの資材の供給をストップさせる。し

かも我々は 1 日もそれによって生産を低下させて



で賀行にうっそうとしてゐる原案の一部である

ｾｦｊち、中工場は約 Ｕ 間 ｘ ＱＷ 聞の単位でＮ工場開

む距離は 4 聞各る。 1 工場に働く工員は約 115 名

"" 130 名である。とれが 2 交代で働くとして、も

し、 60名の工員がカヨイを止めて、時間イツパイ

働 いたま k ゴロリと安眠できるとする。( 念行時

の もまれも まれたあの通勤が. 完全に消失したと

する。〉

との理想、? i : しかも簡単に貫現するため、画むよ

うえE建士舎を断行する。ーー(1) 卒函園。 (2) 断面闘。

はえにらね。そとで. 理論的にいへば 『技術管理と

努務管理の急速な握手」が今や主張され、その創

意工夫がとりあげられようとしてゐる。某造船所

の如きは、との際寄宿舎の管理を悉く工場に移し

て、今諮 A B Cの工場の工員を満たして調特定工生

活練戒をしてゐた A 寮 を、 A 工場に最 も近い理由

で A 工場長の管理にまかせ、 A 工場専門の宿舎と

し、その残業のj伏態に即臆した管理を賀行し、現

場の班長をそのまム寮の指導者として、生産増強

の貫? i : a > げてゐる。

第 1案にあげるのは筆者の提案で某航空機工場

C〕 i: コ f

守 l 6 .l
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む形式は(6) の「綿組工場J ( 機種の組組立をやる

工場〉えにどに遁要される。

組組工場は、 38間 X 10聞の大さでその工場の間

隔は約 8 間牟ある。縦の桂聞は約 4 間Zうるから、

その 2 倍の 8 聞を 1 単位として計重し、との工場

で働く会員20名ばかりが一度に夜泊できるよう生

活を管理ナる。… … 工場の大さ、工員数等む貫主主

は殻表でき左足いから傾定であるいぃ。

前述のＭｾ聞の人員はとの形式では Ｘ 名。とれ

が 4 昼間で32名。と れを 1 人の班長が指導し. 82 

名の班、 4 班をもって 1 寮とし、 1 名の寮長が監

2 3  

(3) 透視闘。

即ち中央に便所と筒軍主主風呂をそ左足へ、仕事が

すめば風呂あびてスグサマ湿? とかいフトンにもぐ

りとめる船室式の寄宿舎がととにできあがる。

1 単位を 10人とし、とれが壁にしきられてせまい

たがらも一つの生活昼間を形づくる。とれが、南

方に 3 室づ. 1. 6 室。 2 月号を主主ず床はググミ敷とし

フトンはキチンとた L んで整理するように計霊さ

れてゐる。一一 (4) はその皐位む平面・断面・透視

闘である。

(5) ばとの箪伎が(3) 暦に稜展したものである。と
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替する。とれがとの工場の爾側にピツタリついて

建増される。一一 (7). 1寮 12B名、南側で256名。

との寮がでをあがっても、その聞にまだ 5 間宇

の道がSうるから、責材等の運搬には少しもさしっ

かへえにい。

とれでトモカク工員は、 24時間を完全に国家に

捧げて. 安心して生産にいそしめるわけで、るる。

・・ととういった非常庭置は今迄の工場や寄宿舎

の慣例を全く破って我々の手で計霊されつ. 1 . "う

2 4  

(3 )  

ＨｾＩ＠

る。

×  ×  ×  ×  

第 2 案。とれはとの工場直属の寄宿舎計霊を蛮

展させた案で・tb る。某航空計器工場の増設計聾の

ために提案したもの。

その特徴は、中央陀資材倉庫を分散させ、更に

8 日分各工場で、必要主主材料をストックナる小出し

倉庫を各工場に設け、資材管理を完成させとムを

搬入口とし仕事は流れ作業陀よって 1 工場を縦に



ナ L み、反針側陀完成品の置き場と搬出口を主まく。

計器のようなイワユル『組立によって、完成ナ

るj 組立作業等の場合には 、かくの如き理想案も

可能である。各工場は各専門の計総を組あげ、 そ

の部品の製作は全く jj IJのととるでやって、 とと へ

もちとまれるので②る。一一 (1) 、(2)

事事 2  案

①
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の場合にも 、管理を職能的に縮小して合理化する

ためにも、とれば必要で、a ，る。

工場の全員が毎日一定の食堂に集会して食事を

する事も 、空襲の危険を考へると一考すべきで、

各車位工場の入口の部分の詳細は (3) の如くで、

タイムレコーダーは工場金鐙の門衡のととるに去

かすヘ各工場の口に設けられてゐる。即ち、ｾ工場

はその管理を全く分散的に計葺されてゐる。空襲

2 6  



ある。との意味から各工場別に分散した集合室が

計駐され、しかもととが食堂にも、娯鴇室として

も教室としても、又宿泊のためにも佼へるとと (4)

の如くである。

C三三イ

医璽寧笥ゥ

ア

(5) はととを食堂としてつかった時の配膳室でる

り、との配膳室へは、配膳車K のせた食事及び中

央蓋所から毎食事毎に運搬されてくる。食緋類は

ととに格納されてゐて . ととで嵩祷がモリツケを

3  案

ー一一一一←ー吋一寸

す
冷認証書車

ヰｾ

聖子主ｾｾ

。p

8  亭務室

3

4

2

1

 

1ニ
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やる。

即ち. 安材、製品、工員は各工場の棟別に完全

に澗立していつでもカンヅメに怠って働ける用意

がされてゐる。

とれによってー工場金瞳の資材、製品、工員の

往復等による混凱を全く防ぐ事ができ忍。爆撃に

よって一部が破壊されても、恰もトカグむシツポ

やヒドラが切りはｾされでも王子気主主僚に工場の全

機能は少しもさしっかへなく運轄をつどける事が

できるのでるる。

x  x  x  x  

第 5 案は、工場の流れ作業のシステムを、炊事

場に遁要して、約 2 蔦人の食事をきはめて短時間

に切り盛りする提案である。

との頃錠々ネズミ算式tて増加する徴用工への食

事管理の解決策として「パン食」と「ぺントウ箱

システム」が今や問題とたってゐる。

「パン食」は 1 週間分の食事を l 度化パンとし

てやき、とれを配給するやり方でるる。とうなる

と食堂もいらすτ食器も不用となるわけである。但

しそのパンの内容については相首研究を婆ナるも

のがるれ叉我々の「メシをくひつけた」脅憤か

らよほど問題がでるで2うろうが、との際「そん定記

事はいっていられぬ」ととになるでるらう。

「ペントウ箱」は、金物はヰなるかセトモノの食

器さへ手陀いらぬとり頃、或ひは十数倍にふえた

徴用工のトテモはいり切れぬ食堂。一ーのため陀

提案されたもの。木で「ベントワ箱」をつくれ

工場名、班名、姓名を明記して各自に配給する。

とれを一定のカヨイ箱にいれて華所陀ヰないてゐき

営祷がとれをはとんで* て、食事: が終ると、各自

がもってかへれ洗って翌仔又もってくる… ・・と

いふヤリカタでるる。壷と夜と 2 度食事す・る時は

壷食がすんだら各自で洗ってかはかし、各班のカ

ヨイパコにいれて常番が蓋所にもってゆく。

しかし、とれが何高人といふ食事だと. その蓋

所での整理が大蟹である。そとでとの蓋所工場が

必要にえに否。

ととでは「ベントウ箱」は園むよう主主棚のるる

温搬車C 上に各班毎に整理してゐく。時聞がくる

と首番はとの車をヰなして、中央蔓所ーにいれ査長所

をグルリとまはって出てくると、もう金子i官のベン
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トウパコにゴハンもオサイも盛ってある。・・・いと

いふ便利左足ヤリカタでるる。…・・・とれは空想では

左足〈 、既に某工廠で計壷中の案である。"

とり蓋所工場の中央陀は、国むように蒸気式の

飯釜( 所調ライスボイラ ーJ と. 茶釜がならんで

居れその周りにグルリとレーノレが敷いてある。

下ごしらへは、わきの工場でー却され. 洗った

米と切った茶はとの釜( ボイラー〉にいれられ.

そのま ι 一定時間蒸気をイツセイに通ヂればでき

るがって了ふ。

時潤がくると各班から運搬車が次次へと到着し

草をレール陀主? としとんでゐしてゆく。炊事係は

ー l 司で各釜のフタをるけ、特別な盛り器でゴハン

や菜をもってゆく。

との皇室 b器は. アイスクリームの盛り器の様主主

錨カプトに柄のついたもの。現在全閣の刑務所の

炊事場で、っかつてゐるものを改良して、錨カプト

を二つつけたもの。1 ! Pちゴハンにつつとめば、必

十一定量のゴハンがしかも二つづっ l 度によそへ

る。とれをつかつて. 二つづつならんだぺントウ

箱に先づゴハンを盛ってゆ〈。

との運搬車陀は棚があって. ゴハンを盛る時は

園のＨア〉の犠ｾ組合せで棚にのせである。 ＨＱＩ は

ゴハンのペントワ箱ののってゐる菱、 (2) の厚いの

はそのフタ。 (3) は菜のベントウ箱むフグで、 (4) ぽ

そり牽。

途中車.をやしてくる時は (2) のフタは (1) の基にか

ぶせてるるが、工場をはいる時. フグをとって下

の棚陀のせる。

ゴハシはヅラリと並んだ飯釜からあさいメシピ

ツに＿象め盛って用意してあ ｾｯ 2 人はとのメシピ

ツの南側に、例のメシ盛り器をもって立ち、 1 人

は絶え十釜から補充ししてゆく。

レールの上をす L むと. 最初の二つのぺントウ

箱陀先づメシは盛られＮ次の炊事係から、ｾＨの二

つ並んだベントウ箱にメシが盛られる… . . . といふ

風にナムみ、やがて全部に盛り切れた頃、草をグ

J レリとカープの通りにまはして、とんどは辛子茶色

前に現はれる。との時営番は、下のフグを千イ) の様

にゴハンｾ盛った上にかぶせ、そむフグの凹みに

又下の喜子菜の蓋をのつける。一一( ワ〉。

かくして始めの通れヅラリ ( 17頁へ績< )



戦 時 規 格 と 木 造 建 築

l 鞍時規格の性格

土木建築の臨時標準規格は科皐技術審議舎の答

申に基いて制定ゼられんとしてゐる。凡ての技術

資材をと穆て戦力増彊に寄奥せんが矯め、建築技術

者も既にa ; らゆる難問題を克服せんと努力致して

居るが. 今回の戟時規格の聾表は、此の向ふべき

方向と目標を具躍的に表現せるものとして、JJt VC

重要君主る意義が在る。

臨時規格の木造建築に劃する根本方針主主るもの

は、その方策に於て明記せる如く。一つは建築物

の重要性に態て耐久命量生を低下し. 3 年或は 10年

間c 使用に耐へる程度とし、共れ以上は不必要た

るものとして一切取去るととでるる。その二は建

物の安全生合理的に低下し、想定したる天災に耐

える程虚佐於て出来得る限り安全率 1 f ' C近からし

むるととで、ある。

此の二つの方法K 依りて主要主主る資材並に努力

を節約して甚大念速怒る建設に封勝せレめんと云

ふ主旨である。叉とれにより 具盟的には 、建物の

重聾性に感て設計荷重の低減. 非常時タトカの想定

に封ナる事項. 材料の許容強度の引上等陀劃する

諸事項、終局強度設計法の採用等が規定されてゐ

る。

之等の根本方針にで知らるム如| く、本規格は飽

迄も決戦下資材労力を節約し有効に活用せんが銭

めの臨時的措置で在る。建物施設の重要性並に保

全性等凡てのものが. 載さ事1 といふ目標により評僚

せられて. とれによりて低下む程度a ' : 決定附ける

ものでるる。平時的主主配地はもとより 、安 全Z存在

も犠牲に供せんとする ものでるる。1 f t - し低下によ

る建物の安全性を徒に損するととではなく、使用

年限内の安全は確保せねばな らえにい。此詩には一

般の木造の技術水準を飛躍的に向上せしめんとす

るものでえにければたらぬ。

又資材の確保と大量生産が、物資1 I J員計壷に極

て緊要左足る関係に在るととを考へると、資材を{ 草

1かえに毛種類1日等陀統一し、とれカ，J ; 合疫を期すると

大 井 5 L j台 郎

と( 木材の品種整理の如き) は規格本糸の目的で

るるが、一般木造工場建物に闘する基準寸法の規

格の如く、更に進んで構造、仕上、建具の細部迄

具鵠約規格化が強期される。

斯くて現下のj欣勢K 寄奥ずる所も甚だ大きし

叉との目的をー屠有効主主らしめる需め、統制の強

化と行政的措置を講ぜられ、市街地建築物法の臨

時特例に代るものとなと5ととも議期せらるム所で

るる。

要するに規格の方針は上記の如き積極的左足性格

を有し、戦時下極めて緊要左足るもの故念速に具憧

化ずるを妥ナ。既に一部にては此の方針によりど

しどし貰施せられつ. 1 . aうる 1状態でるる。

然る陀貰際に遁用ナるに蛍って、 規格の明確を

{ 吠〈貼も在り 、叉各人夫々意見の存ナる所 もるっ

て、部識の程度陀より差異を生ヂ忍も のでるる。

規格の徹底的強展化を計れ不明確定Eる駒を一掃

し統一するととは、必歩しも時機に投し得らると

は考へられ1 ? J . . い。又地域とか使用紙、況を考慮せF

る規格の運用は返って障害を生ヂるととになる。

以下筆者の規材木旨に封ずる解樺乃至希望が営事

者の御意見と一致するや否や甚だ疑問でるるが、

一意見と して参考ともえにれば結構で、aうる。

2. 耐 久 命 数

耐久命数といふ意味を明確に把掻するととは困

難でるる。臨時建築 8 年. 通常建築にて 10年とは

概念的には言ひ得ても、如何なるものを如何左足る

耐久年限と認定するかは、相営の経験を以てして

も明維に出来え泣い。と. I . f ' C賓館設計の困難が存ナ

る。

第者は之れを材料的命数 と、構造的命設に分っ

て考へ るととに依り比較的解決し易いのではない

かと思ム。

材料の命政と云ふととは、その使用保件に闘聯

して腐桁勝粍饗質等を 生で夕、る材料の耐久性を知る

ととに蹄ナ。此れは科率的に推定し得.るととにし

て、不明石持; な る貼は少い。更に詳細には地域並に
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使用僚件に従ひ耐久力の差異も知るととを得て、

建設の地域環境に封すTる考l抵を梯ふととが出来

る。

権造的命数と云ふととは、必然的にその期間中

に起り得る天災をも劃稽とせねば君主らたい。定め

られた耐久年限内陀て議想し得る風の大いさ. 地

誌の程度は B年と 10年の聞に幾何の差等を附し得

べきか疑問である。然かも建物の重要性に臆じて

相膝の保全性を有せしめねば主主らたい。

叉木造む甚しき紙陥. 梁の提み、桂の曲り等凡

て進行性快鮎の表はれるのは、半年以内と考へら

れる。とれ以後使用に支障t J . . き ものは、特に費化

在りとは考・へられない。斯く考察するときは、耐

久年限を構造的に導入する事に如何程意義が在る

か疑問とする所である。

との雨者の矛盾は、材料と施工並に構造との聞

の披行となって表れ易い。例へば木材自瞳は充分

左足る耐久性を有ーするに拘ら歩、一局部の防腐手段

を忽かせにし或は接合の強度を劣化して命数の概

念にのみ拘泥する如くである。

一般に使用年限の短縮は消極的に考へられ易

い。筆者は資材を節約するととム積極的に命設を

延長するとと与は雨立し得るものであると思ふ。

偲設物と云へども短期間に使用に耐へ宮るに至る

部分は、一局部の腐朽、限られた材料等でるる。

若し構造瞳が年々繰返へさるム程の使用、自然保

件に耐へ得るならば、特に大なる災害の生ぜぎる

限り耐久命数を延ナととは不可能では主主い。

次に節約と粗悪との混同を避けねば友らぬ。従

来より資材弊カを減歩るととは必要できうるが. 建

物が低下する場合は、工事施工に於ても粗悪にな

り易い傾向がるる。英ir様主主例は開東大BG災直後に

於て、今事- 蟹以後に於て、又は代用品の進出K 依

りて我々の常に痛感する所でるる。粗惑なる工事

設計が結果に於て資材を如何に浪費するものであ

るかを考へるべきでるる。

3. 安 全 低 下

安全互容を出来得る限り 1 に近からしむるととは

根本方策の理想であるが. 木造の如き機造上充分

解決し輩されて居主主いものは幾分の不安を含有す

る事にt J . . D. 或る程度の安者三度が要求せられる。

之れには制i曾係数を用ひるととにたって居る。オt
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規格陀於ては、 (1) 設計上の断面目撃力の算定が困難

でるり明確を祇く。 (2) 施工上の不備、材料の献結

共の他の事情を考慮す。 (3) 費形( 長期蟹形〉を考

慮して、常時荷重安全( 割増〉係数を 2 と定めら

れた。此れを木材の許容強度引上げ 2 倍に封比す

るときは従来と少しも費ら友いとと K 左足る。( 非

常時荷重を除いて〉とれは木材 k 質そのものが塑

性! 位性翻性等複雑友る混合性質であるとと、又繊

維方面の長期饗形が此の感カ程度にては表はれな

いとと. 一般木材品質が撰定困難主主るとと等を考

へれば、との程度の安全係業主に定めるととは一腰

受賞怒りと考へられる。

併し此れを大張間構造に就き、比較設計したる

結果は、使用木材量に於て 6 %減少した。大なる

節減は期待出来ない。筆者は此駄に就き更に考慮

の絵地が在るのではないかと考へる。

木材C 毎度は云ふまで、もなく、材紙製占の程度に

より甚しく異る。通常は無紋賠材の 6 割の強度を

標準として居る。過般常用木材規格が構造材的見

地より品等を定められたる事は、前途に大きえに光

明を奥へたるものと云ふべしとれに依りて強度

を 2 割内外引上げ得る可能性があるが、要は質際

上白運用如何にある。例へば品質の良き材料を目

標としたる設計に於て、組悪主主る材料が使用せら

るムととになれば質際に於て安全係戴は低下した

るととムなり。反劉む場合には資材の浪費とえE

る。此の間の誤差は軽視し得宮るものがるる。と

れには賞事者の責任と誠意に倹つ外はない。

従来住宅建築には使用材白紙鈷による使用場所

の遁否の注意を梯ふととは常識的友問題でるっ

た。調り構造材に於て無責任で、良い筈はえどい。今

日構造に於て如何主主る場所‘ 如何なる部材陀大左足

る献貼の存在するととが悪いかと云ふととは既に

常識の範聞と稽して良い。然かも局部の紙製I与を: 回

避すれば、概ね他の昧黒占に拘泥せや許容される場

合が多く故に施工者は入場材の検査、振替を行ひ

不得止る時には補強を露すととに注意すれば用材

を有効に使用するととになる。とれに封して設計

者側は細密に親切なる注意を奥へる必要がある。

芸きするに関係者に於て戦力増強に協力する一片の

誠意が在が: 互に責任を感じて事に首るならば、

此等の闘難を克服され有窃jたる資材の節約となる

のである。



ヨえに本規格の割増係数と云ふものは. 前速の虫n

き理由によるものでSうるから、材料の品質の外、

設計の精度、施工の信頼度によりて更に加減を加

へらる ｌ ものと考へられる。 ｾｰ ち建物の質際の耐

力と設計上の耐力との聞の差を出来得る限りー殺

せしむるととが理想である。仔1 ] へば梁の致想、せら

るム携みによる二次感力、接合の偏心による臆カ

等を考慮し、施工を容易K して接合の確貫性を保

つ如き方法に依りて、木材強度を或程度上昇せし

めることは規格の方針の主旨に浩ふものと考へる

勿論とれには木造技術の向上が必要である。

4. 技 術 の 反 省

戦時規格の根本方針は指導目標を奥へたと云ふ

貼で重要主主る意味がある。その詳細たる木造規格

に就いては問題もあり、今後研究に倹つべき所も

甚だ多いと思はれるが. 技術水準を一般的に引上

げると共に戦時即臆の根本理念を鮮明にするとと

にたった。

併し木造の本質在考へると之れを以て充分満足

すべきもむに非歩、技術の念遮tJ. る準歩を致想し

得る所である。との意味で規格は技術水準と不調IJ

不離のもむたるべく、束縛を奥へて嘩歩の意慾を

阻止ナる如きととは避けねば主主らぬ。木造の本質

を究明する基略研覧並に創意着想による質際上の

改良〈勿論技術院拳校研究所はもとより一般業界

も含む) を助長する方途を講十ると共に、規格。

運用に於て杓子定規に落入ら古るととが肝要でる

る。

今日最も緊要なるととは現在使用し得る資材を

最も有効的に働かすとと、其の需めむ技術を磨く

ととでa ; る。規格の水準に満足するととえE く、高

度に登揚するととに蹄せねばたらえEい。数年以前

木造大張閣の試みに↑ 丑促として差少の失敗色露め

に甚だしく危険視された。今日之等が積 k 賀施せ

られて相賞の成果を牧めつ ι a ; るを見ては、首時

の技術が如何に貧弱で、るったか深く反省すべきも

のと思ふ。今日、木造とするとと甚だ困難とする

ものも明日には零常の構造と怠るかも知れたい。

技術家は技術の戦ひに於て敵に勝たんとナる意

慾に燃えて居る。筆者はとの信念の下に深き研讃

による自信と自己の技術に謝する責任を以て職域

l乞挺進する若き戦士の輩出を信するものでるる。

然して指導居に於ても損得打算の上に無聞に疑擢

遼巡し若き意慾を消滅せしめ吉らん様希望するも

のである。

自信念き技術の下. 失敗を恐れ. 事勿れ主義に

堕し木遣を回避し、或は資材の濫費を来すととた

きゃう、技術者は虚心坦懐反省を行ひ、技術の検

討を主主し向上を計らねばたらえにい。又木造架構の

型式を自己流に定め、一定の型に椴めんとナる傾

向は現在蛮展途上に在りては全く無意味でるあ。

之れを以て自己の縄張と考へるに至りでは沙汰の

限りでるる。

術ほ一部に於ては、錨鋼資材を容易に獲得せら

るム利便に乗じて、首然木造可能えにる範園のもの

も鎖骨造となす如き傾向がある。現在建築物む構

造種別選定規準にも示されたる如く、進んで木遣

を採用すべき時期に際しては認識を改めねば友ら

ぬ。

技術の交流、模範的構築物の公開等を行[ l 木造

技術推進運動を起すととは此の際観めて必要と信

歩。( 昭和19年3月記〉

〈筆者は 長谷部竹腰建築事務所勤務〉

( 38頁防空疎開の法的根告書よ P 績 o 八俸の六の規定に

依る禁止又は制限K 違反したる者

四、第五僚の六、第五僚の七、第五佳豆土 ｌ 墾さ壁ｾ

Ｍｾ若は第二項叉は第八僚の四の規定に依る命令陀従

はざる老

第十九候の三 左の各鋭の- I ' C 草案賞する者は五首脳以下

の 働 金κ 底ナ

一、重主盤主主第一演の規定に違反したる者

第十九僚の玄本法中地方長官とあるは東京都I ' C : ! 主 P て

は警視総監を、府燃とあるは東京都を合むものとし第

五僚の三第十六僚第一項、第十七僚第六銭及第十七僚

のニ中市町村市lijr村長、市町村愛叉は市町・村倹とある

は東京都のm: の存ナるm: 械に於ては各東京都、東京都

長官、東京都費又は東京都倹とす

〈不動産時報，昭和 18年 12月鋭よ P 抜奉〉
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各国に於ける畢ー摩縮材の挫屈計算法

構造計算& 講ナ花賞り常に、困惑む的と主主るむ

はm縮材の挫屈に闘する事項でるる、それだけに

各閣に於ても種々の計算式が提案され各々の主張

と規準を示し漏自の立場より、各種の構造計算を

震してゐる、筆者は各園の諸式告と提示し之等を蹄

納して規準的えに計算式を謹ぺて見ょうと思ふ。

l. ドイツにがける計算法

単一材が中心荷重を受ける場合は計算から得た

軸方向力にその材の細長比) . ( ==l kj i ) に相賂ナ

る挫屈係数W を乗じ之を単なる鹿縮材どして取

扱ふ即ち下式を満足すればよい

W N  

てr 三三fc

蕊f' t: N ・・・・・材の最丸墜縮カ

A ・・・・・全断面積

fc. ・・・・許容墨縮態カ

W …・・下の ) . f ' t : 相感ナる挫屈係激

lk 

..l ==τ- …. .  1  = = 挫屈方向に於ける断面

2 次 半 径

l k==挫屈長さ

構造部材に於ては一般陀中心線の長さをと

り南端に於て側方への屈擦に劃して安全に

支承せられたるものとする、との場合雨端

はピン構造友るものと偲定する。

叉 A 孟 150 但偲設建築物に劃しては. . l =200

まで許容する。

(1) 挫屈強度式 F k

針葉樹 A三五100 F k =300- 2..l kgj cm
2  

A三五
::::'100 F k =100p . 000 kgj cm2  

ナラ、プナ A
三五

100 F k =375- 2. 5..l kgj ::J m
2  

l<〆 F k 125. 00001，.庁

.l S 100 l" k  =  ｾ唱 ｪ｣ｭ

(2) 安 全 容 ν

ν==3. 75+0. 0075)， 

) . = 0 ν = 8 . 7 5  

) . =200ν =5 .25 

(3) 許容挫屈熔カ fk 

3 2. 

自

国

国

車

問
回

F k  

f k =一ー

ν  

(4) 挫 屈 係 数 W

W =竺

f k 

fc =  BOkgj c m
2

... … 針葉樹

100kgj c m
2

・・…プナ、ナラ

との挫屈強度式はテトマイヤーの質験グラフの

質験等陀基いてドイツ園有錨道の暫定的木構造

計算規準11 : 定られたものでるって Schacht enl e

の研究も之とよく一致して居り Di n も之を採用

してゐる。安全喜善 ν は勿論猷黙材t亡針ナる もの

でるって A と共に直結的に増加してゐるのは細

長い材では元暗号曲、偏心の存在が多く致想され

る震であると。

ぐii) Di n 105. 2.  ＨＱ ＹＳｂｾＱＹＴＰｾ 現在〉

(1) 計算法 (1) の前規準と同様でるる挫屈長さ lk

のとり方側方への挫屈に劃ナる支承黒占等が前よ

りも詳しく規定されてゐる。

(2) 挫屈強度式 F k

針 葉 樹 A三五100Fk=300一 刻kgj cm
2

1000. 000_. {2 

話 100Fk==ーづτ- _ // 

ナラ、プナ I三二100Fk=375- 2. 5) '

kgj c m
2  

A手
100Fk == 1250. 000 

).2 

(3) 安 全 容 ν

..l = 0 - 1 0 0 ν = 3 . 7 5  

..l =100- 200 ν==3. 75+0.  

01A- 100 

(4) 許容挫屈目撃力度 fk 

f k = F k  

ν  

(5) 挫 屈 係 数 W

c

一仕w

 2. ア メ リ カ

( 1 )  F. P. L . 計算式( Forest. P! oduc岱 Labon

atory fourth Power  Pro 



bobi - Eul er  f ormul a)  

(1) 計 算 法

許容挫屈感カ度式を各種樹種に謝して奥へて

居 b 之陀依って計算ナる。

( 却挫屈強度式 F k

Aく. l e ｆｫ］ｆ｣ｨＭｾＨｾ￬ Ｔ ｾ＠
I  :S ¥ Ae  /  I  

.l eく. l F k =乎

切 結 構 標 Ae= 3 吋子限

界細長比F k = d e = Z E C

許容挫屈降、力度式 fk 

一般構造材を劃象とナる

古く11 f k=f c  

11くt くK f k = f小-; (占)サ

K くt
叩

F

L

u

h

 

r

?

A

 

誌に K = 0 6 4 / E  

A  =ド 換 算 す れ ば

A く88 f k=f c  

38くAく た f h d e i l - t品川

).eくA

3.28E 

f k = - p 一

誌に ) . e = 2 . 2 2 / T  

fc 

各樹種に封ナる数値を下表に示ナ

樹 種 fc kg/c m
2  

Ekg/ c m
2  

).2 

Heml ock 49. 2 77. 800 84 

Long leof yel l ow pi ne 102 112. 500 74 

Sout heru Cypress 77. 3 84. 400 73 

Longl as fir 84. 4 112. 500 81 

街全樹種に就いてのたの平均値は上材82並 材92

王子均87 となる。

安全率 ν  塑性範阻 νキ 4

弾性範囲 ν =  B  

F. P.L 式は Newl 山- gahaganの質験に依って、

確認され推奨されてゐる ものでるる。上の fk

は間性範囲に於て安全寧 ν = 3 をもっ Eul ar

双幽棋を摘き塑性範置に於て ) . =0 仕 =f c I'L. 

頂 ｚ 誌をもち上記双曲綿に切ナ ｾＴ 弐描物線を

描いたものでるる、挫屈強度式は般雛材に就

いて も無根鮎材に就いてもそれに相営する.

Fe.  E を用ひれば成立すると云はれるもので

F c l'L. 猷結材の短在庫縮強度を用ひて算出し? と

F k l'L. 封ずるものが上記の安全蕊
νでるる。若

し無紋結材のｾ縮強度 ｯｆ｣ を用ひて算出ナれ

ば oFk/ f k = R は遁減率を表はナ事にI' . J . る.

何れの場合に もヤング係数E は費化しI ' . J . いと

されてゐる。

(3) 凶形紙面の計算

of k=
ロ

fk ， 0  =口

即ち丸桂の直径を D とナればとの桂の挫屈強

度はー遁 d  =0. 855D の正方形桂と等し〈

たる、叉費断面桂に劃しては未口から 1/3<2)

闘 に つ い て 計 算 ナ る 叉J Lgcでたければ

たらたい。

( ] I )  
U .S. Army  Ai r  Car ps

式

之は航空機用
Spruぼ を 劃 象 と し た も の で

るる。

FC=852kg/ cm
ll 

E = 91. 300 kg/ cm
2  

(1) 挫屈強度式

材端牟固定 ( 50%) む場合

0 く ) . <102 ・ Fk=352- 0. 0176) . 2kg/c m
2

1880. 000 '-_ ，__. 
102 <  F k =

一一予一一
k gj c m

ll 

材端ヒ・ンの場合

o くAく72.

Fk=352ー 0. 0352A
lI

kg/c m
ll

72 くA

913. 000 

F k =  
ーす2ー→

kgj cm
2

3. 日 本

(1) 市街地建築物法

1 J ! i J ! 草木材に劃する荷重は下式に依り算定

せるもむを超過ナべからす京

P = A同 一o 叫〉

但し P =荷重

A =断商積

fc = 木材・の許容歴縮熔力度

3 3  



1  = 主要支結聞の距離

d = 断面の最小径

上式は弐の様になる

fk =f c  ( 日 吋 ) = 同 一 0. 0

0577). )  w  =長-:1- o ; 0 5 m

倫柱材に到しては最大 l j d=35即 ちA=12

1と云ふ規定がるる。

( 却内務省土木局案

許容挫屈感力度式

針葉樹の場合( スギ、マツ、ヒパ、ヒノキ

の類〉

A三五100 f k=70- 0. 4BA kg/ c m
ll 

ほ 1 0 0 f k = 2 2 ; 戸見j c m
2

澗葉樹の場合( ケヤキ 、ク 人 ナ ラ 、 カ シ

の類)

A三五100 f k=BO- 0. 5BA kgj cmll 

220000 

Aミ100 f k =
寸 「

kgj cm: !  

上の各式及び
: . W=

主を算出ナると便利友も

のが出来るが他日に譲る。

倫挫屈長さとしては骨強E長さをとる。

叉木材のヤング係数 E =100. 000kgj c 

m2 としてゐる。

4. ; 高 洲 園

(1) 古 賀 氏 案

古賀氏は大陸科率。鳴り木材試験結果に基づき D

1  N.  1052 に倣って弐の案を強表してゐられ

る。

3 4  

(1) 挫屈強度式 F k

由松、紅松

A三100 F k =270- 1. 8A kg/ c m
2  

832 . 000 

Aミ100 F k =ー が .::.::. ｫｧ Ｏ ｣ｭｾ Ｎ＠

賞 花 松

A
孟

100 Fk=350- 2. 05A k gj cm
2  

12-E100FK=124102 . 000 k gj c m2
， 

(2) 安 全 容 ν

ν =  4  + 0. 00334i .  

) . = 0  ν = 4  

A=150 ν=4. 5 

(3) 許容挫屈感カ度fk

F k  

f. k = 一一

ν.  

(4) 控 屈 係 数 W

W= f c  - _  

fπ 

5. 計算規掌式の誘導

1  基準挫屈強度式

(1) 基準控屈強度式の封象

中心荷重を受ける雨端ピンの般結材の挫屈強度

を表はず式を基準控屈強度式と定義する、従っ

て白木産木材控屈試験結果に於ては短柱( A キ7)

の強度11ぴ え =37 ，55 ， 72 のスギに就いて行

はれた森徹i専士の賞験結果は何れも無紋賠材に

闘するものであるから猷結材の強度陀低減した

ければ主主らえにい事に注意を要する 、又主要構造

材たるスギ、マツ 、をま討象として考へるととに

する。

(2) 猷鰍を有する短柱の座縮強度

先づ無紋鮪短柱に就いて考へるとそのｾ縮強度

の平均値o F eは大蔵省、臨時建築局の調査に依れ

ば次の値である。

o F e = 4. 00 kgj cm
ll 

515 // 

ス ギ

アカマツ

440 // クロマツ

517 // ヒ ノ キ

然しとの値は平均値でるって最確値で、は左足い、

上越の臨時建築局の試験及び森徹博士の論文を

参考とし‘ 又規準目標を考へて無快賠短桂の1 M

縮強度o F cを次のま日く採る。

oF c = 3 3 0  kgj c m
ll 

スギ (' . 400 X O，B5)  

=440 マツ( 坦515 X O，B5)

之より献結短柱の墨縮強度 F c を考へる o F c

と F c との関係に就いては種 k の研究が②る、

と与では Newl i n 及び gahangan の賞験結果

に基いて

F e =0 . 84  o F e  

とする、従って、

F e  =  330 X  O. 84 =277キ 280 k gj c m

2

スギ

440 X O. B4=370 k g/c m
2  

マツ

となる 、又、(1) に注ぺ? と酎l記の無;1決結材 l乞闘す

る貰験値に劃して込係数をかけて低減する乙と



になる。

(3) 塑性挫屈と弾性挫屈との限界細長比たとの1Ii i

は樹種品等たどに支配されるもので之に閲して

は森博士の研究がるる、之と 2 の従来の諸研究

で得られた結果を一括表示すれば弐の様にたる

無ifu:: 黙材 Ae 歓賠材 Ae 

護表者

mar kar dt  

数値

56. 3 

程表者 数値

newl i n gahagan 82ー- 9!l

農林省、林業

試験場

森

結

Tet maj i er 100 52- 6!l 

徹氏 6!1 - 6 6 Gr af  100 

城氏 98 森 徹氏 86- 112

即ちAeは無) i } : : 貼材に就いては 50- 70i 決結材に

就いては 80- 110 と主主る、そとで諸外闘の研

究結果計算法をも併考して、般黒占材に就いて

Ae=100と考へる。

(4) 快勲材のヤング係数E

E = 6 7 X 1 0
8  

k gj c m2  ス ギ

90 X  10
a  / /  アカマ ツ

98 X  10
8  / /  クロマツ

78 X10
8  

/ /  ヒ ノ キ

(5) 基準挫屈強度式の誘導

以上の考察に従って、雨端ピンで・中心荷重を

受ける快結材の挫屈強度式を誘導する短桂の

挫屈強度は従来の Ri s. - Br unner の宜験及び

Newl i n- Gahagan <D責験陀示された様に A の

或値迄ゆるやかな右下りの値をとる、而して

Bauman の質験値に依ればA ' .20 に於ては立方

髄強度の約93，%をとるとされてゐる。

中間柱では種々な曲線が奥へられるが最も簡明

であるとと及び木材特有の庚汎な貫験結果の散

布駅態から考へて直棋式が受賞と考へられる、

長桂即ち、弾性範圏内に於ては Qul er の双曲

線が賀験結果とよく一致するととは従来の諾研

究から明瞭で、言うるからとれに従ふ倫 Qul er 式

F k  = : : ヂは E の画数として表はされてゐる

が之は鹿縮強度 F c の極l盟: として表はした方が

便利君主ので之に依るととにした。

以上の考察に従って基準性強度式を誘導すれば

次の如く左足る。

0 くA <  30 F k = O・B40F c (1 - 0. 0082.0 

::10くA く100 F k = o F c  ( 1- 0. 008A)  

100ぐ A
F

L

 

F

 

o

 

n
υ
-

A

u

v

-

u

一
H

A

U

-

-

A

 

の

a

-

-

K

 

P

A

 

f体按撹鮪の座標は

)， =30  F k =O. 760F c  

A=100 F k = 0 . 2  o F c  

oFc. . . . ・・無紋黙材の!E縮強度

蕊に oFc  A = o F = F c  A=80F k  A=l OOF k  

E  

マツ 440kgj c m
ll 

870// 335 88 8. 9000 

スギ 830 11 
280// 250 66 67. 000//  

2  許容挫屈態カ度の誘導

(1) 賀存塵縮材の挫屈強度 F k

上式は端面に中心荷重を受ける南端ピンの快鱈

材の挫屈強度を表はナものでるるが質際の鹿縮

材の挫屈強度が如何に主主るかを検討してゐる。

短桂c 挫屈強度は塵縮強度 F c に支配され長住

即ち弾性範国の挫屈強度はヤング係数E に支配

されると考へられるから質際の摩縮材に於ける

諸f条件が F c 及び E I ' C 如何主主る影響を興へるか

を考・へる。

(2) 偏 心 係 数

之は荷重の偏心作用及び材の元暗号曲に依って献

勲材の塵縮強度 F c  ( =  0  .  840 F  c) が低下する

割合を示すものである、貫際の摩縮材の偏心及

び元聾曲がどれ位で遣うるかは種々な場合がるる

から不明であるが之等に依る強度の低下Z容は短

桂の場合よりも長桂の方が少しく少友ぐたにる ζ

とは理論的にも宜験的にも明らかでるる、然し

細長い材の方が短桂よりも大きい元毎曲をもち

易いととは首然考へられ従ってとの賭では長桂

の強度低下率が短在よりも大きくなるわけでる

る、以上の考察及び Ros - Br unner の研究を

参照して ζ 与では塑性及び弾性範囲に劃して

01. 1=0. 75 

01. 2=0. 65 

と懐定する、との値は一方向偏心の場合短柱に

於ては摂遁より少しく中心よりに長柱に於ては

少しく外側に荷重が作用する時の低減係量生であ

り偏心と元曜を曲とを併せ芳慮したものである。

(3) 時間効果係数

との値に劃しても研賓が充分でないが森徹博士

の研賓に基き

(3
1

=O. R5 
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s2: : 0 .R5 

とナる。

(4) 材端拘束係主主

とムで T とは責際の材端の僚件陀よって南端ピ

ンの時の挫周荷重がどれだけ大きくなるかとい

ふ割増係数で｡［ｾ、責際の Ａ￦ 縮材の端部は胴着

ホグ差ホノレト、デペノレ締め、釘打等種々 aうる .  

.2f- jjij '端及び固定端は理論上南端ピンの場合の 4

傍の挫屈張度と主主るわけであるが、固定度の低

い貰際の端部はピン端と固定端の中聞のj伏態に

ある、細長比との開係では短桂に於てはピン端

と、. < j $ . 函端とではその強度に費りがたいととは

Newl i n- gabagan の質験結果が示ナ庭である、細

長比の大きく主主るに従ひピン端でないととの影

響が大きく表はれて来る、従来の責験陀よれば

平面端に劃しては Aが大左足る場各 7 : : 2- 3 とい

ふ値が得られる. 責際の摩縮材の端部は勿論ピ

ン端では主主いが特別に剛接合されたものを除い

て或程度の拘束が考へられる、従って誌では特

に剛ならざる通常の材端を封象として次の備を

採用する。

71: :  1  

72: : 1. 5  

以上;述ぺた諸係量生 rJ.. . B. 7・を連乗したものを μ

とすれば μ は貫際の歴縮材の挫屈強度 F 1を求

める矯めに前節で誘導した、基準挫屈強度式 F

K を補E ナペき係数と友るわけでるる。

以上を一括すると次の如〈なる

短 往 :  F c  長桂 :  E  

偏心係数r J . . 1=0. 75 0( 2=0. 65 

時間効果係数 s 1  =0. 85 ，92=0. 85 

材端拘束係数 71=1 

補 正 係 重t /) . 1: :  rJ.. 1B171 

=0. 64 

7 2 = 1. 5  

μ 2: :  rJ..
2
B

2
7 2  

: : 0. 82 

従って上に得た補1 Ei系数 μ1 μ2 陀依って賞

際の塵縮材の挫屈強度の計算陀使用すべき塵縮

強度 F c
1

及びヤング係数 E 1 を算出すれば弐

の如く主主る。

C

 

官
品

p

u

'

E

 

F

μ

 

一
一

、ι
P

M

 

F

 

ス ギ

280kgj c m2  

2BOX O. 64: : 17R→J 80 k gj c m2 
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マ ツ

370 kgj cm2 

370XO. 64: : 237→240 

E1: :  E  ｾ＠ ｾｚ＠ Ｎｾｾｾ＠ ｫｧｪαｮｾ＠ 8. 9000 kgj cm2 

一 μ2 E 55. 000 // 7. 3000 汐

弐 t亡賀在庫縮材の挫屈強度 F 1kf ! : 就いて考へる

とo くAく80の範固では偏心の作用に依って A

の増加と共に Fk1 も相営減少する従って o くA

く100 の塑性範慣に於ては 1 本む直線式をと用' C A

るのが遁嘗と考へられる、弾性範慣に劃しては

qul er の双曲線を用ひるととにする、

叉限界細長上t Ae は紙黙材で喜うるから Ae=100と

して. 上掲のF c
1

. E 1f ! : 撮って Fk1 を求めれば

弐式を得る。

o くAぐ100 F k1: : ( 1- 0007A)  

3000 

100くA F K 1 = 1 r F C 1  

接続鈷の座標は

A=100 Fk: : 0. 3Fc
1  

マツ及びスギに就いてみれば弐の様なる

Fc1 A: : 100Fkl  E l  

マツ 240kgj cm
ll 

72kgj cm
ll 

73.  000kgj cm
2  

スギ 180 // 54 // 54. 700 // 

(5) 許容挫屈磨、カ度 f k

責在庫縮材の挫屈強度 F k 1 をJ I t の安全率 ν で

割れば容許挫屈膝カ度f kを得る即ち、

f k =  Fk1 

一
ν。

主互に挫屈破壊に劃しては摩縮破壊と間接 1の全

般に亙ってν 0=3 と考へてよい. 而して Fc1j νo

: : fc 友る故、上式を νo でE余せば次の許容挫周

臆カ度式を得る。

oくAく100 fk : : f c  ( 1 - 0. 007 A) 

3000 

fk: : ヲr f c

マツ f c: : 80kgj c m
2  

スギ f c: : 60 // 

(6) 挫 屈 係 重 量

計算の便宜上W を用ひあからその値を算出する

W= f E  oくAく100 ｷＺＺｾ 一一
1 - 0. 007A 

100くA

誌に

100< A  

III 

w=一一一三一一ー一

3000 

〈費医者は 河野組勤務〉



防 空 疎 開 の 法 的 根 嬢

疎開については既K 議論の械を股して賞施の段階K 入

った。安る十月三十一日法律第百四銃を以て公布された

防室長法中改正法律はRPち' A . 制疎開ゐ法的根鎌をなナもの

である。以下改正された防空法の重要節分を抄録ナる。

( 傍線の部分は今回の改i F . )

*  

第 一 銭 本 法K 於て防空と稀するは戦時又は事後κ 際し

航空機の来軍基κ 因 P 主主すベ童危容を防止し又は之に因

る被害寄を披滅する震陸海軍の行ふ防衛に則擁して陸海

家以外の者の行ふ監視、 遜f雷、替報、俊火管制、分 散

疎 開、車事換、告書袋、消防、防火、防 娘、防毒、避 難、

救 護、防疫、非常用物事与の配給、臆念復潜J l ; . の他勅令

を以て定むる事項を 、防空骨十賓と手憶するは防空の賞施

l f < . 之に闘し必要なる殴備又は安材の整備K 附する計援

を開』、

第三官接 防主主計寮は勅令κ 定むる所κ 依 P 主 務 大 臣、

地方官鹿又は地方長官の指定する市岡r村長之を鮫定ナ

ペ し

第 玄 恨 の エ 地 方長官防空上必要あると奮は一定の区域

を指定しそのB 域内 κ 於ける木造建築物の所有者K 針

し期限を附して其の建築物の防火改修を命ずる ζ とを

得前項の木遁建築物の範問主主K 防火改修の程度及方2去

は命令を以て之を定む

第 玄 儀 の 三 前僚第一環の規定 K 依る命令あ P たる場合

K 於て期限内に工事完了せぜると き若は工事実了の見

込なしと認めらるるとき又は建築物の所有者の申請ゐ

P たるときは地方長官は市町村長をして怠築物の所有

者に代 P て前僚の防火改修の工事を施行せしむるとと

を得

! 8 ' 玄僚の四 地方長官は防空上必要あるときは命令の定

むる所によ! J g，t ，; Rt c 因る危害を馨し〈槍大ナるの虞あ

る建築物に付兵の建築を事実ヰ若は制限し又は其の建築

物〈工事中のものを合む〉の除却、改築其の他防主主上

必要なる措置を命ずるととを得

第 玄 僚 の 玄 主 著書大臣は防空上建築物の分散疎開を間る

ｾ必要あるときは命令の定むる所陀依り一定の区域を

指定し其の区域内に於ける建冬物の建築を禁止又は制

限するととを得

主務大臣は防空上空地を被る主主必要あるときは命令の

定むる所に依 P 一定の地m: を指定し: ! ( ーの地理内に於け

一一改正された防空法一一

る建築物の建築を繁止又は制限するとと を得

第 五f慌の六 前僚の規定に依る直域又は地T . I I の指定あ P

たるときは地方長官は其の区域叉は地区内に存する建

築物〈工事中のものを合む〉に付兵の管理者又は所有

者 tc J' J し之が除却改築共の他防空上必要なる措置を命

する ζ とを得

第五僚の七 主毒事大臣叉は地方長官は防空上必要あると

きは勤令の淀むる E庁κ 依り物件、施鮫叉は事裁に付其

の管局! 者所有者叉は事業主に欝し其の移車庫分鍛疎開又

は車事換に闘し必要なる命令を気ナととを得

第 五 僚 の 八 地 方 長 官 は 防 空 の 貧 施K 関し必要なる鮫備

の盤備のfS必要あるときは勅令の定むる所に依り土地

エ作物又は物件を牧月叉は使用するととを得

第宮僚の九 主務大臣は防主主上必要あるときは動令の定

むる所陀依り一定の区域を指定し其のl i l a . 域内 への鴨居

奈は轡鉾所兵の他の業主主の場所の移事事又はJ毛の区域内

E 並立主壁豊民主宝生空襲務三三場民主賓盟主室主主皇

制限し]fz ;其のWI 域 外へ の樽居又は管業所共の他の事業務

の場所の移轄を命 する ζ とを得

第玄僚の十 讐; 五僚の五叉与前僚の規定K 盤るE壁きこは

地区の指定ゐ P たるときは地方長官は勅令の定むる所・

ｾｦｴｯ 差空軍望主主生亘恒主主主主重整型 ｅ 宜主空隼

用叉は限渡英の他の民主分κ 関し必要なる命令を矯ナと

とを得

告書八僚の三 主務大臣は防空上必要あると曹は勅令の定

むる所 Ｇｴ｣ 依りＭｾの区域内に居住ナる者 ｋ 封し期間を

限 P 兵の区域よりの退去を禁止若は制限し又は退安を

命ずるととを得

第八僚の四 地方長官は第五僚の六、第玄僚の九又は前

僚の規定K 依る底分K 図 P 住居を縛じ又は管業所共の

他の害義務の場所を移縛ナるに至りたる場合陀於て関係

者の居住叉は業務の用に供する: A 必要るると豊は勅令

の定むる所K 依り建築物の使用に関し必要なる命令を

震ナととを得

第八僚の玄行政官際は防空の貸施に際し必要あるとき

は命令の定むる所陀依り管業其の他の業務を行ふ者に

劉し其の業務の禁止制限縫織再開毒事K 関 し必要なる命
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令を袋ナ ζ とを得=

第八官接の穴 ＮＳＺＺｾ券大臣は坊主 ｅ の ｪｴ 施 ｋ 際し必要ゐるとき

は命令の定むる所κ 依 P鍛主主、軌道、航空機、船縮、

事柄毒事K 依る人又は物件の移務を禁止又は制限ナると

とを得

第八僚の七 空 襲κ 依り建築物に火災の危険を生じたる

ときは其の管理者、所有者、居住者共の他命令を以て

定むる者は命令の定むる所κ 依り之が緩急防火を軍事す

ベし

前主買の場合κ 於ては現場附近K 在る者は問項κ 鋳( " る

者の軍事ナ腹急防火に協力ナペし

第九銭 防空17; j 度施κ 際し緊急の必要あるときは地方・長

官又は市町村長は他人の土地若は家屋を一時使用し、

物件を枚用若は使用し又は防空の貧施1 1 : 主主内陀在る者

をして防空の食施 κ 従事せしむるととを得〈第二項目在〉

第 十 三 憾 の = 第五僚の六、第五僚の九叉ぽ第八僚の三

の規定κ 依る底分κ 因習住居を車事ずる κ 歪 D たる者k

ｺｾｊ しては地方長宵は命令の定むる所ＢｴＧｃ依 ｐ 移車事費を給

ずペし

第十三官草 地方長官第五僚第ニZ買〈第十僚第二演に於て

準用する揚合を合む〉の規定陀依り防空の: J I : 施叉は訓

練 κ 際し必要なる般傍若は買を材を供用せしめ又は地方

長官「箸は市開J 村長第五係八若ば第九僚第一環の規定κ

依り土地工作物物件を牧用意Eは使用する場合κ 於ては

勅令の定むる所K 依 P共の損失を補償ナペし

地方長官第五僚の四、第五僚の六、宮事室: < 醸 の十又は第

八僚の四の規定に依り建築物( ヱ事中のものを合む〉

に関する命令を第す場合に於ては勅令の定むる所K 依

P兵 17; 蹟失を補償ナベし

第十五銭 防空青十賓の般定、防空の1 t 施、防空の貸施κ

闘し必要なる鮫備若は養材の整備又は第十僚第→項の

規定に依る防空の訓練をｾナ κ 要ナる費用は地方長官

之を景品ナ場合に於ては北海運主又は府j勝、市J nr村長之を

ｾナ場合 ｆ 亡於ては市町村、望書三篠宮再ＭＡ買の規定に依る

防空計聾の殴定者之を震ナ場合f亡於ては共の者の負婚

とす但しA : 競及之F亡伴ふ混信K 付ては其の食施、貨施

に闘し必要なる量生備費ぼ安材の整備又は第十線第一項

の規定に依る訓練κ 要する費用は園庫の負婚とナ

特殊施設の管穏者又は所有者第五イ隊第一衰の規定に依

ＡＱＱＦ備又は資材の整備をｾすに要ナる費用は尖の者の

負婚とす第五僚のニ叉は第五僚の三の規定に依る防火

改修工事の施行に憂する費用は勅令の定むる所に依 P

建築物の所有者の負鎗とす

第五僚の七の規定K 依る命令陀依り措置を鑓すκ 要 す

る費用は命令の定むる所に侠 P 管E聖者、所有者叉は草野
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事業主的負織とす〈中国奇〉

第十二僚のこの規定陀依り移車事費を給するに要ナる費

用 K して主務大臣命令K 依る移車事K 係るものは図庫、

地方長官の命令κ 依る移車事に係る ものは北海遭叉ば府

j訴の負婚とナ

第十六f襟 前僚第三項の規定 tc依 P建築物の所有者の負

婚する費用 K 費してば市町村は兵の三分のこ以内& 補

助ナペし

前僚第四項の規定K 依 P 物件の管理者叉は所有者の負

婚する費用に費しては主務大臣の命令に依る移車専の場

合に於ては周/ 4 { t ' C 於て、地方長官の命令に依る移縛の

場 合K 於てゆ北海道又は府県菜に於て其の二分の一以内

を補助しペし

第十七僕 図摩伐動令の定むる所f亡依 P 左の経費に衡し

共の会部又は一郎を補助すペし

一、第十五僚第一環の規定K 依 P 北海道、府 j孫、市 lijf

村又は第三僚第一衰の規定に依る防空音十聾の鮫定者

の負婚する費用

二、第十五僚第二項の規定陀依り特殊施散の管略者又

は所有者の負強する費用

三、第十五僚第五項の規定陀依 P 第三保第一Z買の規定

に依る防空音十貨の鮫定者の負婚ナる扶助金

回、第十五僚第六項の規定K 依り北海道I ' e は附燃の負

婚する移ｾｊ｜ｬ

豆、第十僚第七項の規定に依 P北海誕生又ば府県系の負捻

する損失補償金

六、前僚の規定に依り北海道府J豚又は市町村の負強ナ

る補助金

第 十 七 僚 の = 第 五 僚 の 三 の 規 定K 依 P 市町村長の施行

ずる防火改修工事κ 要ナる費用は市町村3置を以て一時

繰替支事態ナペし

前夜の規定に依 P繰替支耕したる費用の勢償金の徴収

に付ては市町村挽徽牧の例κ 依る前演の緋償金『亡して

鉾償を得ざるものあるときは箇庫は市町村K 重苦し其の

損 失 の二分のーを繍償ナ

第+ 丸僚のエ 左の各量置の- t ' C 該宮古ナ .O者は六月以下の

懲役又は五百個以下の罰金t ' Cet ナ

一、第五僚の三の規定K 依 る 防 火 改 修 工 事 の 施 行

主旦祭事僚の八の規定K 依主主坐主生盟主」主盟企竺

i除用若は使用をま巨み、妨げ 叉は忌避し たる者

二、 第五僚の四、第五僚の: 九第八僚の三妻子は第八僚の

玄の規定K 依る禁止若は制限に遺反し叉は命令K 従

はざる者

三、第究俸の五、第八僚のニ叉は第 ( 31頁へ無 o
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第 51811虎類別A

建 築 用 常 用 木 材

本規格ハ時局= 鑑ミ臨時的= 制定シグノレモノニシテ営分ノ内之= 依ルモノトス

第一僚本規格ハ農林省告示第 469 現用材規絡規程= 規定シアル木材ノ内建築物 α付得構築物

ヲ含ム〉及其ノ施工上必要ナル偲設物= 使用スル木材ノ種類ヲ制定シグノレモ ノ トス

第二俊樹種ハ針葉樹トシ其ノ材種、形量番説、形量及形量ノ稽呼ハ第一表= 依ルモノトシ品

等ハ農林省告示第 4 6 9 鋭用材規格規濯第三十七僚= 依ノレモノトス

"  - 表

材
形 量 形 量 ノ 者草 呼

形 葉 呑 銭

厚 倒 | 巾 倒 | 長 ∞
厚 情 ) I 巾 ∞ | 長 加

穏

101 60 
180 

102 70 
210 

103 2. 3 80 
7  240 

104 90 6 . 6  
270 

105 l∞ 3∞ 2  

106 40 
120 

107 3  50 
9  150 

108 60 
180 

109 40  
l お

110 4  50  
12 150 

板
111 60 

180 

13 . 2  
4  

112 40 
120 

113 5  50 
15 

1印

114 60 
180 

115 50 
150 

116 

6  

60 

18 
180 

117 50 

150 

4  

118 

7  

60 

21 
180 

13 .2  

119 50 

! 日

120 8  60 
24 180 

121 1∞ 
3∞ 

201 2. 3 12 6 . 6  7  
40  2  

IJ 、

202 4  30 
12 

90  

幅

203 
15 

45 

5  
13. 2 

15 

4  

板

お 4
35  

105 

205 8  35 
24 105 

3 g  



306 1  80 90 

307 40  120 

308 50 150 

309 

10 

60  

30 

180 

厚

310 80 240 

311 
l∞ 300 

312 80 240 

313 

13 

100 13 . 2 
40 

300 
4  

814 70 210 

315 15 80 45 240 

板
316 90 270 

317 70 210 

318 20 80 60 240 

319 90 270 

E  
6  6. 6 18 18 2  

事PJ
13 13. 2 40 40 4  

501 8  10 6. 6 24 30 

4  

502 10 12 13. 2 30 36 

503 15 45 

不
日 4

13 

30 

40 

90 

505 33 

6 .6  
1∞ 

2  

506 35 

10 

105 

3  

507 18 13. 2 
55 

4  

508 

15 

30 

45 

90 

509 33 
1∞ 

510 35 105 

511 30 6. 6 吹:

符j
512 18 35 10 55 105 

2  

4  

513 40 13. 2 120 

514 

20 

40 10 120 
3  

515 50 13. 2 

60 

150 
4  

601 25 25 10  75 75 3  

602 30 30 9 ，10，13. 2 90 90 2. 7，3，4  

豆
603 33 33 9，10， 100 100 2. 7，3， 

604 35 35 11 ，12， 105 105 3. 3，3. 6， 

605 38 38 13.  2 ，14 115 115 4，4，2  

606 40 40 
10，11 

120 120 
3，3. 3， 

角 12，13. 2 3. 6，4， 

607 45 45 

14，16 

135 135 

4. 2，5， 

20，26 6 ，8  

701 30 90 

702 25 40 13. 2 75 120 4  

703 50 150 

卒

704 50 150 

705 

35 

60 

105 

180 

706 70 210 

707 90 13 .2  270 4  

708 50 
14 150 

4. 2 

709 60 
16 . 5 180 

5  

710 

40 

80 20 
120 

240 
6  

角
711 100 

3∞ 

80 

150 

240 

100 
3∞ I  1ー」LL- 竺ー

備 考 上 表 中 ノ 形t ノi橋呼トハ設計等エ用フノレ木材寸法ノ i橋呼ヲ謂フ
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社 圏 法 人 日 本 建 築 協 奮

創 立 廿 五 周 年 記 念 事 業 経 過 に 就 て 記 念 事 業 幹 事 曾

人生に誕生や銀婚金婚の式典を事げて自祝し将

来の蛮展を期する脅ひがるるが、本舎は大1E 6 年

3 月30日弧々の聾を上げて蕊に廿有七年の星霜を

経てゐる、恰も元服の歳に相官する昭和 7 年K は

1う周年の記念を腕ふ意味で・記念事業を行った。夫

から 10年を経? と昭和 17年 3 月30日は銀婚式た相営

する創立満25年を迎へたので之が記念事業を傘行

ナる事を 16年度の幹事合陀於て欝決された。 10年

前の 15周年記念事業は主として本舎使命重要項目

のーたる住宅問題た重黙を置ぎ京医神地方 4 ク所

へ大々的に質物住宅展覧合並陀之に関聯せる催を

たし駐舎に貢献したのでZうるが. 今回は時恰も大

東亙戟の真只中に相営したので主として防空問題

を取入れ木舎が多年主張し燕りたる都市武装促進

問題を取菰ふ事にした。金合員並陀江湖に協賛を

索めたる所業界む重鎮建築業協合開西支剖清志各

{立よ D多宍の協賛援助を奥へられたるを始めとし

合員並に一般各位よりも熱烈なる後援を得て直に

事業の賀行に移す事: とし諸般の計霊を樹て着々其

準備を進めると共陀賀行陀移すべき事項は直ちに

之を賀行する事とした。爾来昭和 16年 9 月より 18

年中期まで見かけ三年陀豆って営初計壷せる事業

の大部分の途行を見? とのでa ; る。其む結果陀就て

は其の都度本舎誌上へ断片的記事に或は舎報とし

て大要を蛮表したのであるが、記念事業幹事舎に

於ては之等貴重たる資料は全般事業の完結を待っ

て之を取纏め皐行本として上梓の上頒布の致定で

Zうったが. 資料蒐集や緬輯等に意外の日時左要し

漸次謹延する内時局の推移陀蓮れ出版界陀異常む

費化を来たし之が賀王見に困難主主る* 態に立到りた

るを以て乍遺憾之を断念し此慮に其む緩概を記し

て記念事業乞回顧してみるととにした。

事業の経過及調査研究の結果陀就ては既に部分

的詳細掲載蛮表されたものもるり重複の嫌ひもる

るが、悲陀記鋒取組めの都合上更に再録する事と

した。質施した事業の内防空開係としては 16年 9

月20 日貿塚ゴルフ場附近で催された質蹄投下の演

習でるった。其の演習構成は大阪 ・兵庫府牒. 大

阪・紳戸南市主催陀航空本部及中箪並陀大医 ・姫

路雨師閤後援し本合及防空協合協賛の下陀参加飛

行機重軽爆凡そ20機が逆瀬HlJ fl 床一帯陀設けられ

たる木造家屋 5 戸、防空壕 2 基、防護塀 4 基. 起

爆構造 1基、煉瓦建造物 1 戸、之全容の建設物に室

内防護施設並に動物を配し叉川敷に扉、枠ガラス

を数丁陀E T て配置し? と之等の供試物件に各種爆

開 ( 100底、 50底、 15J;ff;) 1. 000抵を急: 降下爆準して

其D 被害紙況在調査研究した大規模の演習でるっ

た。本舎は前記煉瓦造建物 1 戸を提供したが嘗時

は蓮日降雨の中を非常な努力と協力心の下に数日

徹宵して急: 設し、倫嘗日は本合員多重責委員として

参加し之等被害物件に劃し多数の質献を窮民撮影

し貴重主主資料を蒐集した。昔日は近隣牒官民無量

全量生寓甲 山より観音山、標ケ峯行者山陀亙: ; ，連山

一容に密集待避して之が賞、況を見皐其の般質に批

観であった。参親者叉宛然質戦の光景を自に納め

心に映じ意義深く叉頗る数果的の催しであった。

木合提供の煉瓦造建物は被害程度甚だ韓後であっ

た矯め 9 月下旬高槻工兵陵と連絡して同陵指揮の

下陀更に之を爆破試験に供し之叉貴重な参考資料

を得? と。

術 9 月22白木舎に中軍大阪師国其他聞係者を集

め木原習に就ての座談合を催し研買を重ねた。

参 考

建築と枇曾掲載

17年 2 月 銃 座 談 合

// 3 月競逝瀬川賞爆報告書

// 4 月宣車 煉瓦掻家屋調査報告書

// 5 月号党 逆瀬川木溢家康. 験報告・

// 6 月号虎 逆瀬川ガラス破獲貨: 践報告

18年 5 月競逝瀬川供試也被害

越えて 10月 7 自には鳴尾競馬場に於て大阪・姫

路南師圏、大阪・兵庫府脇市主催、中軍、毎日新

聞枇及木舎と日木競馬合後援の下に質焼夷蝿投下

街習を穆行した。木催しは主として隣組員が質戦
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即躍の消防? 状態を控除せしむる問的の下に行はれ

商庖及住宅数戸を建設し、飛行機より焼夷弾投下

し炎上家屋消火潰脅を行ったが、更に 11 月25日に

大阪市旭直大宮町陀於て大阪府市防空協合及本舎

主催の下に自衛消防載闘並に地答研究賞験演習を

奉行した。木催しは供試家屋 4 戸に 2 キ口、 5 キ

口、 10キロヱレクトロン及 5 キロむ油脂焼夷弾を

機上より投下、質家屋各種樟夷弾火災に針廃する

隣組自衛消防能力を責験し併せて地容の耐火力を

質験し防空消防指導の参考費料を得た。以上二つ

り催しとも木合舎員委員として多数参加し防火防

災陀っき貴重なる参考資料を得たのである (17年

2 月続詳細掲載〉。 却て 17年度は勿々より防空講

演曾開催の準備 K 着手し、 9 月より中園. 九州、

東海、京阪神の七大都市に於て之を暴行多大の効

果を納めた。即ち 9 月21 日は庚島商工舎議所講堂

にて地元古林幹事司舎の下に庚島! 際保安課技師宮

脇晴美氏開舎の癖を; 注べ紳戸高等工業皐校教授瀧

湾真弓氏し園盟と建築様式に就て1 と題し興味深

き講演に引績き東京工業大f製教授同法博士( 語、Ef

病気のため後藤一雄拳士代講〕はしドイツの防2さ

に拳ぶべきもの1 と題し今次欧刑大臓の初期彼地

に滞在中危険の中を身を以て撮影されたる貴重左足

爆撃其他のj状況を幻燈陀て紹介し講演と説明を加

へられ聴講者に深き感を奥へた。次に地元中園新

聞記者陪岡喜義氏はしマレー作戦従軍1 と題し彼

地攻略o j ! L 戟に就て熱烈君主る講演た鞍意を昂揚さ

せ何れも聴衆に満足を奥へた。終ってす舎常務査

中一良氏閉舎の酵を逮ぺ全く解散せ るは 10時30分

であった。翌 ＲＲ 日は北九州小 倉 市にきｾ Ａ￬同地朝日

新聞枇講堂陀て開催、地元れ崎委員司舎の下町福

岡! 隠建築課長池口凌氏開含む欝を連ぺ後藤一雄氏

回準博士の代講にてしドイ ツの防空陀就いて1 叉

瀧湾敬授はし圏罷と建築様式に就いて1 庚烏同様

む熱揮をなし、更忙折柄九州方面視察中む内務省

建築課長井上新二氏も弛せ参じ磨、援、防宰につき

一席を鼎じたる後薮中常務閉舎の酔に次き欧告訴一

億防昼. スパイ務誠、エユース等上映し 9 時停解

散し? と。首日は同地附近防空演習中化て特に市民

の開心を促し聴衆堂に充ちた。

翌23日は北九州の主著f¥閥岡市 1'<: 走! : き凶. 日木新聞

社講堂にて開催、薄臨岡j隊後繕課長音] 合の下た池
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口問問l際建築課長開舎の癖につぎ瀧湾教授は前 2

伺所と同様の興味深き講演を総れば、回謹惇士は

病設を押して東京よ b 西下此日演壇陀立ち前記ド

イツの防空に就て皐ぶべきものと題し明快怒る口

調に彼地質鞍む跡を幻燈と共陀痛切主主る説明を加

へ聞く者思はす= 緊張合場粛然として次 k 陀現はれ

る馬面に回を見張らせて長講 3 時聞に及び其の熱

鼎は聴衆に深き感銘と満足を奥へた。薮中常務閉

舎の酔左越ぺたる後眼喬一億防空を上映し 10時30

分解散、聴衆七百絵人主主 b き。悲に中園. 九州講

樹子脚は地方有志の絶大たる後援により多大の成

功を牧めー舷引上げ、同月28 日より更に観行、 9

月づ8日には京新潮目舎官官にて開催、京都高等工襲

撃校数授本野精吾氏司舎の下に松井京都府建築課

長開舎の酔につぎ舞鶴海軍人事部長幅元海軍中佐

はし大東亙鞍宰と帝園務室に就て1 と題し、叉

回漫博士は閥岡と同様の熱講あり終って本合割合

長松本儀八氏閉舎の酔を僻ぺ解散聴衆約 800 名な

りき。

悶に向日夕刻田窪博士は講演陀先立ち京都放迭

局よ約20分間今夕の講演につき其む概要を放迭し

たり。

捜いて翌29 日は東務の都名古屋市に移り同地朝

同合館にて開催、同市防衛課長平賀仲治氏司舎の

下に愛知鯨建築課長玉置豊次郎氏開舎の癖を述べ

内務省防空局施設課技師石井桂氏はし防空と建

築1 と題し叉代議士池崎忠孝氏はし史上無比の大

東亙被害1 と題し氏一流む鱒舌を持って海軍史を

酒々遮れば満場拍手喝采鳴りも止ます、続いて井

口静汲氏代ってし最近のソ満園境に就いて1 と題

し同氏濁f専の諸説混りの口演は聴衆を幌ぽせあ事

限りたく軍事色満面に講演を終りたり。最後に松本

副舎長閉会の癖を遮ぺ午後10時過ぎ解散。嘗日は

開舎前@l G f L 超満員の盛況にて、聞く鹿陀よれぽ斯

る講演の満員は未だかつて見ぎる所定E る由、如何

に中京市民が本講演舎に期待をかけしかを知るに

足る、此票占地元幹事委員の努力に感謝す・る次第た

り。月を越へて 10月 6 日には扇港に移 P 神戸泌員

合館にて開催、稿深紳戸高工教授司舎の下陀兵庫

県草建築課長山内嘉兵衛氏開舎の癖を越ぺ? とミ5後本

合合長片岡安氏 L現代の都市1 と題し致て木合主

張の都市武装の念設を力説し時局下都民に深き開



心を興へたり d 次に内務省防益研究所長中海誠一

郎氏は L都市防空の要諦1 と題し現下の防空要諦

陀闘し熱縛した。次十て池崎忠孝氏は中京と同様題

下にて例により満堂を悦ばせた。最後に紳戸高等

工業率校長古字国賓氏閉舎の齢を述べ 9 時30分」解

散聴衆満員なりき。翌 7 日は大阪朝日命館にて最ー

後の幕は切って落されたるが問舎前既に超々満員

とたり廊下休憩室にスピーヵー を含: 設するたど委

員を面l食はせる盛況なりき。定刻本合常務中間六

郎氏司舎の下に大限府建築課長堀井忠二氏関舎の

癖を述べ合長片岡安氏、 中海誠一郎氏、池崎忠

孝氏共 lて前夜紳戸と同様実題の下に夫々熱揮を振

ひたるが就中池崎氏の講演は一切毎に満場を熱狂

させ鯵始拍手喝未の内に講演を終へた。斯くて本

合常務薮中一良氏閉舎の黙を並べ 10時すき散命、

朝日舎鈎稀に見る盛観を呈しさすが l'ζ 本部所杭地

の感を深くせし占う? と。以上七大都市共夫々盛況裡

に無事本講演舎を終了本合多年宿望の都市武装問

題 K っき其一端を衆知せしめ初期の目的を達し得・

? とるは一重に各地委員各伎の絶大なる援助の賜で・

2うる。

悶に各地共地元幹事委員司舎の下に定刻 6 時間

舎、園民儀植に始り閉舎の鮮中には簡単に本合: & .

本催につき紹介ナる所2うりたり。倫又各地共地元

陸海軍部、府鯨市、各新聞社、防空協舎、建築皐

舎支部等の後援を辱ふしたるに到し厚く感謝の意

を表する次第主主り。

術本防昼講演舎に先立ち 16年 11 月24日建築象舎

と共同主催の下K 大林組講常に於てし戦局Lの融制

より E寄りて1 と題し伊東五郎氏、潰回稔氏、回議

卒皐氏の講演舎を開催した。

講演舎に次令大事業としては各種展覧舎にして

防火説修展、建築と防空展、南方建築展、厚生住

宅展、及女性と住生活展でるった。

防火改修展は本合: & . 京阪神左官業組合聯合舎と

共同主催の下に本合常設建築資料稼合陳列場に於

て17年 6 月25 日より 7 月8 日迄開催した。展示品

は防火改修考案園及賀物見本を懸賞募集し入賞決

定後之等の資料と多重まの参考 t品、模型防火改修施

工篤露英他建築材料等にして数千名の来観釘 Sうり

防火改修の必要性ーと共資料得に多くの知識を普及

し向各績の質問陀答へ参考十c11七した。

建築と防昼展は本合主催、 中革、大医師関、海

軍警備府、大阪府市、朝日新聞本枇後援の下に大

阪大丸にて 9 月29日より 10月4 日迄、京都大丸に

て10月20日より 26 日主主〈京都師圏、 京都府市. 朝

日本位後援〕北陸金津市、宮市大丸 lてて 18年 2 月

2 日より 9 日迄( 石川! 際文化協合大政翼賛舎支部

本合及北陸毎日新聞後段〉開催した ( 17年 12月競

合誌、賂載)

重なる展示物は家庭防昼施設懸賞入選園祭及之

か噂模型、者し市防昼、協袋、燈管防火改修、防弾建

築、防護室、防空壕待盤施設、住宅研究各種間集

都市武装提唱各種模型第民解説附本合計年回顧録

馬民及厚生住宅展入賞闘築基当たりき。

南方建築展は本合及建築皐曾共同主催、情報局

大政翼賛合支部、朝日新聞 l社後援の下に大阪市高

島屋にて日年 2 月16日より 21 日迄i渇催. 展覧品は

統計気象大東斑建設記念営造計壷設計入選闘案宗

数民家現代建築等を大潟民陀引伸し闘解 ｾｬｈ｣ 解説

毎匂百絵品にして得就き資料多く南方の人情風俗建

築:与を怖く紹介した (18年 4 月説参照〉

厚生住宅展は本舎主催、帝塚山感図後援、開急;

電餓祉協力の下f ' L 16年夏より計輩を建て開急: 沿線

高務池、東北方松林1也溢に懸賞募集にて入選した

る画案陀基き 24戸を建設し17年暮れた開催した本

記念事業中尤も長期陀豆りたる事業主主りき。其の

経過は16年 9 月 2 日入選圃案決定程表、 17年 3 月

10日地鎮祭、 11 月 2 日上棟式暴行、 11 月2i 日より

12月6 日展覧舎同催、其の後諸般の整理を要し 18

年 3 月27 日左記出品I f ' t亡表彰式を暴行、同年う月

20司一切を完結した、出品者名上回組、大林組、

岡本工務庖、木村組、清水組、双星j祉、竹中工務

庖、藤木工務庖の八位たりき。本催は時局多端の

折柄建築上各方面共に甚しき雄開陀遭遇せるが委

員幹事: 各位の不断の努力と出品苛各位の献身的協

力、後援者側より各般の謹カとの結果無事完成を

見たるは本舎の欣快とする所κ して蕊に共の厚意

に到し厚く感謝する所でｾる。 Ｈ Ｑ Ｖ 年 Ｑ Ｐ 月蹴闘案及

座談合18年 5 月競潟真掲載) 女性と住生活展は建

築工礎技術研究所と共同主催、大政翼賛舎支部協

賛の下に市内大丸にて 18年 3 月16El より 21 日迄開

催したが、時局の要望せる内等とて盛況裡に終っ

たo lfiJJ:.る IH展、隣組共l i i J 施設を Ip心とした共Itj
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炊事. 育児浴場. 菜園園祭馬民解説、模型等百後

貼左足りき ( 18年 5 月読参照)

次陀講習部舎としては本曾主催、大阪府市後援

の下に市内久貧困民皐校にて 17年 11 月16日よ t 14

日迄 3 日間防火改修講習舎を開催した、其の次第

は堀井府建築課長詞舎の齢、川勝健次、岡田逮捕

中村吉太郎、中村牧次郎、小泉嘉四郎諾技師を講

師とし終議K 際し大阪市防火改修課長桐本楠雅氏

閉舎の癖を連ぺたり。聴講者 300 除名本講習舎は

数材として防火改修必携を配布し叉改修家屋貴地

見皐を三班陀分ち市内改修家屋を見皐せしめた。

備本舎は 11 月現在特輯読として前記防火改修教

材資料を満載した、瓦別陀厚生省主唱、大阪府主

催の大工練成講習舎に本舎後援し聴講者に指金を

寄賂・した。ヨえに時局封策事項としては昭和 17年 4

月より 5 月中南方方面建築技術考募集陀闘し本舎

は務軍省の要望に際、え大医府と連繋之に協力し舎

内外より多鑑建築技術者紹介の努を執った。叉 17

年 5 月14日附を以て海軍大臣宛技術者採用方につ

き善廃され度旨意見蓄を附して建議したり。 17年

8 月には大政翼賛含より行政事務簡素化問題化闘

し諮問Zうり? とるを以て本舎は念漣特設委員舎を設

け本合研究の意見を具し回答を奥へ? と。次陀記念

行事と しては 17年 3 月30日大医師図及海軍人事部

に金五百図宛献金し同日午後大阪中央公舎堂にて

25周年記念式典を行った。

之に先立ち井上副舎長外役員伊勢式廟に参奔大

麻を奉じ式場同壬安す、本舎監事鈴木一幸氏司舎

の下花園民儀植の後舎長式際、大阪府知事、建築

業協合長、建築撃舎長、朝日新聞枇長等の肌詩あ

れ 合 長 裂 聾 の 下 に 聖 書等 高 裁事唱. 閉式参加者

200 絵名。

右陀引績き同舎場にて表彰式暴行、* 曾功努者

に劃し左記の通り表彰をたしたり。

合長に感謝j伏並記念品を贈是し幹事委員 167 名

に感謝状並に協舎牌を、叉勤続 5年以上の職員陀

表彰7状並に金受封堂、叉合祉関係及記念事業後援

者 ＱＲＰ 名に劃し感謝欣ｾ夫々贈呈Ｎナ。右閉式後午

後 5 時より し最近の閣僚依勢tE;;坑て1 と題し大阪

総軍人事部長竹内海軍大佐の講演る仏午後 6 時

より三階食堂陀て自問| 児童普舎を聞く、 ・合するもの

230除名. 合長挨拶、会員懐古書談あり. 最後に建築
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感舎合長内_ i 博士護聾の下に協合高歳三唱散命。

同年 6 月28 日同所にて本舎物故者 285 桂の慰霊

祭を行ふ、参列遺族54名、佐藤正次郎氏司舎の下

iヒ天満天神、紳官事仕、修放降紳、献撰、腕詞、

祭主合長祭文奏上、荷主祭主遺族玉串奉献、撤僕

昇神に式を最ｾ T. 片岡舎長挨拶、永田三次郎氏遁

族代表挨拶後記念撮影をなし茶菓を供し撤僕物を

夫々進族に分配解散したり。昭和 17年 7 月より 18

年 4 月末日迄本合員出征入管軍人 179 名に封し緒

葉書、朝日、毎日雨新聞週刊及サンデーを途附し

慰問を注した P。叉17年春以来庚島、幅岡. 神戸

京都、名古屋の各地元の舎員中の委員幹事連と舎

し令勢撒張と地元合員の幅利増進方につき懇談し

本舎の霊展策につを協議ずる所がるった。

叉見皐部に於ては 17年 5 月10日京罰対只殻邸、無

隣庵、金地院、南静寺の建築及庭園を見拳した参

加者90除名、周年 6 月8 日より 12日迄北陣奥羽方

商を見撃、尾去善事鏑山、盛岡市. - 4 ' - 泉. ' 除島、仙

益、飯坂温泉を経て帝都陀出で、 12日夜上野精益

軒にて建築皐舎の招待晩饗舎に臨みたる後解散し

た、旅行参加者32名. 導主舎招待舎参列協合員40名

泉合員60名東西合員交 k 意見の交換a > T非常に意

義深き舎合であった。

同年 9 月23. 4の雨日赤穂、大石神社城跡華岳寺大

石邸及同地合同製堕工場を見拳参加者24名。

同年11 月 8 日より 13 日迄九州見撃をなナ、 9 日

朝関門トンネル、幅岡市、箱崎八幡宮陀詣で熊本

陀一泊し 10日霧島、鹿児島、 11 日宮崎を経て 12日

別府にて解散す参加者27名であった。

史に出版部舎に於ては時局ア建築家必携パンフ

レツト刊行を企て着々進行中の所紙材の開係上閣

策順臆し舎誌に分割強表中。

記念事業として途行せる項目は大姿上記の通り

でるるが営初の計霊としては此の外毎年の創立記

念日ラデオ放逸、全園新興都市に防きさに闘する講

演展覧合開催、論文募集. 工場の衛生、燈管儒接

研究指導、工場、合紅、銀行、皐校等への巡回講

演等の計霊もるったが大東亜戦争は刻々苛烈を極

め諸統制其他行政機構の費百j等時局に鑑み暫く之

等の事業を中絶し世相を静観中で、機を見て活動に

入らんとするものでるる。( 以上〉

(草卒、事氏名は昭和 17年 12月 続 本総 κ 帰戦)



「建 築 と 枇 曾」を 戦 ひ! ニ 塗 る 編 輯 幹 事 曾

大五六年建築協舎の創立と共に琵刊されたし建

築と駐曾1 は爾来歳を閲するとと二十有七年、そ

の誌名の示ナ如く皐に象牙' < 2 ) 塔に閉緯るととえにく

常に建築の質際問題を取り上げ枇舎全般に呼びか

けて協舎本来の使命達成陀努力し来ったととは草

に我々舎員の誇 b とする許りでなく 一般社舎から

も充分官官識されて来た所であります。

今や七年i乞亘る日支事事警は史に大東亜戦争に蛍

展し此虞に二年有宇を盤戦局の重大性は愈々苛烈

となり決戦の時営に木年にるりと云はれる段階に

到達いたしました。

政府に於ては此の時局に鑑み物資の戦力への集

結、園民最低限生活の保持に一切を傘げて凝集す

るの方策の下に我がし建築と駐合1 も出版事業整

備要綱に基いて一時蛮行の停止を命ぜられ. 建築

象会機関雑誌、し建築雑誌1 に統合を慾憩されるに

至ったのも之亦現時局の下止むを符・ざる措置であ

り、我々舎員も欽然之に賛し圏策途行の一翼遣と負

はんとするもので i bT ます。

長い歴史を持つ雑誌に此の三月競を以て一時別

れるととは我々舎員として一掬哀憐の感無い語で、

は有りませんが. 今や傘園愛児を 2芸に捧げ、海t亡

陸に迭りつ. 1 . ｾうる今回、徒らに哀憐の情に懸々た

るよりも等る潔よく之を送り再び楽ある剖l旋の機

舎を期待して準備す7るの意気に燃ゆるものが有り

ます。

象舎と協舎とは爾来唇歯輔車のイ中にあり 、 L建

築と枇合1 とし建築雑誌1 とも亦雨々相補って我

が底建築界に貢献し来ったととは衆目の見る所、

今雨夜む統合する陀営 b協合合員が草に時勢に萎

縮せヂ振って男色合雑誌に投稿されし建築と舵合1

本来の使命を愈々登揮されるやう街I蓋カあらんと

とを熱望して止みません。

本協舎としては L建築と枇舎1 は之を戦に迭る

も之陀代って随時 L舎報1 を蛮行し合員諸氏との

蓮絡に蔦撞感主主きゃう努力する計藍でるりまナ。

合員諸氏も此の遺孤を充分晴育され誘導されて選

るし建築と枇合1 に後顧の憂無からしむるやう御

援助下さらんととを併せて冶願ひ致ナ次第でるり

ます。

倫此の機合陀廿有幾年十亡亘り本誌に玉稿を寄せ

られました執筆者各位に劃し深甚の敬意を表しま

すと共に将来再出-裂の機を得ました境は格段の御

援助を切に御願ひ申上げます。
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時

所

常 務 命〈第 3 聞〉

2 月 7 日午後5時20分 - 6時

本曾別室

出 席 者 型 高 野 片 岡 令 長

監 事 池 田 監 拶

11 ・

常毒事 景山、佐藤、中菌、

薮中各主記

藤阪、松久保各主計

伊藤、中堅手各縞斡

l 秤倒産員曾提出議集立立に開催日時

に関する件

2. 大飯府商工経済曾よ P 向台曾員

に指定の件

3. 専務員採用主立に解傭κ 関する件

4. 曾負詮衡

報 告

1. 出徒、入管報告

倫 理 弱 含 〈第 4 出)

時 2月21 日午後5時40分 - 6 時

30分

所 本金別室

出 席 者 砲 事 竹 腰 高 リ 曾 長

監 $ 池田監事

隊 司E

常務 佐 藤、中西、重左中各

主 犯

藤阪、松久保、三浦

各主計

伊藤、中野各線斡

ーニ冷 Ｔ トど宇守 う ｊｆＭち ｦ ・ Ｒ そ昔 、号 完Ｎｾ・ ｲ 主烹空

立芯［三 Ｒ 寒費主三三［三芯 ｪｾｦＧ 搾忍 Ｓ

3 満洲協和合よ P 阻害等胞の件

4 出右E除隊報告

主 S己 舎 ( 第 1 図〉

時 2 月 7 日午後 6 時- ，7時

所 本合事務室

出 席 者 景 山 、 佐 藤、中西、薮中各

主 記

議 司E

紀三名を指名しJ毛主主務を得たり

中野順次郎君、野中駒市君、三

浦茂君

右三君は直ちに別室に於て詮衡に

若手ナ

隊 長 引線量次の議事κ 入る旨を主主

す

滋集繁武鋭 昭和 18年度牧支決算

1. 各委員合餐員並} 亡幹事合幹事後 I  IC関する件

衡に闘する件 |  践 長 主 計 よ P俊明する旨を告守

静 隊 員 舎 |  松久保主計常務起立各員に配布の

l  昭和 19年 2 月21 日大阪市北区中之 |  別紙決算表によ P詳細説明する飯

島三丁目三番地「朝日ピノレヂングJ I  あり併戦時下自然支出槍加の結果

|  牧支不足 4 .766. 85 は赤字の僅昭

に於て肝臓員舎を関合す |  

|  和 19年度に繰越す旨附言の上質問

1 出席者下記の湿り評議員拾九名 、 |  

|  κ 答ふる官を注ぷ

監$ 笠名 |  

秋山圭、生駒忠彦、伊藤手映、枝 |  設 長 質問なき宇を路りたるも質問

村 靖、大佐和彦太郎、大下順三良11 I  者なきを以て承惚せられたるもの

岡田達浦、河合喜三郎、佐藤正次 |  と認むる旨を告げ異議なく原案通

I  l J 可決確定

郎 、竹腰健主量、中島事卒、中西六 |  

郎 、 中野順次郎、野中駒市、藤阪 |  機 長 只 今 詮 衡 委 員 よ り 詮 衡 の 結 果

裕治郎、星陵文、松久保敬三、三 |  を報告あ P とて下院の通り愛表向

浦茂、厳中一良 以上評議員 |  君嘗還の旨を賞ナ( 拍手〉

池田宮彦 以上監事 |  常務〈繍斡〉浅野新一君

l 午後 5 時20分 問、輔 副 曾 長 竹 I  1 次 で議 長 よ 昨 日 の 静 鍛 代 表 継

腰健治氏議長となり只今出席者十 |  名者に下紀二名を指名 し共の承隊

六名なるも本日は再度の召集につ |  を得た P

き定款第二十四僚11: 1. 帯によ P 定駁 |  生駒忠彦君、河合喜三郎君

を問はず本合成立の旨を告げ直ち I  1 議長は以ょを以て本日の議事金部

1. 三月例曾に関す る件 I  IC議事に入 る

終了の旨を告げ散曾を室す 、時κ

午 後 5 時50分

2 委 員 幹 事 緋K 闘する件 |  議 案 第 醐 常 務 〈 緩 和 一 名 補

3 四合聯合工事務負規程委員曾に |  依選穆に関ナる件

磁時企霊委員企〈第 1 図〉

時 2 月23日正午ー午後3時30分

関する件 |  議 長 編 斡 常 務 山 口 正 君 今 般 東 京κ

所 本曾別室

4 全 日本科拳伎術関鐙聯合舎ょl J I  縛任のため常務歯車佳の届尚あり依

員とな P たるを以て補伏還準を行 |  出 席 者 佐 藤、中西、中野、藤阪、

防空技術研究課題に闘する照合

の件

5 事務員百非職願 出に 関する件

6. 曾員詮 衡

報 告

l 一 月分曾計報告

2 昭和十八年度曾計検査終了報告
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ふ 旨 を 笈 し 之 が 選 挙 方 法 に つ 時 |  松久保、三浦、薮中各委員

Pたるに別 に意見なきを以て前例 |  誠 司E

により詮衡委員制 によりでは如何 I  1 委員長、幹*1i 越に関ナる件

伺差支なければ其委員の指名をも I  2 定例日 制定の件

議 長l亡一任せられたき旨を諮り災 I  3 委員退加委婦の件

議な〈一同賛成あり依て議長は下 I  4 緊念案件に載する露骨量の11'



5. 研究課題陀関する件

織E寺企重委員・舎( 告書 2 回〉

時 2 月28日午後2時，;30分- 4時

所 本舎が務室

出席者 中西餐員長

佐藤、三浦、訟中各餐」品

種毒事

ｬ 建築工焚］成 ｾｾｍ ずる件

2 建築科生徒動員 It : 関する件

定款改定委員愈 〈第 l 回〉

時 2月23日午後5時一 7 時30分

所 本曾別室

出席者岩尾、小崎、佐藤、中図、

松久保、叡中、 111 内各委員

級 事

1.委員長、車宇高野I i . . 還に tl 却するイ牛

2 定例日制定の件

静

…

禽

勤

一

員

一

曾

一

入

v

 

F

2

5

3』

合 員

木 国 別 夫 君 予 寛 成1砥大今.思IHr 589 

の 2 C大阪橋本組〉

宮 脇 和 疋 君 布 施 市 上 小 阪 1 の86

4の2勝因夏江方( 大

阪府警察局施設課〉

岡 田 植 茂 君 京 都 府 久 世 郡 寺 田 村

高田46C安藤組京都

出張所長〉

;以 出 忠 雄 君 府 下 泉 南 郡 高 石 岡l初

衣 777 C大谷重工業

橡式合軍士大阪工場建

設課長〉

伊藤I l : 一君旭区森小路町617( 大

阪橋本組〉

間 本 経 君 紳 戸 市 兵 庫 区 大 関 遁

10の 101 C阪紳電然繊

皇室株式含紅建築事長〉

瀬 川 弘 治 君 兵 庫 県 草 武 摩 郡 鳴 尾 村

上回加ノ 剰 10の2( 阪

紳君主然鍛道株式合軍土

建築課〉

百E 脇敬属医君紳戸市兵庫区湊田J I

の226(J 11 l 1! i 航空機株

式合軍土建築課〉

梅言営理手二君 京都市土京区衣笠街

選 IUJ ‘26 ( 京都府建築

課〉

地 方 令 長

新垣貞{ 雲君・

iI!i 茂 君

松 浦 済 政 君

特別賞助員

竹谷ゑ: ー君

西 川 Jl}(君

森川 I ji ，雨 i金者

機 1I1定次郎君

荻原幸太郎君

普通賛助英

字野寛一良1¥君

林 太 郎 君

熊本勝八代市 t正法IlI r

清水組作業所( 清水

組九州支腐〉

1清洲図吉材、市外堂潟

村指南洲箇経済部水力

食費電建殻局吉林工程

l I t t 土木科建築股〈同

校〉

向上

南区ニツ弁戸田fl7大

阪建築統1I J IJ株式合従

( 阿世〉

生野区猪飼到来 l の

52 ( 大阪建築統制徐

式曾世〉

布施市永和 3 の28

( 西林組〉

南限田氏問f24 ( 建築

請負業〉

按 ｾｬｴｩｬｬｴ 岩野町 ＵＱＱＨ 荻

原イヒ耳鼻工業所〉

京都府何鹿君官級郎ｉｩｾＮ

西新町( 不動建築株

式合経〉

京都市東山也大和大

路建四僚下ノｾ 4 丁目

小松町α重鎮鮒負業〉

曾 員

西 野 正 義 君

浦 井 金 作 君

石 崎 Jl ni藤君

大 塚 氏 宏 君

間 口 熊 市 君

後 藤 庄一郎 君

渡 塗 積 己君

河盛益太郎君

久保理手治君

柳極書 館ま君

市 橋 慶 彦 君

清水義三郎君

木村勝次郎君

西 国 哲 郎 君

牛 島 修 君

小 林 武 夫 君

谷王命三良1¥君 土 居 済君

鍬 方 舎

藤 井 良 三 君

鈴木文治郎君

土 井 常 三 君

東海林三郎君・

箕 浦 繁 一 君

棺 松 恒 夫 君

古林華語教君

悶 原 猛 夫 君

特 別賢助長

草 業 義 雄 君

大路・清一員1; 君

字喜多永氏君

洲 川 愛 諸 君

林 信 治 君

生駒; f fJ: 次君

石 崎 著 作 君

中野量玉三君

普通賞助長

有 築 3軍事由君

坂 田 富 雄 君

片 岡 昇 司 君

山 本 史 朗 君

溝 上 結 妓 君

奥 村 和 夫 君

小 林 芳 一 君

伊 藤 憲 法 君

田 中 掬 君

岩 間 偲 男 君

池関民三郎君

伊藤一敏監事君

ノj、 宮 賢 一 君

新谷重量司君

押 谷 惣 助 君

片 山 奥 作 君

近藤郷次郎君

長井夜四郎君

吉 村 寛 治 君

多資谷芳久君

高田礎三ｾ

桑野敬太郎君

村国際連軍君

藤 川 忠 夫 君

加 地 義 明 君

上図書量進君

小林停士: 君

合 員

ｴｾ 間後行君瞬間市大岩宮下阿 ｦＶＰ

辻 本 三 郎 君 大 正 也 泉 尾 上 遜 4 の

凶杉本組

大谷恨次郎君 兵庫県草武摩郡鳴尾村

穂町寺後63

明石抱一君神戸市古島l &ii 申回町ω

石 塚 保 君 芦 屋 市 伊 勢 町 3 ( 山

下組 J

稲 田 勇 男 君 満 洲 園 錦 州 省 側 西 浦

和大街23

杉 山 B費者君 ‘ 長野県系南佐久郡中込

町原告書上精密工事ヱ

業株式合最士信州工島島

建鮫工事監督事務所

4 7  



西村辰次郎君府下: 豊能郡箕面村健 三 妻 子 体 二 君 西 宮 市 高 木 東 犬 銃36 地 方 曾 員

ケ丘宮東 4  中 国 是 規 君 舞 働 市 字 91上 269の

三 橋 利 雄 君 旭 区 大 宮 西 之 町 7 の 筏 山 佳 君 紳 戸 市 灘 風 水 準 筋 3 1 住宅管園大阪支所

6  の 180 建談。部舞鶴詰所

山 本 千 吉 宕 豊 橋 市 西 新IUr58 ( 位
岡橋作太郎君 芦E量市三保町 121 武 内 富 雄 君 紳 戸 市 灘B 篠原中町ー

2文金属工業株式曾荒土
川 村 浅 一 君 府 下 八 尾 P 1r 山本畿圏 3 の73

伸鋼所豊橋製作所〉
住宅320銃 徳 永 勝 君 東 京 都 杉 並1，' f1，大宮前

事宮 尾 九 良11君 芦摩市西芦原50
玄馬純司君主東京都杉並ＧＮｾＮ馬橋 Ｔ 6 の412

豹l 悶 益 郎 君 兵庫県五印南郡東紳吉
V.)4tJ 2  

利 回 周 二 君 北 京 市 特 別 第 1 JJ_; ..南

村紳吉( 事務所神戸
中 部 署 喜 幸 君 愛 婿 市 総PI ]'J 1住友金 口袋筋肉 2 銃撃北戦I

市} 1 : 合区磯塗滋 4 の
& 豊橋祭 金J a I 株式曾軍士

7 i J i 申戸ピノレ〉
長谷川俊弘君 I.U 口l採下位市祭Plf 3  西山秀之助君 阿山! 採見除君間話回村

阿 主 郎 君 大 正 区 鶴 漬 遜 3 の 19
の845 中畝央海軍施政脅l ¥東

紳 足 繁 雄 若 ! f . t 下南河内郡日間E斑
藤 井 総 之 助 君 羽 市 演 寺 昭 和¥Ur 4 の 郎中園地方施政事務

村西394の 2
488 所

谷重量三良11宕東住吉弘平野西之J nr
手u 回 信 夫 宕 受'i '市跡周 1243の 3 安崎三佐男君 高松市松島問f 229 藤

220 
治 村 元 之 助 活 京 都 市 左 京l a下鴨宮

木工務局ー出ｾ所

脇 本 主主君 FI守下中河内郡松陸軍 ¥sr
崎間f 8 有 馬 正 君 変 知 県F、貿飯郡御1向P1f

阿保218(イ主所管聞大
磯 山 辰 雄 沼 プミ淀B 長柄中 i且4 の 美世賜

阪支所〉

5  大 海 敏 夫 君 隣 島l豚佐伯郡大竹lij f

イ凶 忠夫君舞毒事市字鹿原発都大

浦 タ卜雄君 尼崎市南竹谷町 1 の
呉海軍施設路大竹エ

3重方

29 事事務所

弁手正雄君京都府ｾ喜郡弁手町
大 瀧 丈 夫 君 北 区 北 扇 Isr 4  6 堀川

問主監阜爾君満州四2 F - 市若葉区南

弁手宮ノ本 105

住 宅37銑 ( 大阪市総 町 2 の 4 西尾方

有資忠五郎君主 神戸市林周監西山岡f

済局物資調整部管理
高橋君三芳岡山県率、湾山市二宮君11

1 の 4

際〉 是工事業株式合枇常山

板垣純治郎主主 兵庫県系魚崎日f . j j 島屋字

Z及川 l揃太郎君 西成区千本意 5 の 6 航空綬製作所建鮫係

石田572の 3

桑 原 勇君 庚島県系安重草津Iur三弁
辰 位 主 主 男 君 下 松 市 中 市 1132 目撃

近 藤 菊 松 君 西 宮 市 能 登 町 109

造船安慈脅工品身内東 土木株式合置土下松出

佐々木隆一君 山口癖光市室積中松

洋コ y プレツソル株
!1l所

原白井組内

式命最上安藤津作業所 富 松 助 六 君 ラ ミ 律12m. 大総路曾徳

菅 原 徹 良11君紳戸市須磨] i ! 千守町

小島銀介君ｾ知 ｪ 係鳴海町本町 ＱＸ 星管荻新一郎方・

2 の75

関谷信次郎君 jiji 岡市野多目P 1r松村 三 宅 祭 君 稲 岡 市 南 湊J Uf l 7 日本

高林喜平大震 山口県系豊浦郡小E静岡J

組出5長所 雪量皇室電株式合紅建設

138 
守 谷 茂君静戸市須磨I D . 稲葉阿I 局席問出ｾｊｪｦｲ土木郁

谷川勝次郎君府下八尾f J ! f 山本 397

7 の 10の 2 建築課

の i 住宅密園 257銃
機 弁 勇 夫 君 名 古 長 市 昭 和 車 川 名 吉 田 業君兵庫 ｬ 際飾磨市妻鹿 ｜ｾｦ

野 口 四 郎 君 和歌山県草回慈市南新
¥ijr 4 の33 987 木村組出張所

Jil f 4 那須裕方
吉 J Ii 平君 奈良勝機械書官級弁lur 岡 田 孝 男 君 庚 島 市 牛 岡 町 南 区35

能 宗 一 男 君 兵庫県系赤穂町ー中庚85
谷221 5  

3  
安主主正式君 筏君主市中Y / J . 山下町75 今 井 ヲ寄君 天棒高市撃安大街27

畠山隆三郎君 府下豊能郡南豊島村
く住宅管園筏i漬支所 8銃

原因 1146
建設部工務第 3 採) 梶 垣

3孟 君 奉 天 市 大 和 区 高 千 穂

松 井 宗 一 君 東 京 都 渋 橋 区 西 大 久
石国司泰雄君 主武東区野江商之田r 1  通 12放く親和組〉

保 3 の 9
の20安全紫準株式曾 河合貞一郎君 横島市研展開l・50大林

松 岡 イ 山 吉 君 東 淀 川 区 江 口 町 l∞3
最土建築課

組t s i . 島支底
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持寺院4 道 新 宗 朝鮮卒gt 南道育巨岡郡 堤 四 郎 索 滞 洲 図 施 江 省 会 審 建 今井1 E 雑煮阿部! I ! J ・m. 松虫窓 2 の

海雲函iIM. 弁塁三宅組 般科建築股 39 

混弁夏作業所 中 村 文 男 君 大J El K稲田f 2 の35松 竹 尾 秋 助 君 府 下 三 島 郡 阿 武 野 村

熱 田 忠 雄 君 東 京 都 決 構g 戸塚町 尾橋梁株式合稚内 ｾ図 ＲＰＹ の Ｑ

l の296 奥住矢尾方 野 田 主 主 君 北 京 市 北長街 114蛾 庚 良 雄 君 iii 富鳥E 堂島官民湿 4 の

( 絵本特殊構造研究 竹中工務鹿北京支J i l I 10須賀工業株式曾鮭

所〉 際 畑 重 太 郎 君 港 区 市 岡 潰 遁 5 の 14 内

慶 尚 1 E 君滞掛l図努々n合爾市消 藤 孝 妻 子 雄 君 小 倉 市 中 島 町540 大 南
際 吉 君 京 都 市 上 京E 鷹JI(t奮

貴駿寮k P合爾鍛道局エ 林組出ｾ所 土 居 町 4 の 11鹿島方

務部管繕科 松 井 一 男 君 住 吉 区 上 住 吉 町55の 滞 本 建 一 君 京 都 市 左 京 底 下 鴨 下

0 . . 回良吉草寺埼玉県fミ比企郡明書E村 24 川原町46

番 匠302 滋野米吉方 弁 上 祭 三 郎 君 徳 山 市 富 岡 町 古 関 作 商 務 直 喜 君 ｾｉＮ ｉ ロ ｬ 豚 下松市祭町 Ｕ

藤 本 誠 君 京 都 市下京区西洞院 299の 2 C田中 *11.) の689の 2

東盟小路画院選官舎 飯 鳥 邦 準 君 北 方 祇 遁 北 部 第52∞ 大 世 事 政 失 君 府 下 南 河 内 郡 東 僚 村

権問イ主" f t ; . 君呉市今西主主 3 の27銭 部 隊 甘 爾 傭 16∞

高組防護所 杉 本 正 一 君 天 滞 特 別 市 第 一 区 花 藤 岡 哲 也 君 熊 本 市 鍛 治 町 3

松 本 客 三 郎 君 朝 鮮 民 伶 甫 滋 蔚 山 郡 関街 8

ー"""""

蔚山邑新亭昆54大 林 瀧 石 一 夫 君 新 京 特 別 市 順 天 直 永

しさ-組蔚山出張所 畠路610穂高組内

森 山 松 之 助 君 東 京 都 世 田 谷 区 代 田 竹 間 節 男 君 堺 市 中 三 園 ケ 丘 6 の 曾 員

1 の635の 8 183 
山 下 保 君 〈昔喜姓石塚〉

山 本 辰 次 郎 君 大 津 市 上 京 町36 鳥 弁 捨 厳 君 東 京 都 豊 島 m : 千 川 町

日二十--ヨ熊 谷 道 太 郎 君 東 京 都 本 郷 軍 根 樟 宮 1 の 2

永開f 35 谷 島 距革推 君 新 京 特 別 市 温 化 路 傍

後 藤 和 太 郎 君 滞 洲 黒 河 省 黒 河 街 大 5 政府官舎749 舎 員

和甚大奥街満拓公前土 新 海 悟 郎 君 東 京 都 杉 並 m : 荻 窪 1
村 田 小 一 君 昭 和 19年 1 月11 日逝

銀河地方事務所 の156

安

須 崎 幸 次 君 山口勝清図市海土路 積瀬. ! l l ニ君際! i l ; 麻生口/ ' i b 三共建

小 限
力 君 昭 和 19年2 月3 8逝 去

高 阪 辰 夫 君 昭 和 19年 1 月14日逝

三登ケ丘東洋紡績崇 加株式合置土内
去

図工場景士宅 終 身 賛 助 員

吉 田 邦 一 君 昭 和 19年 1 月17日逝

樽 本 秀 保 君 北 京 市 内 三 宮 北 門 倉 須 賀 藤 五 郎 君 爾 島 区 堂 島 滋 認 4 の

去

生回種次郎君 昭和 19年2 月3日逝去

19鋭 10 C須賀工業株式合
佐 藤 正 ニ 君 昭 和 19年 2 月10日逝

中 島 忠 総 君 長 崎 県 系 北 松 浦 郡ilt 知 昨土〉 去

原町佐世保海家施鮫

特別賛助員

長谷川 i X 君昭和 18年 12月逝去

部工事事務所

中 川 孝 吉 君 東 京 都 八 王 子 市 中 野

地 方 倉 員

美 佐 一 夫 君 庚 島 市 千 回 開f 3 の74

前 回 松 韻 君 昭 和 19年 4 月11 日逝

8 田中祭一方

町3617日本機械工業
去

株式合置土八王子工場 松 森 修 大 君 昭 和 19年 3 月31 日逝

小 川 昌 三 君 札 幌 市 南 一 線 西 9 の

田中将之助君西m . 立褒痢南温 1 の
去

14清水組北海遵支腐

38 特別賛助員

大 海 一 郎 君 宮 崎j孫富島町細島78

卒 野 等 君 昭 和 18年 8 月30日逝

普通貨助長

8  去

問 中 四 郎 君 際 鳥l際安重E常町さ弁
前 回 築 震 尼 崎 市 潰 御 園34

事寄遜¥i : 助員

主監船株式曾荒土安褒樟
須賀豊治郎君 瀬島 ｅ 王室ｩｬ［ｾ晶子資温 Ｔ の

闘 川 E 君 逝 去 年 月 日 不 鮮

主主船所建置君事務所
10 C須賀工業株式合 大 松 1 E 之 君 昭 和 19年 3 月13日逝

太主主一二郎君 R合爾潰市馬要足直営化

最士〉 去

街官会 101俊
111 口育郎兵衛君 芦摩市" ，芦長田T60

( 鐙みて哀悼の意を表ナ〉
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( 昭和十九年度)

日 本 建 築 協 曾 役 員 及 幹 事 ・ 委 員
間

人

居士

法

事

... .  ..............・・・........ ... ・ ・. .. .... . 一一一' ・・. .. . .. ....ーーー ・ ・
・・ .. .ーーーー ..... . . . . . . . . . .. 守 ・ ..... .  .  

幹

建築資料綜合限列場幹事曾

松 久 保 敬 三

榊 弘 美

野 中 駒 市

博 上 健 治

柄 本 楠 雪 量

後 川 ，JJ p 三 郎

長 尾 滑

前 野 慶 太 郎

選 回 泰 治 郎

矢 田 鍛 厳

重 安 中 一 良

伊 藤 和

浅 野 新

小 川 正

問 問 逮 捕

岡 本 忠 行

鬼 武 信 夫

湖 海 虞 弓

中 野 順 次 郎

星 際 文

矢 図 画 餓 厳

積 山 倉 雄

吉 田 信 武

舎 勢 勝 司E 唱F

幹 事 長

常任幹事

問

間

同

大 阪地 コケ斡者静

岡

|司

間

同

問

問

夫

重 量 中 一 良

景 山 正 明

佐 藤 正 次 郎

中 西 六 且1I

瀕 弁 事 事 治

弁 よ 一 雄

治 佐 僧 也

大 下 順 三 郎

王 丸 源 次 郎

ノj、 西 一 良

1色 村 佐 次 郎

高松ｾ太郎

舗 眠 幹 司E 曾

幹 事 長

常 任 幹 $

問

幹

問

問

問

問

問

問

問

幹司房長

幹 事

問

問

問

問

問

問

問

問

問

|司

Z事

川 勝 健 二

楠 瀬 淑

Z及 川 瀬 太 郎

小 崎 修

小 林 清

小 林 三 這

佐 藤 正 次 員11

4喜 阿 美 代 吉

忘 賀 穂 錐

清 水 チト

篠 際 清 孝

瀧 湾 iit 弓

高 松 卒 太 郎

竹 内 佐 卒 治

棚 橋 諒

tH 間 後 行

遠 山 勇 吉

中 島 喜 卒

中 西 六 郎

中 野 順 次 郎

長 尾 清

野 中 駒 市

林 良 債

畠 山 隆 三 郎

庚 淑 初 夫

藤 阪 捻 治 良11

星 陵 文

掘 弁 慶 治

堀 内 四 知 丸

場 弁 敏 克

松 岡 織 江

松 久 保 敬 三

三 浦 主主

水 隊 旭

森 口 祷

矢 田 餓 厳

重 量 中 一 良

If .( 日 : a

ｾｲ＠ r 本 磯 十 員1I

吉 岡 1"I;j 

問

問

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

員役

問

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

曾

片 岡 安

竹 腰 健 記 豊

松 本 儀 八

池 田 宮 彦

松 井 清 之 助

景 山 正 明

佐 藤 正 次 郎

中 西 六 員11

堀 弁 草 幸 治

重 量 中 一 良

藤 阪 拾 治 郎

松 久 保 敬 三

三 浦 茂

浅 野 新

伊 藤 和 夫

中 野 順 次 郎

矢 田 鎗 蔵

員

圭

曾

本目 標

秋 山

浅 野 新

鮮 字 上 良 治

弁 上 一 雄

伊 東 : a 也

生 駒 忠 彦

伊 藤 和 夫

池 岡 谷 久 吉

石 原 塗 偉

岩 尾 保 衛

紫 佐 信 也

校 村 靖

小 川 毘

大 佐 和 彦 太 郎

大 下 順 三 郎

岡 田 嘉 兵 衛

岡 田 震 調

景 r[J : a 明

河 合 事 三 郎

舞

務
'骨

合 長

副令長

岡

路

記

計

斡

主

問

問

問

問

主

問

問

繍

問

問

問

野

事

事

務

現

問

問

監

岡

常

問

問

問

問

員
韓

肺野

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

同

問

問

問

問

問

問

問

5 0  

問

問

問

問

問

問

問



伊 藤 和 決

景 山 正 明

佐 藤 正 次 郎

中 野 順 次 郎

藤 阪 拾 治 郎

堀 井 勝 治

松 久 保 敬 治

三 浦 1!A 

矢 田 鍛 厳

重 正 中 一 良

建築工養成二測スル委員含

l司

伊j

問

問

問

問

問

問

問

問

委 員

佐 藤 正 次 郎

重 量 中 一 良

池 関 谷 久 吉

法 尾 保 衛

景 山 豆 明

ノj、 時 修

中 西 六 良11

松 久 保 敬 三

三 浦 茂

山 内 嘉 兵 衛

山 本 車 産 十 郎

定款改定委員曾

委 員 長

幹 事

委 員

同

問

問

問

問

問

問

問

中 野 順 次 郎

野 中 駒 市

星 陵 文

句 三 浦 茂

安 田 則 世 :

岩 尾 保 衛

早 良 後 夫

綿 棒 民 弓

山 内 嘉 兵 衛

ノj、 崎 修

松 弁 済 之 助

松 村 後 雄

山本磯十 ｾｉｉ

同

l司

問

問

問

兵庫地方幹事

問

ー問

問

京都地方車中事

l句

問

問

務貫 主

鈴 木 忠 玄 郎

中 野 順 次 郎

錦 回 直

藤 飯 拾 治 郎

松 村 雄 官

三 浦 茂

員委

問

問

問

問

問

問

織時企霊委員曾

記 念 事鍵車字奉E命

松 本 儀 八

中 西 六 郎

松 久 保 敬 三

池 間 宮 彦

鈴 木 一 幸

幹 事 長

副斡事長

岡

常 任 幹 事

同

Jl B  

新

西

野

中

浅

委 員 長

委 員
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